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      一章　対面





「今日は、一人、転校生が来ている」

　十とつ葉は市立高等学校、二年一組担任の山やま田だ先生は、ホームルーム開始直後、口を開いた。

「ひょっとしたら、知っているヤツも、いるかも知れんが、な」

　そして、間を取るように、手に持った出しゆ席つせ簿きぼで、トン、と教きよ壇うだんを叩たたく。

　……自分が、こんな事を思うのも、なんだけど。

　自分の席から教壇を見上げつつ、氷ひ見みと透おるは、ふと、思った。

　自分が、こんな事を思うのもなんだけど、今年は、この十葉高校にとって、転校生の当たり年らしい。

「お。そう言えば、氷見も、二年からの転校生だったな」

　思い出したような先生の言葉で、教室の視線が、少しだけこちらを向く。それに愛想笑いを返しながら、透は、半年前の事に、今年の四月の事に、思いをはせる。

　自分が、この高校に転校してきたのは、二年生の初め。

　それまでは……高一までの間は、東京に在住し、東京の高校へ通っていた。生まれはこの十葉市だが、十歳さいくらいの時に父が東京に家を買い、それ以来、そっちの方へと引ひっ越こしていたのだ。

　しかし半年前、『とある事情』により、一人この十葉市へと、生家へと帰ってきて……

　この学校の、このクラスの、一員となった。

「氷見は四月転校だから、これで、このクラスの転校生は、二人目だな。

　お……そう言えば、今月の初めにも一人、一年生にも、転校生がいたっけ」

　トントンという出席簿の音と共に、山田先生の話が、緩ゆるやかに脱だつ線せんしていく。

「ええと、確か、その一年生は……」

　紅くれない、由ゆ宇う。だ。透は、心の中で、補足する。

　紅、由宇。人名と共に、一人の少女の姿が、脳内へと映し出される。

　そう、九月一日から、同じくこの学校の生徒となった、ちょっと小さめの赤あか髪がみ美少女、名前は、紅由宇。十五歳。高校一年生。

　彼女がこの学校の一員となって、早、半月。高一になり、クラスメイトである式しき津づ愛あい華か……夏休み、部の合宿の時に知り合った女の子……の協力もあって、なんとか、それなりに、学園生活にも、馴な染じんできたらしい。

　そして、今も、この真下の教室で、同じくホームルームの真っ最中のはずだ。

「で……今回の、三人目の転校生は、だな」

　そこで言葉を切り、にやっと笑う。えー。そこで引っ張るのかよー。どんなヤツなんだよー。教室の各所で上がり始める声に向け、もったいぶるように言葉を続ける。

「三人目の転校生は、だな。少し、家庭の事情で、こっちに……」

　家庭の事情……か。

　透は、教壇から目を逸そらし、余よ所そ見みをした。

　視線を左、窓の外へと向ける。九月一日の席せき替がえで、うまく窓まど際ぎわの席をゲットした。座りながらちょっと横を向けば、窓まど越ごしに校庭を見下ろせる、ナイスポジション。

　家庭の事情……ね。

　単語を意識せずに復唱しながら、机の上に頬ほお杖づえをつきつつ、考えをめぐらせる。

「…………と……そういう事情でだ、その転校生は…………」

　見下ろすその先、校庭の隅すみにあるイチョウの木もそろそろ色づき始めている。残暑も徐じよ々じよに去り、太陽の方も、少しずつその力をセーブし始めている。十月を前に、秋の気配。

　そう…………秋だ。

「…………で、この近くのマンションに、一人暮らしで……」

　……秋か。

　先生の言葉を、意識して聞き流しつつ、透はしみじみと思う。

　夏も終わり、三つ目の季節。高校二年生も、半分が過ぎようとしている。季節は、巡めぐる。

　自分が『家庭の事情』で、この土地へと帰ってきて一人暮らしを始めた、あの日から、もう、半年。

『家庭の事情』。

　自分は、去年の四月に、家族を亡なくした。両親と妹。

　そして、この二月から、一人、この土地へと、祖父の住んでいた家へと、帰ってきた。

　そして──由宇と出会い、複雑極きわまる事情の果てに、彼女と同居する事になった。

　高校二年生の男子と、高校一年生の女子。未成年二人、高校生二人だけでの同居──傍はた目めから見れば、非常にアレな状じよう況きようなのだが……しかし、今のところは、特に特筆すべき事にもならず、それなりに……ええと、つまり、『同居』だ。それ以外のものでは、ない。

　ケジメをつけて、きっちりと生活している──つもりだ。

　顔を窓の外に向けたまま、瞳ひとみだけを動かし、斜ななめ前方の席に座る女子生徒の後ろ姿を、視界に収める。女の子にしてはちょっと高めの身長と、綺き麗れいな真まっ直すぐな瞳を持つ少女、不ふ破わ灯あか璃り。

　この四月、転校してきて直後に知り合ったクラスメイトで、

　そして、同じ部活、学園行事実行部の、仲間だったりする。

　──そう、

　透は、灯璃の後ろ姿を見ながら、確認した。

　──きっちりしていないと、また、怒おこられるからな。

　心の中でもう一度思い、そして、視線を逸らす。あんまり長い事、見つめている訳にもいかない。そうしたいのは山々だけど。

「────それじゃあ、そろそろ」

　山田先生の声に、我に返る。

　えーと……自分の思考を、ホームルームに戻もどす。今、先生は何の話をしてたっけ……

　そう、転校生だ。自分と、由宇に続き、三人目の、転校生。

「転校生本人を、紹しよ介うかいしようか」

　山田先生は得意満面頷うなずき、そして、まるで結けつ婚こん式しきの素人司会者のようなノリで教室の戸を開け、廊ろう下かへと出て行く。その後ろ姿に、教室のそこかしこから、やっとかよー早く紹介しろよーという囃はやし声がかかった。あの先生は、学生の目から見ても、まだ教きよ壇うだんが似合っていない。大学を卒業して、まだ、二年目らしい。

　結構、熱意はある人なんだけどなあ。透は、自分の感想に、密ひそかにフォローを入れた。

「おい」

　先生の姿が廊下へと消えると同時に、後ろの席から、声と共に背中が突つっつかれる。

「何だよ」

　振ふり返らずに、返事。

　後ろの席に座っているのは、鳥と羽ば。坊ぼう主ずあ頭たまのお調子者。灯璃と同じく、同じ部活の仲間で、それ以外にも、クラスの内外に交友関係は広いらしい。

　鳥羽は、突っつく手を止め、笑いの気配がする台詞せりふを吐はいた。

「今日の、転校生だけど、さ」

「ん？」

　廊下から、『アレ？　どこへ行った？』というような、山田先生のうろたえた声が聞こえてきた。続いて、『ちょっと、ここで待ってろって言っただろ！　おーい！』という叫さけびと共に、足音が遠ざかってゆく。

　どうやら、待たされていた転校生は、一人フラフラどこかへ行ってしまったらしい。

　透は身体ごと振り返り、鳥羽の方を見た。

「何だよ」

「転校生な、女子、らしい」

　坊主頭の事情通は、こちらの視線を確認し、重々しく頷いた。

「なんでそんな事知ってんだよ。お前」

「当然だろ」

　若き事情通は、国家掌しよ握うあくを企たくらむ若き宰さい相しようのように、薄うすく笑みを浮うかべる。

「俺の情じよ報うほ網うもうを舐なめるなよ……しかもな、美人らしい。かなりの」

　なんて分かりやすい情報網なんだ。

「何だか、お嬢じよう様さま系というか神秘的というか、そんな雰ふん囲い気きで」

「はあ」

「身体はグラマーというよりスレンダーでな、スラッと立つとまるでモデルみたいで、素す肌はだはあくまで上品に真っ白、その瞳は深海の底みたいにミステリアスで、髪かみはもう入学案内冊子の表紙を飾かざってもいいくらいの正統派ポニーテールで」

　なんて恐おそろしい男なんだ。

「そして」

　恐るべき情報の支配者は、止とどめのように、口を開いた。

「彼氏は、いない」

「そうか」

　どうやって調べたんだろう。

「…………で」

　支配者のオーラにやや気け圧おされるように身をそらし、透は質問する。

「……その子の、名前は？」

「へ？」

「その…………転校生の、名前」

「名前…………か」

　鳥羽は、単語を飲み込んだ。

「………………」

　その坊主頭に、冷や汗あせが一滴てき。

「…………」

「……知らないのか」

「！　待て！」

　絶句した情報屋は、焦あせったように手を振る。

「ちょっと待て！　確か、聞いたんだ。ええと……その子の、名前は…………」

「ああ待たせた待たせた。すまんな皆みんな」

　事情通の落日を告げるように、教室の扉とびらがまた開く。

「ちょっと、この子が迷子になってて」

　教室の支配者が、山田先生が、部屋へと戻もどってきた。

「なあ、君。あまりウロウロしないでくれよ。一応、紹しよ介うかいが終わるまでは──」

　先生の、場を取り繕つくろうような声と、そして、その後ろについて歩いているらしい、こつ……こつ……という、軽い足音。

『転校生』が、教室に、入ってきた。もう、先行情報には、用はない。

「じゃ、そういう事で」

「ま、待て透！」

　再び前に姿勢を戻そうとしたこちらの肩かたを掴つかみ、堕だ落らくした情報通は言い募つのる。

「今、思い出すから、ちょっと待て！　そう、ここで止めたら、俺のプライドが！」

「諦あきらめろ。お前の時代は終わった」

「うわ！　何その冷れい酷こくな目！　なんてヤツだ！　待て、まだ前向くなって！

　……あ！　だんだん思い出してきた！　ほら、あと一分待て、な！」

「分かった分かった」

　透は、振ふり返った姿勢のまま、息を吐いた。

「じゃ、あと五十五秒、待つから」

「す、すまんな」

「気にすんな」

「なんかお前、時々サドいよな」

「気のせいだ」

「え、ええと………………その子の、名前は……」

「あおい……」

　前から、声が、聞こえた。

　透は、即そく座ざに、前を向いた。

　前を向いて、視線を前方、今、小さく呟つぶやいた『転校生』の方へと、向ける。

　視線の先、教きよ壇うだんの前、山田先生の横、教室の中、学校の中、

　十葉高等学校の、高校二年生一組の教室に、

「わたし……」

　女の子が、立っていた。

「あおい…………みく」

　女の子が、立っていた。

　芸術のように真っ白な肌はだの色、すっきりと筋の通った、綺き麗れいな顔つき。薄うすい無表情。額にはまり込んだ、ほのかに輝かがやくひし形サファイアのような青い『宝石』。

　青空のような蒼あおい瞳ひとみ、正八面体の髪かみ飾かざりでポニーテールに括くくった、青い髪。

　その服装は、白い上着と、首もとのスカーフ、そして、紺こん色いろのプリーツスカート。

　つまり、セーラー服。

　蒼あおい、美み空くが、そこにいた。



「あ」

　透は、自分の喉のどから出た音に、気付かなかった。

　少女は、蒼美空は、半月前と、変わらない姿で、そこにいた。

「お世話に……」

　少女は、半月前と同じ表情、感情の少ない無表情のような顔で、口を、開いた。

「…………なります……」

　少女の瞳は、ブルーサファイアの宝石は、真まっ直すぐに、

『こちら』を、見ていた。

「……よろしく」

　蒼の少女は、本に書いてある『正しい挨あい拶さつの作法』をそのままなぞるような仕草で深々と頭を下げ、そして、

「……氷見…………」

　顔を、上げながら、

「透、さん……」

　ド直球で、名前を、呼んだ。

　ざっ。

　教室の中の数十の視線が、漫まん画がの集中線のように、こちらに集中した。

　その外、取り残されたような山田先生が、おどおど、と言ってもよさそうな動作で、横から美空に声をかける。

「おい、君…………氷見と、知り合いなの……か？」

「以前……」

　青い髪の少女は、横に立つ教師の方を見もせず、ただ真っ直ぐこちらを見み据すえたまま、同じ調子で、質問に答える。

「以前、一いつ緒しよに……」

　え、ちょっと。

　透は、腰こしを浮うかした。

「一緒に……同じ、家に…………」

　右手を無意味に、美空の方へと伸のばす。

　あの、何を、言うつもりですか、貴方は。

　こちらの心中モノローグには、勿もち論ろん構わず、

　蒼い女の子は、恐おそるべき言葉の先を、声に変えて、外へと出した。

「住んで…………ました…………」

　もし室内の視線が形を持ったなら、今の自分は、まさにハリネズミになってたと思う。

「え…………」

「…………な」

「住んで…………」

「…………」

「……………………」

　恐きよう竜りゆうでも神経性胃い炎えんで殺せそうな、恐るべき数秒の間を、おいて、

「…………なにーッ！」

　三つ編み眼鏡少女、七なな尾おの声が、静かなクラスに、響ひびき渡わたった。



　全てを話すと、ちょっと長くなる。



　今年の二月十二日、ここ、神か奈な川がわ県けんの十葉市に墜つい落らくし、そして、数千人の死者・行方不明者を作り出した隕いん石せき、その中には、小さな情報鉱物生命体『宝石』が、便乗していた。

『宝石』は、落下の衝しよ撃うげきで粉々に砕くだけ、それぞれ、大きさは様々な「欠片かけら」「破片」へと、姿を変えた。『宝石』の情報処理能力はそれぞれの体積に比例し、大質量を残したモノは、それぞれ個別に、自らの意思を持つ。

　意思を持つ鉱物達はそれぞれ、手近にあるヒトの形をしたモノ……つまり、人間の脳死体、または完全なる死体……へと接せつ触しよくし、その身体構造を書き換かえ、融ゆう合ごうし、『宝石』の意思を持つ、ヒトの形をしたモノ──『欠片』へと、変へん貌ぼうを遂とげた。

　体積が小さすぎ、自らの意思を持つに至らなかった「破片」は、基本的には自らは何も出来ずそのままとなったが、しかしその中でごく一部、偶ぐう発はつ的てきな原因で──例えば、墜落時の爆ばく風ふうの影えい響きようなどで──生きている人間の体内に侵しん入にゆうしたモノもあり、この場合、その「破片」に侵入された人間は、その人間の人格をそのままに隕石の力を得た存在──『破片』と呼ばれる存在となる。

『欠片』『破片』は、程度の差こそあれ『人間離ばなれ』した腕わん力りよく、知力（稀まれに、特とく殊しゆ能力）を有する事となり、これら二者は、総じて『宝石憑つき』と、呼ばれる。

　こうして二月十二日より発生した、人間に混じって生活する『人間離れ』を、日本国家は、『隕石の影響で、謎なぞの疾しつ病ぺいに感染した患かん者じや達』と認識し、その存在を管理・場合によっては処しよ罰ばつする組織を、極秘裏に作り出した。その名を、『警備局特殊犯罪対策室』と呼ぶ。

　墜落事故以降、発生を始めた『人間離れした人間』は、断じて『宇宙人』でも、『宇宙の力を手にした人間』でもない。『ちょっと変わった病気に感染し、ちょっと変わった力を手に入れた、ちょっと変わった患者達』である、という訳だ。

『特殊犯罪対策室』は、独自の判断により、その『患者』を、『発はつ症しよ者うしや』と『罹り患かん者しや』へと、分類する。……この『独自の判断』というのが、ミソだ。この二者には実は実質的な違ちがいは全くなく、分類はつまり『対策室』にとって都合のいい、大人しくて何もしない『患者』が『罹患者』になり、『対策室』にとって、都合の悪い……つまり、その力を利用して、社会秩ちつ序じよを乱そうとする『患者』が、『発症者』になる、という訳。

『特殊犯罪対策室』には、（『欠片』『破片』の差はあれど）多数の『罹患者』が雇こ用ようされ、日々、『発症者』との戦いを──実の所、主に、公務員という地位と、定期給きゆ与うよによる『罹患者』自身の生活の安定と、それによる『発症』の防止──を、果たしている。

　そして、『欠片』たちの中には、積極的にその組織の一員となり、生存を果たそうとする一派も存在し──その一派を、彼ら自身は、『欠片同盟』と、自じし称ようしている。



　そして──

　透は、教室に出現した不可視のハリネズミ真ん中で、何な故ぜか半笑いの顔を浮かべ、思い返す。

　そして今、目の前に、教室の中に、教きよ壇うだんの前にいる、この蒼あおい女の子。

　蒼美空と名がついた、この子は、その『欠片同盟』の、一員。

　八月の終わり、ある『発症者』を追う仕事で、この十葉市に来て、……そして、その時、ほんの十日ちょっと、ウチの家に、宿しゆ泊くはくしていて……

「透……さん」

　セーラー服の少女は、呆あつ気けに取られた山田先生をあっさりと置き去りにし、もう一度、名前を呼んだ。

「あ、ひ、ひっ」

　自分の喉のどから、蛙かえるのしゃっくりみたいな音が漏もれた。

「ひっひさしっ」

　久しぶり。そう言おうとして、まるで不ふ審しん者しやみたいな声になった。

　蒼い視線は、生まれたてのひな鳥みたいに真まっ直すぐな瞳ひとみで、こちらを見下ろしている。

「………………………………」

　無言で。

「……………………」

　無表情にも見える、いつもの表情で。

「……………………」

「ひっひさっ、しっぶ」

　もう諦あきらめろよ。冷静な自分が、ツッコミを入れてきた。

「……………………」

「ひっ」

　蛙の鳴き声だけが響く静せい寂じやくの教室の中、尚なお研とぎ澄すまされてゆくハリネズミの針が、音なき音を立てている。

「さし、ぶりっ」

　やっと、言い終わった。

「……………………」

　さあ次は何を言おう。何故か薄うすら笑いを浮うかべたまま、頭を空回りにフル回転させる。何か言わなくては。ええと、何か。この場を和なごませる、気の利きいた一言を、アメリカンセレブの気の利いたパーティージョークみたいなヤツを、

「セ、セーラー服っ」

　ぐぅわ。

「あ、あの時と、同じ」

　何言ってんだ、自分。

「同じ服、だね」

　最悪だ。考えうる限り、最悪の選せん択たく肢しを選んだ。

「……………………」

　蒼い瞳に、僅わずかに、感情が生まれた。

「…………あの時……」

　蒼美空は、パーティーに紛まぎれ込んだ汚ねぇ野の良ら猫ねこみたいなこちらを見み据すえつつ、その鳴き声に応こたえるように、言葉を返した。

「氷見透は…………セーラー服が、好き…………って…………言った」

　ハリネズミの針が、氷点下になった。





「何だか、さ」

　東京、ありふれたビルの一室、どこにでもあるような事務所の一角。

「寒いんだけど。ここ」

　珍めずらしくもないような応接間で、男は呟つぶやいた。

「もう、秋なのかなあ」

　置かれた新品のテレビの前で、呟く男──色素が薄く、灰色のようにも見える短い頭とう髪はつ、男というより、少年、美少年と呼んだ方がしっくりと来る様な中性的で幼い顔立ち。声変わり以前のような、高い声。

　その、少年の眉み間けんには、はまり込んだ『宝石』……『欠片かけら』である事の証あかし……が、灰色の異形に輝かがやいている。

「そろそろ、ヒーターが必要かなあ」

　少年、訃ふ山ざん院いん灰はい人とは、喋しやべりながら、テレビのコンセントを差し、そして電源を入れる。

「気温が低下すると、活動が阻そ害がいされる。ヒトってのは、本当に不便なものだよ」

「灰人さん」

　テレビに向かって作業をするその後ろ姿に向け、部屋の中にいたもう一人の人ひと影かげ、奥おくの事務机に座っていた女性が、声をかける。

「さっきから、言おう言おうと思っていたんですけど」

　こちらは、少年とは対照的に、かなり落ち着いた雰ふん囲い気きの女性。肩かたまでかかるくらいの金きん髪ぱつと、丸っこい童顔のせいで、年ねん齢れいを判断するのはとても難しい。少年よりかなり年上かもしれないし、ひょっとしたら、同年代かもしれない。

　その眉間には、少年と同じく、しかし色いろ違ちがいの、黄色の『宝石』が、はまり込んでいる。

「何を、やっているんですか。一体」

　この女性の名は、栗くり林ばや浅しあ黄さぎ。少年、訃山院灰人と同じく、この『欠片同盟』の、一員。つまり、蒼美空とも、同どう僚りようという事になる。

「あなたの、それ」

　浅黄は、机の上に広げられたノートから目を離はなし、応接間のテレビを……正確には、そのテレビに今まさに接続されようとしているゲーム機を指差して、言った。

「それは、一体、何ですか」

「テレビゲーム」

「種類を聞いているんじゃないです」

「じゃあ何を聞いているのさ」

　ビデオ入力切きり替かえ、電源ＯＮ、ソフト挿そう入にゆう。少年は、手て際ぎわよく、作業を進めてゆく。

　最後に、コントローラーを持ってソファに座り、準備完かん了りよう。

　テレビ画面の中に、ゲームのタイトルが表示される。

「何を、やってるんですか」

「テレビゲーム」

「動作を聞いてるんじゃないです」

「君が何を言っているのかわからない」

「全く進歩してないですね」

「何を言う。最近のはモーションキャプチャーシステムがついてて」

「話をかみ合わせる気が無いですね。さては」

　タイトル画面が、切り替かえられる。ヒーローが光に包まれ、命を与あたえられる。

「今度はどんなゲームですか」

「ステージの上で殴なぐり合って、下へ突つき落とされたら負け。最後まで立っていた人の勝ち」

「人生そのものですね」

「そういう感想は初めて聞くね」

「ところで、灰人さん」

　浅黄は手元のノートを持ち上げ、中身を少年の方に掲かかげて見せる。

「九月も、もう半ばなんですけど」

「そうだけど」

「八月末の、透さんへの謝礼金は、もう振ふり込んだんですか？」

「…………」

　少年は、スタートボタンを押おした。

「振り込みましたか？」

「…………」

　ヒーローが、テレビ画面の中で動き始める。

「蒼さんが、透さんの家にお邪じや魔まして、『発はつ症しよ者うしや』を退治してきた、あの件の謝礼です」

「…………」

「まだ、振り込んでませんね？」

「…………」

「聞こえてないんですか？」

「…………」

「あなたが帰った後、そのゲームのデータを全消ししておきます」

「止やめろよくりりん」

「くりりんって呼ばないでください」

　ヒーローが、最初の敵を倒たおした。

「栗林だからくりりん。ぴったりじゃないか」

「じゃあ私もあなたの事をハイトンって呼ぶ事にします」

「やめてよくりりん。……やっぱ、払はらっとかないと、マズいかなあ」

「当たり前です。……そうですね、蒼さんの宿しゆ泊くはくは、八月十七日から、八月三十日の十四日間。一日の食費をこのくらいとして、掛かける十四、端は数すうは切り上げて……」

　呟つぶやきつつ、ノートの隅すみに、数字を書いてゆく。

「この位の金額で、どうでしょうか」

　示された数字を見もせずに、少年は鼻を鳴らした。

「安すぎる」

　ゲーム機の画面を瞳ひとみに映したまま、口を開く。

「せめて、その百倍は要いるね」

「なんでそんな大金を！」

「一応仮にも、蒼あおはウチの職員なんだ。それが、わざわざ対策室の為ために『出張してあげて』そして、『発症者』を、『倒してあげた』んだぜ。その出張経費は、ハシタ金じゃ駄だ目めだ。それが前例、基準値になっちゃう。

　……そうでなくても、ぼくらは今、大切な時なんだから」

「はあ……」

「下手な事したら、ボスに怒おこられるよ」

「ボスって」

「黒くろ部べさんだよ。この『欠片かけら同盟』の、設立者。

　……君も、半年前に黒部さんにスカウトされたんだろ。忘れてんなよ」

「忘れてないです。ボスって何ですか。『上司』って言ってくださいよ」

「ボスの方がカッコいいだろ。……じゃ、そういう訳でさ、とりあえず、この金額で。金はどうせ、童どう子じ財ざい閥ばつが出す。気にする事なんかないよ」

　テレビの中のヒーローが、射的の的のようなターゲットを、次々にぶっ壊こわしてゆく。

「しかし、黒部さんも、節操がない……警察、国家権力の次は、企きぎ業よう、財閥、カネだ。……人間社会に興味があるといっても、もうちょっと、限度ってモノを……

　……こっちの方もさ、うるさい連中が多くて、大変なんだから。特に、対策室室長のあの『おっさん』なんか、若いくせに色々と気が回って、うざったいったら……

　……ん？　どうしたのさくりりん。人の顔、じっと見て」

「いえ」

　画面に、『コンプリート！』の金文字が、表示される。

「あなた、最近、黒部さんに似てきたような」

「なんでいきなり」

「なんとなくです」

「そう」

「父と息子みたいですね」

「じゃあ君と蒼は母と娘むすめって事で」

「そういう換かん算さんなら、姉妹の方が近いと思います」

「……え？　でも、蒼は十六歳さいだろ。んで、君は、」

「それ以上言ったら、二度とその口を利きけなくしますよ」

「……………………本当、ウチって、変なやつばっかり揃そろってる」

「自覚してるんなら、話は早いですね」

「自分の興味あることばかり目を向けて、協調性が薄うすいんだ。黒部さんからしてそうだ。あの人、『社会』に興味があるだけだ。ヒトを、蟻ありみたいに見てる」

「私たちには、『人生経験』が、ないですからね。他ほかの人間より、圧あつ倒とう的てきに」

「え？　真ま面じ目めな話するの？　めんどくさいなあ」

「『人生経験』は、たったの半年やそこらなのに、その癖くせ、固有の知識と知能は、平均的なヒトより、他の大多数より、異常に高い。

　……私たちは、知性体として、極きよ端くたんに孤こ立りつしているんですよ。これは、ちょっとした、私たちの『弱点』かも、しれませんね。ええ」

「なんでそんなのが弱点に？　ぼくにはそれ、利点にしか聞こえない」

「弱点かもしれないし、利点かもしれない。どっちなんでしょうね」

　ぱたむ。と音をたて、浅黄は手元のノートを閉じた。

「蒼さんは、これから、その辺の話で、ちょっと心配です」

「なんで心配？　彼女、学生になったんだろ。気楽なモンじゃないか」

「学校の人付き合いは、大変ですよ。少なくとも、この職場よりは、大変です。何しろ、周りには、『人間』が、いっぱいですからね。ええ」

「…………ま、自分で言い出したんだ。好きにすりゃいいさ。学校か。確かに、大変だ。馬ば鹿か馬鹿しいくらい狭せまい世界だけど、確かに、だからこそ、大変だ。蒼には、辛つらいかもね。

　変人扱あつかいされて、孤立するかもしれない。まあいいさ。そうなったらそうなったで、とっとと辞めて縁えんを切っちゃえばいいんだ。そしたら、蒼はまた以前の姿に戻もどる。二度と、学校へ行きたいなんて、言わなくなるよ。また、ここで使ってやるさ。前みたいにさ」

　ヒーローが、ボスの待つステージへと到とう着ちやくした。

「……くれぐれも、余計な事は、しないでくださいよ、灰人さん」

「ぼくは、趣しゆ味みや酔すい狂きようで行動してるわけじゃないよ。言ったろ。好きにすればいいさ」

　少年は、無関心の瞳ひとみで、コントローラーを操作する。

「変人と言えば…………紫し暮ぐれだけど」

「紫暮さん？」

　浅黄はノートを机の引き出しにしまい込み、顔を上げた。

「また、彼、何か、してるんですか」

「『彼』じゃない。『彼女』だ。今は、少なくとも」

「どっちでもいいです」

　ヒーローとボスキャラが、向かい合う。戦せん闘とう開始。

「『しぐれちゃんって呼んで♪　うふ』とか言ってたよ」

「えらく、思い切った方向へ行ってますね」

「『変身』の度たびにいちいち服買い換かえるの、面めん倒どうじゃないのかねえ。サイズも全然違ちがうし」

「紫暮さんが何考えてるのかなんて、私には、分かりませんね。分かりたくもないですが。

……で？　今は、『彼女』、何してるんですか？　確か、八月は、妙みような薬品とかなんかの脳とか、弄いじってましたよね」

「それは、もう飽あきたらしい。最近は、次の事に興味が移ってる」

「それは良かったです」

「今は、さ」

　少年は、呟つぶやいた。

「あの、神かみ代しろ島しまの化け猫ねこと、あとは……『ナオヤ』に、夢中だ」

「へえ」

「……『白い人』に、『白の使徒』に、興味が出てきたみたい」



『白い人』とは、高質量の『欠片かけら』の一人であり、そして、『特とく殊しゆ犯罪対策室』最優先マークの『発はつ症しよ者うしや』である。彼の……といっても、男なのかどうか、それすらハッキリしていないが……の、その『人間離ばなれした力』を使った行動は、完全に神しん出しゆ鬼つき没ぼつ。どこを移動し、どこに出現するのか、人間には、確認も、予想も、しようがない。そんな、存在。

『白い人』の、行動理念は、たった一つ。自分の『宝石』を、人間に、配り歩く事。

　高質量の『宝石』を持つ『白い人』は、自分の「破片」を、人間に配っている。

　どういう基準で、どういう動機で、『配布対象』が決まるのか、それは完全に不明。

　ただ、『白い宝石』を受け取った人間は、または、『白い宝石』を、埋うめ込まれた動物は、その『宝石』の力によって、『人間離れ』した存在へと、高質量の『破片』へと、変へん貌ぼうする。

『白い宝石』を受け取った、埋め込まれた存在には、総そう称しようして、

『白の使徒』と、呼ばれている。



「へえ」

「で……、その延長で、さ」

　ボスが、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、はるか遠方へと消えてゆく。

「最近は、」

　ヒーローが、また、最初の場所に戻る。

「紫暮、透くんに、興味を持ってる」



    

  
    
      二章　接近





　ざざーん……ざざーん……

　波の音が、世界に、響ひびいている。



「……あれ？」

『その場所』で、式しき津づ愛あい華かは、ふと、気がついた。

　ざざーん……ざざーん……

　耳に入るのは、規則正しい、波の音。

「…………？」

　目に入るのは、一面の、青。

　目の前に広がる、澄すみ渡わたった空と、穏おだやかな海。

「…………へ？」

　そして、感かん触しよく。お尻しりに、コテコテとした、細かい砂の感触。

　ざざーん……ざざーん……

　目の前の海から、波の音が、絶える事も消える事もなく、響いてくる。

　砂すな浜はまだ。愛華は、唐とう突とつに理解した。自分は、海の前に、砂浜に、座っている。

　お尻をべたっとつけて、座り込んでいる。

「は？……」

　四つ目のクエスチョンマークを吐はきつつ、立ち上がる。

　立ち上がって、意識せず、スカートについた細かい砂を払はらって落とす。足下、上うわ靴ぐつの底に感じる、きめの細かい砂の感触。

「……上靴？」

　無意味に名詞を吐き、もう一度、足下を見る。

　そう……今、自分が履はいているのは、上靴。いつもの、十とつ葉は高校指定の、上靴。そこまで考えて、やっと気付く。制服だ。今、自分が着ているのは、制服。いつも通りの、十葉高校の、夏服。通学用の、服装。

　そして、しかし、

「……ここ、は？」

　独り言と共に、周りを見回す。白い砂浜と、打ち寄せる波。……海。

「海？」

　海。

　その単語が、記き憶おくの中の思い出に繋つながった。海……といえば。

　自分は、ちょうど一ヶ月ほど前、皆みなと一いつ緒しよに、神かみ代しろ島しまという所へ……

　いや。

　現実逃とう避ひを始めた自分の思考を無理やり掴つかみ、元の場所へと戻もどす。

　自分の服装を、もう一度、確認。そう、制服。高校へ行く為ための、服。

　なんで、私は、こんなものを着て、こんな所に。

　……ええと、確か、……さっきまで…………

　さっきまで……いつもの、一年生の教室に、いたはずなのに──

　──なんで……



「おい！　愛華！」

「わっ！」

　細かく散らばっていた自分の意識が、自分自身の発した声を中心に、再集合する感覚。

　愛華は、目を覚ました。

「あ」

　目を開け、顔を上げて、最初に目に入ったモノは、自分の腕うで。

　自分の両腕で作った、机の上の、頭安置スペース。つまり、いわゆる、『机に突つっ伏ぷしての、居い眠ねむり体勢』というヤツだ。

　目をこすりながら頭を上げ、突つっ張ぱった背中を伸のばす。

　自分は──教室の机の上で……寝ねていた。うん。確認。

　そして、夢を、見ていた。

「おい、どうした。愛華？」

　横合いから、声が聞こえてくる。頭の重みで血が止まり、ちょっと痺しびれている左腕を膝ひざの上へと下ろし、瞬まばたきを数回。寝起きに翳かすむ目のピントを合わせる。

「あ、その、別に」

　ピントが合った。愛華は、周りを見回した。いつもの机並び、いつものクラスメイト、いつもの黒板には前時間の授業内容が消される事もなくまだ残っており、板写がまだの男子が、それを必死こいてノートに写している。

　いつもの教室。十葉高校、一年一組の、教室だ。

　黒板の横、時間割の上にある時計が、現在の時間を表示している。午後三時、五分。

「はあぁ」

　時刻を確認し、思わず安あん堵どのため息。今は、休み時間だ。

　さっきまでの授業、六時間目の授業が終わって、起立、礼をした記憶は、確かにあるから──うん、寝入りは、この休み時間内。つい、数分前だ。授業中に居眠りをしてしまった訳では、どうやら、ないようだ。大だい丈じよ夫うぶ大丈夫。

　眠っていたのは、ほんの、数分間。

　その割りには…………その割りには、何だか妙みように、リアルな夢を──

　と、そこまで考えて、首を捻ひねる。

　はて、私は今、どんな夢を、見てたんだっけ？

　何か──とてもリアルだった。細かい感触や微び細さいな音、精密な色の感覚まであった──のは、思い出せる。

　けど、内容は、何も、思い出せない。『ハッキリした夢だった』という実感はあるのに、その中身は、何も、思い出せない。何だか、変な感じ。

「おい」

　横から、また、同じ声がかかった。

「何を考え込んでいる。愛華」

「あ、いえ」

　椅い子すから少しお尻しりを浮うかし、スカートを手で軽く払はらいつつ、返事。

　何だか、そこが砂で汚よごれているような、気がした。訳が分からないけど、何となく。

「ちょっと、ボーっとしていたみたいで」

　まあ、夢なんて、忘れるモンよね、うん。

　考えるのを止やめ、声の主の方へ顔を向ける。

「まったく……あと一ヶ月半で、体育祭だというのに」

　机の横に立つ声の主は、腕を組み、胸を張った。

　長い赤あか髪がみ、幼い顔立ち、生意気そうなツリ目、クラスでも一番に背が低く、そのくせ、やけに偉えらそうな態度。

　そしてその額には、ヒトの物ではない、この星のものでもない、紅あかい『宝石』が……

　……っと、この件は、クラスの連中には、秘密。

　紅くれない、由ゆ宇う。半月前、九月一日からこのクラスの一員になった、女の子だ。

「何か、用ですか」

　寝起きの照れ隠かくしにわざと冷たい声を出し、愛華は赤髪の少女に向かい合う。

　そろそろ七時間目開始の時刻、じきにチャイムも鳴る筈はずだ。たいていの連中は既すでに自分の席に戻もどっているが、まあ、先生が来るまでの間は休み時間ロスタイム。立ち歩いている人も、いなくは無い。

「いや、少し相談というか、」

『立ち歩いている』一人、紅由宇は、仁に王おう立ちのまま、腕うで組ぐみを解いた。

「聞きたい事が、な」

　そして、そのまま右手をポケットに入れ、何かを取り出す。

「何ですか」

　愛華は、その右手に握にぎられたものを見て、声を出した。

　薄うすいピンク色の封ふう筒とう、その折り返しは、ピンクのハートマークシールで封ふうがされている。

　赤髪の少女は、封筒を摘つまみ上げ、口を開いた。

「これは一体、何だ」

「はあ？」

　愛華は、思わず声を出した。

　質問の意味が分からない。だって、これは……

　もう一度、少女の持つ封筒を、まじまじと見つめる。カラフルな封筒、貼はられたシール。

　どう見ても、これは、

「ラブレターです」

　愛華は、直球で答えた。

『ラブレター』の単語に反応して、クラスの一部が、まるで、生き物のように、ざわっ、と動いた。誰だれかと話しながら、次の授業の準備をしながら、ぼーっと天井を見上げるフリをしながら、それぞれ、そ知らぬ顔でこちらを窺うかがう雰ふん囲い気き。

「…………」

「…………ラブレターですね」

「ラブレター？」

　ざわっと動いた連中の殆ほとんどは、勿もち論ろん男子だ。

「ラブレター。知らないんですか」

『ラブレター』の単語が一つ出るたびに、ざわっが深まっていく感じ。

「昼休みにな、食堂から帰ってきて、下げ駄た箱ばこを開けたら、」

　ラブレターを持った少女は、空いている左手を、更さらにポケットに突っ込んだ。

「私の、上うわ靴ぐつの上に、こんなものが」

　ポケットから、更に一束の封筒が出てきた。同じく、せいぜいオシャレに見える封筒と、可愛かわいさをアピールするようなシールの封印。全部で、十通以上。

「ラブレターです」

　後ろの席の男子生徒のさり気ない視線を、自分の身体でこれまたさり気なくガードしつつ、愛華は、再び単語を言った。

「ラブレターとは、なんだ」

　回答は、そのまま直球の質問となって返ってきた。

「ええと……」

　眉み間けんを押おさえ、愛華は考え込む。

　何しろ……この子は、『元、宇宙人』だから。

　このクラスメイト、紅由宇は、七ヶ月前地球に降ってきた『欠片かけら』の一人だ。皆みなには秘密だし、これを知っているのはほんの数人だけど、実は、そう。

　そして、半年間で、少しずつ、人間に近づいてきて……ついに、この九月、高校へ通う事になった。

　それから、更に半月。遠巻きに様子を窺っていた男子生徒がそろそろ安心し始め、そろそろ慣れ始め、ついに一人がアプローチを仕し掛かけて……

　で、大勢が、我も我もとばかりにそれに続いた、と、そういう訳だ。

　さっきからのざわっの発生源の中には、このラブレターを書いた張本人もいるのだろう。



    

  
    
      「ま、無理もないかも、知れないですけどね」

「何がだ」

　きょとんとした顔も、かなり可愛い。

「いえ、別に。……その、ですね。ラブレターっていうのは」

「うむ。ラブレターとは、なんだ」

　素す直なおな瞳ひとみに見つめられ、愛華は、思わず、口を閉じた。

　……………………。

　答えを探さがすフリをして……少し、考え込む。

　何と言うか……この子は、そういう、『普ふ通つうでない』生まれだから…………

　こういう、微びみ妙ような話については、とても無知で……

　ちゃんと教えないと、まずいことになるような気が、しないでもない。

「ラブレター、というのは……つまり、恋こい人びとになりたい、っていう、お手紙です」

「恋人」

　鸚おう鵡む返し。

「恋人とは、なんだ」

　やっぱり、そう来るよね。愛華は頭を掻かいた。

「ええ……と」

　難しい、質問…………

　頭を掻きつつ少し考え込み、そして、口を開く。

「仲のいい、男と女です」

「ふむ」

　人間になりたての少女は、納得したように、頷うなずいた。

「では、私と透とおるは、恋人だな」

「なんでそうなるんですか！」

「仲がいいぞ」

「…………あ、ええと……」

　怒ど鳴なった拍ひよ子うしに思わず浮うかせた腰こしを、また、深く椅い子すに沈しずめる。

　同じく、思考を深く沈め、愛華は考える。

　……確かに、由宇ちゃんと透さんは、（あまり認めたくは無いけど）仲がいい……らしい。

（あくまでも必要に迫せまられてだけど）同居も、している。…………だいぶ、前から。

　けど、その関係は、別に、『恋人』という訳では…………

「ええと……つまりですね、そう、ええと……」

　咳せき払ばらいを一つ、言葉を続ける。

「『恋人』は、唯ゆい一いつの人です。友達はいくらいてもいいけど、『恋人』は一人です」

　口に出して言うと、なかなかに恥はずかしい台詞せりふだ。

「しかし……」

　赤あか髪がみの少女は、納得できないように、またラブレターの束を掲かかげる。

「こいつらは、複数だぞ。複数で『恋人』の申し込みなど、矛むじ盾ゆんするではないか」

「だから、それは、対たい抗こう心しんですよ」

「む？」

　よく分かってない様子。

「要するに、他ほかの男の子に対する、対抗心です。他の人に取られると思うと、居ても立ってもいられなくなって、自分も何かしなきゃいけない気になって、で、行動しちゃうんです」

「むう……対抗心……か」

　興味深げな顔になった。

「……そうか……なるほど……そう言われれば、あの時……そうだな…………ふむ……

　なるほど、これを逆利用すれば、或あるいは…………」

　妙みような事を、教えてしまった気がする。愛華は思わず息をついた。

「ふむ。納得した。なるほど、そういう事か」

　満足げな顔に、ちょっと不安。

「で！」

　そのまま、真まっ直すぐな瞳で見つめてくる。

「その、『恋人』とは、何だ。何か、特別な事を、するのか？」

　質問が、元の場所に返ってきた。

　午後三時十五分。今日は、先生が来るのが、遅おそい。

「………………つまり」

　愛華は、あえて無表情で呟つぶやいた。

「つまり……『恋人』と、いうのは……。あ。そうだ。コレです。それはつまり、夫婦の、仮想行こう為い、予行演習なんです。だから、相手は一人限定で」

「ああ、そうか。分かった」

　元宇宙人の少女は、あっさりと納得顔になり、頷いた。

「成程、私と透は、恋こい人びとではないな。恋人とは、つまり、交こう尾び「だああああああっ！」

　立ち上がりつつ怒鳴り声を上げ、少女の言葉を力ずくでかき消す。

「何を言い出すんですか！」

「何を怒おこっているのだ」

「……あ、……いえ…………」

　首を力なく振ふりつつ、椅子に座り直す。何だか、疲つかれてきた。

「とにかく、そういう単語は、公共の場では、使わないように」

「分かった」

　意外と、素す直なおだ。

「えー……と」

　もう一度、考える。『恋人』って、何だろう。

　夫婦の予行演習。自分で言っておいて何だけど、これも、何だか、微びみ妙ように違ちがう気がする。

　そりゃあ、そういう例も、あるだろう。けど、……必ず、そうなる訳でもない、というか……そもそも、結けつ婚こんを前提に『しない』彼氏彼女、ってのも、いるわけで……

　…………。

「む……」

　分かった。愛華は唸うなりながら、心の中で、こっそりと頷うなずいた。

　自分は、何も分かっていない事が、分かった。

　自分が知らない事を、他人に教える事なんて、不可能だ。

「分かりません」

「……分からんのか」

「はい」

「では、透に聞く事にする」

「へえ」

「明日も、透の自転車の後ろに乗って登校するからな。その時に、聞く」

　事も無げに、言う。

　ちょっと、カチンと来た。

　目の前の赤髪少女を見み据すえたまま、静かに、立ち上がる。

「ところで、由宇さん」

「なんだ」

「体育祭ですね。もうすぐ。十一月の、初めでしたっけ」

「そうだな」

　教室の戸が開き、先生が、入ってきた。

　愛華は、構わず呟いた。

「戦いましょうか」





　午後三時十分、七時間目の開始を告げるチャイムが、二年一組の教室に響ひびき渡わたった。

　とはいえ、今日の授業は、六時間目で終しゆう了りよう。日直である灯あか璃りは日誌を持って職員室へと出かけ、今日の掃そう除じ当番達は早くも箒ほうきを手に取り始めた。教室の中は、既すでに放課後。『関係ないやつはとっとと帰れ空気』が広がり始めている。

　だが、今日の放課後は、いつもとは、ちょっとばかり、様子が違う箇か所しよがある。

　透は、自分の席に座ったまま、教科書とノートを鞄かばんにしまうフリをしつつ、出来るだけ目立たない動作で──そっと、視線を動かした。

　今日の教室には、充じゆ満うまんし始める『とっとと帰れ空気』に逆らう、一いつ塊かいの喧けん騒そうがある。

　十人ばかりの女子生徒によって形成されている、その喧騒の中心は……

　勿もち論ろん、蒼あおいだ。今朝、このクラスの一員となった、転校生。

「えー！」

　塊かたまり女子生徒の一人が、大きな声を上げた。

「蒼さん、八月まで、外国に住んでたの？」

「………………」

　女子生徒の質問に、蒼は、無言で小さく頷く。

（外国……なるほどね…………）

　わざとゆっくりした動作で机の上のシャーペンを拾い、意識してもっさりした動きでペンケースのフタを開けつつ、透は思いをめぐらせる。

　あの子は、『欠片かけら』である少女、蒼美み空くは……どういう都合、どういう心境の変化によるものかは知らないが……とにかく、突とつ然ぜん、この学校に、転入する事に、したらしい。

　転校の手続きや身分については、『欠片同盟』の政治力だか何だかで、どこかにゴリ押おしして、どうにかしたのだろう。『彼ら』は、既に、そのくらいの力は、持っている。

　実際、どこでどういう手続きがなされ、あの少女の公式な身分、戸こ籍せきは、どういう具合になっているのか。それは、一介の高校生に過ぎない自分には、想像がつかないが……

　学校生活の開始に、『帰国子女設定』は、それなりに妥だ当とうなものといえるかもしれない。

　なにしろ……透は、半月前の事を、思い出した。

　あの子は、由宇よりも更さらに輪をかけて、発想が極きよ端くたんというか、浮うき世よ離ばなれというか……

　ペンケースの中に、シャーペンが全て収まってしまった。

　手を止め、ペンケースを机の上にそのまま、窓の外をぼんやりと眺ながめる……フリをしつつ、全神経を耳に集中する。耳をパラボラアンテナにして、女子生徒の塊から漏もれ聞こえる声を、拾い集める。

「……へえ、お盆ぼんくらいから、こっちに来てるんだー」

「え、じゃあ両親、外国に住んでるの？」

「どこの国？　え…………ごめん、聞いた事のない国だね。ヨーロッパ方面？」

「一人暮らし？　どこに住んでるの？　マンション？　憧あこがれのワンルーム？」

　今のところ……

　パラボラアンテナが集めてきた情報の断片を、脳内の指令所が分ぶん析せきする。

　今のところ、こんな感じの。やり取りだ。

　女子生徒が当たり障さわりのない事、身の回りの事などをてんで勝手に質問し、蒼がそれに対し『設定通り』の答えを返している、そんな、言ってみれば、ジャブのようなやり取り。

　誰だれ一人……そう、今のところ、誰一人、『そのこと』について、踏ふみ込んで尋たずねようとする者はいない。とりあえずジャブで様子見、右ストレートを繰くり出すにはまだまだ準備不足、リスクも高い。そんな雰ふん囲い気き。

　右ストレートの、内容は……

　透は、唇くちびるを舐なめた。

　やっぱり……アレ、だな。今朝の、アレだ。

『以前、一いつ緒しよに、住んでました』

　今朝、ホームルームで彼女がブン投げた特大の爆ばく弾だんは、放課後になった現在も尚なお、誰に触さわられる事もなく、ただ、教室のど真ん中の床ゆかにめり込んでいる。触って様子を確かめたいが、自分が爆心地に立つのはちょっと勘かん弁べん。皆みな、そんな立場だ。

（『同居』か……）

『同居していた』。確かに、それは、そうなんだけど。

　それは、あくまでも、あの子の仕事の関係でそうしていただけで。

　天地神明に誓ちかって、変な事をやっていた訳では、ない。

　それは、早いうちに、ハッキリさせておいた方が、いい。

　しかし……

　黄色く色づいた校庭のイチョウを一枚一枚仔し細さいに点検しつつ、益やく体たいもない繰り返し。

　その事、美空の『仕事の関係』について説明するとなると、当然、『欠片同盟』だの『宇宙人』だの『発はつ症しよ者うしや』だのの単語にも触ふれないわけには行かず、それは、誰にとっても、色々とまずい事になりそうで……

　そう……透は、一人、頷うなずいた。

　このまま……だ。このまま、あの爆弾は、爆発させる事なく、地の底へと沈しずめよう。

　そうだ、もう少し、時間をかけて。ごく自然に。『ああ、そういえば、そんな事も言ってたよね』みたいな感じで。うん、注意深く。

　決して、『同居していた』という言葉を、直接口に出す事無く……

　そう、『同居していた』という言葉は、暫しばらく、使わないように……

「ところで『同居していた』透くん！」

「ぎゃあああああああああああああああああああ!!」

　透は、世界が終わったように叫さけんだ。

　爆弾のスイッチが、押された。

　世界が漂ひよ白うはくされ、時が、止まった。

　女子連中の塊が──机を動かし始めた掃そう除じ当番が──今、まさに教室を出ようとしている男子生徒が──世界の、全ての人間が──一様に、静かに停止した。

　世界中の視線が、スイッチを押した男の姿を──見る。

　男は──こちらの机の前に、魔ま王おうのように、立っていた。

　男は、当然、鳥と羽ばだった。

「…………」

　沈ちん黙もく。

「……………………」

　沈黙。

「………………………………」

　沈黙。

「…………………………………………」

　世界の全てが死に絶えてしまったような、そんな、恐おそるべき沈黙を、

「えー！　じゃあさ、彼氏いるの？　彼氏ー」

「あ、それ気になる。向こうで待ってる男とか」

「どうなの？　ね、どうなの？　ねえ」

　女子連中は、何事もなかったかのように、スルーした。

「うはー！　外国の男！　外国のお城！」

「ブルーの瞳ひとみ！」

「納豆と梅干食わせて、ヒーヒー言わせてぇ！」

　そのまま、何事もなかったかのように、また、始める。

　なんというチームワーク。なんという事なかれ主義。

「ね、あの、フルネームは？　蒼さんのフルネームって何？」

「『聖・ジョセフィン・蒼・ミックー』とか？」

「……………………わたし…………日本国こく籍せき…………」

「宗教は？　プロテスタント？　カトリック？　日曜はミサ？　大天使ミカエル？」

「うわああああ外国ー！　憧あこがれるー！」

　教室の時間が、また、魔ま法ほうが解けたように動き始める。掃除当番は机を動かし始め、男子生徒は、とっとと廊ろう下かへと出てゆく。

　鳥羽は、また、口を開いた。

「ところで…………」

「すいません！」

　それに向け、透は、机の上で頭を下げた。

「わかれば、いい」

　なんで、偉えらそうなんだ。こいつは。

　頭を上げる。鳥羽は、閻えん魔ま大王のように、そこにいた。

「じゃあ、話を、聞かせてもらおうか」

「い、いや、その」

「何をしていた」

「別に、そんな、普ふ通つうに」

「ほう！　透は、普通に、あの子と、同居…………」

「すいません本当悪かったです全面的におれが本当に」

「ふむ」

　動かぬ証しよ拠うこを採用する検察官のように、頷く。

「してたんだな」

「してました」

　頭を下げながら、心の中で付け足す。

　正確には、愛華と、灯璃、そして、由宇も一いつ緒しよだったけど──

　──いや、それは、もう、口に出すのは止よそう。

　うん。そうだ。灯璃。そのうち、彼女を通して、何とか、徐じよ々じよに誤解を解こう、うん。

　透は、日ひ和よった。自分で意識して。

「このように、だな」

　鳥羽は、胸を張ったまま、言葉を選ぶような間を空け、言う。

「庶しよ民みんとは、無責任で、口さがないものなのだ」

「あの、ええと」

「マジだぞ。透」

　透は、瞬まばたきをした。

「実際がどうだろうと、人の間の話になっちまったら、関係ないんだよ」

　……こいつは、ふざけているフリをしているけど、

　実際、九割九部、ふざけているけど、

　残り一部は、まじめな話だ。

「気を、つけろよ」

「…………分かった」

　そう──透は、心の中に、言葉を飲み込む。

　──自分と、由宇は──

『昔、同居していた』どころでは、ない。

　今も、まだ、現在進行形で、『同居している』。

　自分と、由宇は、同じ家から、学校へ、通っている。

　この、『真の爆ばく弾だん』は……流石さすがに、仲間内での、公然の秘密みたいなもので……クラスの連中は、勿もち論ろん、知らない。現に、今、蒼に「そのセーラー服は？　前の学校の？」などと質問している七なな尾おも、その事は、口に出したりはしない。

「分かった」

　透は、頷うなずいた。

　学校が、始まった。今までの感覚でやってたら、そのうち、痛い目に遭あうかもしれない。

　自転車に二人乗り登校も、もう、止やめておいた方がいい。

　今度、あいつにも、自転車、買ってやろう。確か、『十葉商店街』の近くに、ホームセンターがあったはずだ。あそこには、自転車も、売っているだろう。今度の休みにでも、買いに行こう。

「ふん。では、……おい、羽は幌ほろ」

　鳥羽は、わざとらしく鼻を鳴らし、友人の名を呼んだ。

「なんだ」

　既すでに支し度たくを整えていた羽幌が、ゆっくりと立ちあがり、歩み寄ってくる。

　こいつは鳥羽とは対照的に、かなり背が高くて身体もでかい。どこかのコワモテ兄ちゃんのような雰囲気で、あまり喋しやべる事はなく、たまに喋ったとしても陰いん気きに聞こえるぼそぼそ声。だが実はこれで結構ノリのいい奴やつだったりする。要するに、引っ込み思案の巨きよ人じんだ。鳥羽とはいいコンビ。

「じゃ、話は、部室で、って事で……」

「え」

「捕とらえろ！　羽幌！」

「いやー！　助けてー！」



　教室の中の『とっとと帰れ空気』は、最高レベルに達し、蒼を中心としていた女子生徒の塊かたまりは、ついにバラけた。それぞれが、それぞれの部活や家、友人との約束の場所などへと移動を始める。

「よっしゃ。はー今日も終わった終わった。あーせいせいした」

　その一人、七尾が、こちらに向かって歩いてくる。三つ編みにでっかい眼鏡の、一見地味な少女。でも、結構乱暴な言こと葉ば遣づかい。このギャップに戸と惑まどう男は、結構多い。

「ホントもうさー。また転校生だよ。いや、大変だねどいつもこいつも」

　でもやっぱり、根本的には女の子だと思う。透は、密ひそかにそう思っている。

「お待たせー」

　四人で教室を出た所で、廊ろう下かの向こうから灯璃が帰ってきた。

　いつもと同じその笑え顔がおに、手を振ふって笑い返す。

「ひーちゃん。だらしねー顔してんじゃねーよ」

「あ、七尾、そんな」

　余計な事言うな。

「じゃ、行こうか」

　現在の所、我が部活、学園行事実行部のメンバーは、三年生の兵ひよう藤どう部長、一年生の由宇と愛華を含ふくめ、総勢八名。

　学園祭も終わり、夏の合宿も終わり、次の行事は、十一月初めの体育祭。……という事で、今日は、その開かい催さいの為ための第二回会議を、部室で予定……って。

　透は、足を止めた。

「あの」

　二年生の部員は、五人。

　今、一いつ緒しよに歩き出したのは、六人。

　灯璃、七尾、鳥羽、羽幌、自分と、

　そして、もう一人。蒼。

「……………………」

　七尾の後ろに、セーラー服にポニーテールの女の子が、静かに立っている。

「……………………」

　相変わらず、無言。半月前と、同じ。

「えっと」

　透は、思わず声をかけた。

「……………………」

　蒼あおい瞳ひとみが、真まっ直すぐに見つめてくる。

「……………………」

　つくづく、思う。この子は、本当に、人の顔をじっと見つめてくる。まるで、生まれたての赤ん坊ぼうみたいだ。

「……………………」

「その」

「……………………？」

「あの、さ」

　どう言えば、いいんだろうか……思わず、絶句。

　この子は、これまでの半年間、ただ、本だけを読んで過ごしてきたらしい。

　だから……現実の人間とのふれあい、本格的な社会経験は、多分、初めてで……

　…………という訳で……

　……下手な事を言ってしまったら、この子は、本当に傷つきそうで……

「あ。美空さんも、部室、行きたいの？」

　灯璃が、声を上げた。

「…………」

　蒼い瞳は、今度は、灯璃の方を見た。

「そ、そうなんだ」

　灯璃は真っ直ぐな視線に流石さすがに一いつし瞬ゆん戸と惑まどい、しかし、すぐに体勢を立て直す。

「うん。そうよね。転校初日だけど、部活見学、始めたっていいよね、もう」

「……………………？」

「……部活、知ってる？」

「部活…………」

　美空は、頭の中の知識を検けん索さくするような間を空け、

　そして、深く、頷うなずいた。

「…………知ってる。本で、読んだ事…………ある」

「そ、そう」

「『主に中学・高校・大学において、学年・学級を離はなれて行う課外特別活動。それぞれ個別の興味・関心に応じて、自主的に文化・体育活動を行う集団』」

　本当に、分かっているんだろうか。

「じゃあさ、まず、今日の所は、見学って事で、」

「……………………入部」

　蒼は、単語を吐はいた。

「へ」

「入部、します…………」

　そして、また、頭を下げる。

「あ、あの、そんなに、急に決めなくても」

「…………部活をすると、」

　蒼は頭を上げ、そして、何な故ぜか、こっちを見る。

「……仲良くなる……って、書いてあった」

「あ、けっこー知ってるじゃん。蒼ちゃん」

　七尾が、その視線を遮さえぎるように、前に出た。

「やっぱ、こっち来る前に、勉強してたの？」

「…………してた」

「そーか。えらいねー」

　七尾の身体で、美空の表情が、見えなくなった。

　ただ、いつもと同じ、平へい坦たんな声だけが、聞こえてきた。

「わたし…………仲良く……なりたい…………」



「で。さあ。体育祭は十一月の初め、中間テストのちょい後、って事で」

　いつもの部室、旧校舎の一室を利用している我が部室は、秋になっても、変わらない。透は、改めて、思った。後ろの乱雑な本ほん棚だな、古びた黒板、物置のように隅すみっこに固められた生徒用の机と椅い子す、空いた中央スペースに置かれた会議・お喋しやべり用のパイプ椅子。感動的なほど、いつも通りだ。

　いつも通りの部室で、しかし、本日の議長は、いつもとは違ちがう。鳥羽。

「今日の予定は、体育祭に向け、第二回の調整会議なんだけど……」

　三年生である部長は、二学期に入って、いよいよ学年の用事が忙いそがしくなってしまった。第一回の会議には顔を見せていたが、今日は、進路説明会だかで、不参加という事だ。

「で……まあ、まだ、一年生連中は授業中だし、とりあえず、」

　という訳で、鳥羽がその代理。部長代理鳥羽の、これが初めての晴れ舞ぶ台たいだ。黒板の前に部長代理が立ち、そして、それを取り巻いて皆みなが座っている状じよう況きよう。

「…………本格的な会議は、一年が来てから……って事で、それまでは」

「おー頑がん張ばれー議長ー。台詞せりふを噛かむなよー」

「それまでは……うるせーぞ、七尾！」

　無責任な七尾のはやし声に、慣れない議長は、照れ隠かくしのように怒ど鳴なり返した。

「そうよ。真ま面じ目めにやんなきゃ」

　横の椅子に座る灯璃にたしなめられ、七尾は「へーい」とばかりに口を閉じた。

「よし。ええと……それまでは…………ええと」

　台詞を途とち中ゆうで止めたせいで、分からなくなったらしい。鳥羽は前で口ごもった。

「それまでは……第一回会議の、既き決けつ事じ項こうの確認──だろ」

　隅っこに座っている羽幌が、低い声で助け舟ぶねを出す。

「そう。それだそれ」

　議長は頷き、そして、余計な茶々を入れた七尾をびしっ！　と指差す。

「余計な事を言うな！　このザコ部員！」

「うわー！　何その言い方ー！」

「ええと……」

　とにかく、話を進めよう。透は椅子から立ち上がった。立ち上がって、教室後ろの本棚に移動。中に収められているファイルを一冊取り出し、開く。

　ファイルの中には、第一回会議での決定事項がまとめられたプリントがコピーされ、保存されている。人数分を取り出し、それぞれの下もとへと配る。

　議長、灯璃、七尾、羽幌、

　そして……蒼。

　本日付の新入部員、蒼美空の膝ひざの上に、プリントを置く。

「………………」

　セーラー服のプリーツスカートの膝の上に置かれた書類を、蒼あおい瞳ひとみが映した。

「………………」

　蟻ありの巣を観察する子犬みたいに、じっと、眺ながめる。

「……………………？」

「えーと」

　ファイルを元の棚に戻もどし、自分の席に戻りつつ、フォローを入れる。

「一応、説明しようか」

「…………」

　蒼は、椅子に座ったまま、身体をこっちに向けた。

「……………………」

　真正面のスレンダーな身体に緊きん張ちようしつつ、意識して無表情を作って、透は思う。

　これは……この無言の視線は、『お願いします』って、事……なんだろう、な。そうだよな。うん。

「お、そうだな。透。うん。今日は、新入部員もいるし。説明してやってくれ」

　しどろもどろな議長が、後ろから背中を押おした。

「わかった」

　頷うなずいて、美空の持つプリントを指差す。

「まずは……ええと」

「…………」

「そのプリントが……第一回会議の、まとめなんだけど……」

　蒼い瞳は、真まっ直すぐに、こちらを見てくる。

　すぐ、近くから。真正面から。至近距きよ離りから。手を伸のばせば、届いてしまいそうな距離。

「……………………」

　な、んか。こ、これは。

「く、九月の、三日に、会議、したん、だよ」

　何な故ぜか緊張しつつ、説明開始。あ、改めて見ると、この子は、ええと、

　やっぱり、凄すごく、可愛かわいい、というか、美人、というか、ええと、

「その時は、……部長が、議長をして、さ」

　肌はだは冷たそうで真っ白で、まるで、誰だれにも踏ふまれていない、静かで綺き麗れいな新雪のごとく

「おい。ひーちゃん。何考えてんだ」

「変な事なんて、考えてません！」

「なんで丁てい寧ねい語ごなんだよ」

　七尾の声も、新雪のように冷たくなった。

「と、とにかくっ」

　いまだ無表情な蒼に向けて、引きつった声で、説明開始。体育祭について。

「当日の、競技内容、は、」

　午前の競技は、まだ未定。午後の部は、騎き馬ば戦せんとフォークダンスの二競技を予定。

　騎馬戦は、我が校伝統の、自由参加バトルロイヤル形式。会場から自由に参加し、自由な組み合わせで四人一組を作り、運動場全体で自由に戦って、そして最後まで残っていたヤツの勝ち。なんとも大おお雑ざつ把ぱ極きわまるルールだが、何しろ盛り上がるらしい。これで場を暖め、そして最終競技のフォークダンス、あと片付け。毎年、そんな感じだそうな。

「で、役割分担は、」

　総指揮は、部長。その補ほ佐さが鳥羽。その下で、それぞれの担当部署をそれぞれ実行。誰が何をするのか、この担当は、これから、会議で決める。

「あとは……全体の事として」

　全体の事としては、午前中の競技内容の決定と、その準備。

　さらにその他ほかの事として、当日は人手が圧あつ倒とう的てきに足らなくなるので、これから全校生徒に向け、当日限り臨時手伝い参加者の呼びかけ……と。

「臨時手伝い参加者、略してリンテツな」

　暇ひまだったらしい鳥羽が、前から口を挟はさんだ。

「リンテツ……ねえ」

　透は、ちょっと振ふり返った。まあ、分かりやすくていいか。

「……うん、当日限り臨時手伝い参加者、リンテツ、はさ、毎年、五人か六人しか集まらないからさ、早めに告知しないと、当日、大変なんだよ……

　まあ、今のところ、こんな感じ、だよ」



    

  
    
      「…………」

　一通りの説明を、蒼は、瞬まばたきの一つもせず、じっと、聞いていた。

「……………………」

「以上、だけど」

「…………」

「あの、何か、質問は」

　蒼あおい子は、無表情のまま、静かに、口を開いた。

「………………もっと」

「え？」

　こちらを真っ直ぐ見み据すえたまま、単語を吐はく。

「……………………もっと、喋しやべって」

「…………」

　意図が、分からん。

「……………………」

「……あの、何を」

「……………………………………こみゅにけーしょん」

　シュールな事を言うじゃないか。

「まあ、アレだ」

　議長が、不安を振り払はらうように、声を出した。

「新入部員の蒼さんはさ、分からない事も多いだろうし、簡単な部署の担当で、で、後は、アシスタント……として、各所の手伝い、って事で……」

「…………」

「いいよな？」

「いや、俺に聞くなよ……鳥羽」

　羽幌が、静かに首を横に振った。

「…………」

「いいよな？　蒼さん……」

「…………」

「いい…………ですよね？」

　敬語になるなよ。

「……あしすたんと」

　蒼は、無表情のまま、膝ひざの上のプリントを見る。

「……………………分かった」

「ああ良かった」

　議長が、胸をなでおろす。

「アシスタント…………………………」

「そう、アシスタント」

「………………ベタとか、塗ぬる人」

　高度なギャグなのか、それとも大おお真ま面じ目めなのか、ハッキリして欲しい。



「よし！　じゃあ、そんな感じで、決定、と！　あとは一年待ちな！」

　開き直ったように大声を出し、部長代理は、裁判官の木き槌づちのように黒板を手で叩たたいた。

「で！　時間も余ったし！　体育祭終しゆう了りよう後の、我が部の打ち上げだけれども！」

　いきなり砕くだけた口調になり、自分の椅い子すに向かって、歩き出す。

「体育祭後の日曜にさ、岩礼神社で祭りがあるんだよ。アレに、皆みんなで行く、って事で」

「あー。祭りね。いーねー」

　七尾が、軽く感かん嘆たんの声を上げた。

「女子は浴衣着用な。これ、部長命令だから」

「げー！　何それ。セクハラだー！　灯璃、何か言ってやって！」

「浴衣か。久しぶり。……蒼さん、浴衣持ってる？」

「………………………………浴衣……？」

「うわ！　灯璃、やる気満々じゃん！」

「あ…………ごめん」

　はしゃぐ女子連中の横で、羽幌が、おずおずと手を上げた。

「俺、ちょっとその日は……用事が」

「何だよ」

　鳥羽が、自分のパイプ椅子に戻もどり、座りながら言う。

「祭りはなー。恋こい人びとをゲットするには、絶好の場所なんだぜ。今月の『月刊ソサエティ』にも、書いてあっただろ。『会場には今年も一人寂さびしく佇たたずむ女の子がっ』とか！

　その調査によるとだな、平均的高校生男子のうち、実に九割が恋人もちで、そして更さらにそのうち七割は、既すでに」

「既に、何なのよ」

　七尾の眼鏡の奥おくの瞳ひとみが、細くなった。

「既に、『恋人関係』に、なってるんだよ！　『愛の行こう為い』完かん遂すいだよ！　言わすなよ！」

「またそれだ。アンタって、最近、いっつもそんな話してねーか？」

「うるせー！　こっちは青春真っ盛りの男子だ。女欲しいー！」

「……………………青春？」

　蒼が、単語に反応するように、ピクッ、と、鳥羽の顔を見た。

「…………恋人…………？」

「そうそう。青春。青春といえば、恋人だろ。恋人といえば、」

「青春…………仲良く…………」

　単語を確認するように、いちいち頷うなずく。

「『月刊ソサエティ』…………」

　頭の中に、メモをするように。帰りに買って、読むつもりだろうか。

「あんま、コイツの言う事、マトモに聞かないほうがいいよ、美空ちゃん」

　七尾が、横から蒼の顔を突つっつく。

「こいつ、最近、こんな風にデリカシーなくなってきてさ。あーやだやだ」

「あー。なんとでも言え。なあ羽幌、俺達は……」

「その日は……」

　羽幌は、やっと、言葉の先を言った。

「なんだよ。また道場か？　それとも新作アニメとかか？　そういう事だとな、ずっと負け組高校生のままだぞ。そのまま、青春の思い出を作れないまま」

「俺、彼女と……約束が」

「思い出を作れないまま、十八に…………なっ……て？」

「俺、彼女と、約束が」

「て……………………」

　鳥羽が、口を開きかけたそのまんま、硬こう直ちよくした。

「……………………」

　彼が座っていた椅子の上に、鳥羽の形をした石せつ膏こうの像が、出現した。

「…………」

　石膏像は、動かない。

「ねえ」

　灯璃が、声をかけた。

「…………」

　石膏像は、動かない。

「おい」

　七尾が、デコピンをした。

「…………」

　石膏像は、微び動どうだにしない。

「…………………………………………？」

　蒼が、興味深げに、しげしげと覗のぞき込む。

「…………」

　石膏像は、永遠に、動かない。

「もしもーし」

　ごん、と叩たたいた七尾の一いち撃げきで、

　ごと、と音を立て、石膏像は、床ゆかに、前のめりに倒たおれた。

「……………………」

　一同の視線が集中する中で、

「…………世界…………」

　石膏像から、音が漏もれる。

「……………………世界中の人々が…………」

「何だって？」

「世界中の人が…………俺の人形に……なればいいのに…………」

「恐おそろしい事を言うな」

「羽幌が…………勝ち組高校生に……なってしまう…………」

「何だよ『勝ち組高校生』って……」

　羽幌は、ため息と共に、鳥羽の近くにしゃがみ込む。

「『恋こい人びとの行為』をする高校生の平均年ねん齢れいは…………十七歳さいなんだ……」

「おかしいぞ、その統計。母集団が高校生なら、十八歳以下にしかならないだろうが。そもそも、どうやってサンプリングしてんだよ。

　……あんまり、そういうのを真に受けんな」

「勝者が、敗者になんか言ってる…………」

「第一、俺は、彼女とはそういう関係じゃない」

「何でだよ…………」

「お前、もうちょい、相手を大事にしろ」

「ああ……羽幌が、高い所からなんか言ってる…………」

　鳥羽は、床に寝ね転ころがったまま、そっぽを向いた。

「ほっとけ」

　七尾が、切り捨てた。

「最近、七尾も冷たい…………」

「当たり前だ」

　七尾が、ふん、と鼻を鳴らしたところで、

「…………『戦いましょうか』と言うがな、一体、どこで、どうやって…………」

「……それはですね、体育祭の、騎き馬ば戦せんなんか、どうでしょう……」

　廊ろう下かの向こうから、由宇と愛華の足音と、声が響ひびいてきた。

「ああ、そういえば、そんな競技もあったな。で…………」

「あの競技は、バトルロイヤルですから、一年生同士も、戦います。あれで……」

「あ！」

　灯璃が、満面の笑えみをたたえ、椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「由宇ちゃん！　来た！」

「よし…………分かった愛華、では、それで、一位を取れた者が……」

「…………ええ、透さんと、フォークダンスを……わ！　あ、灯璃さんっ！」

「うむ……その約束で、いいだろ…………う！　あ、灯璃っ！」

「由宇ちゃん！　待ってー！　逃にげないでー！」

「うわああああああああああああああああまた来たああああ」

「あ！　待ってっ逃げないでっ久しぶりなんだから触さわらせてっ弄いじらせてっ」

「あっ灯璃さんっ。私たちは今、大事な話をっ」

「ああああああああ！　な、なんでそんな道具をっどこからそんなものをっどうやってそんなものをっ、あ、いやあああああああああっ、ああー！」

「うふふふふふふふふふははははははははははは」

「あ、いやっ。そ、んなの……嫌いやっ！　そんなのダメっ！　そんな事したらっ動けないっそんな事したらっ動けなくなるっそんな事されたら……っ……私っ逃げられな……く…………なっちゃ……う………………っ…………ふぁ……あ…………ぁあ……」

「うふふふふふふふふふふあははははははははははははははは」

「あ…………いや……い…………ああああああああ！　それダメっ私っ私っだめっいやっやめてお願いっそれ……ち、チクチクするっシャーペンの先がっチクチクするっ…………私……あ……ああああ…………あ、…………ぁあ……」

　悲鳴が、廊下の果てに、遠ざかってゆく。

「大変です！」

　元気な声と共に、愛華が一人、部室の戸を開けた。

「由宇ちゃんが、攫さらわれました！」

　攫われた、ってお前。

「うふふふふふふふ由宇ちゃん学校なのにっ由宇ちゃん学校でそんな」

「や…………やぁ…………そんな、ふ、筆を、そんな、学校の…………なのにっ……！」

「ふははははははははは学校のなのにっ学校のなのにっ学校ので由宇ちゃんはそんな」

「……そ…………そんな……ぁ…………ぁあ……

　……由宇……由宇は…………こんな……違ちがうのっ…………」

「あはははははははははははははは違わないのっじゃあこんな風にこんな事をっ」

「ぁ……………………………………縄なわ跳とびを……そんな…………風…………に……」

「ヤバいです！」

　確かに。

「…………おーおー」

　愛華の声を聞き流しつつ、七尾が、口の端はしを吊つり上げる。

「大変だねぇ」

「まあ、なあ」

「灯璃の目には、やっぱ、そこら辺の男なんか、映ってないわな」



    

  
    
      　そのまま、こっちを見る。

「……何だよそれ」

「アンタには、春は、遠そうね。透」

　何だか、意地悪な笑顔。

「つーか、来ないかもね。春。いーや。きっと、来ないよ」

「……何、言ってんだよ」

「いいえ、別に、ふふん」

「…………」

「ま、あんま、気にすんな、少年。な。そういうのも、人生だ」





「ヤア。久しぶりだよ、ネ。灰はい人とクン」

　受話器の向こうからの声に、灰人は、顔をしかめた。

「なんだ、紫し暮ぐれか」

「なんだとは、何だヨ」

「しぐれちゃん、って呼ばなくていいのかよ」

「キミは、アレかね。中年の男をチャン付けで呼ぶ趣しゆ味みでもあるのか、ネ」

「今度は中年？　いい加減、落ち着いてくれよ。こっちも混乱する」

「キミたちは、ホント、不自由だネぇ」

「君みたいに器用じゃないんだ」

「せめて、ワタシ程度の力があれば、よかったのにネぇ」

「……今、忙いそがしいんだよ。用がないなら、切るよ」

「自分で、い続けなければならないなんて、本当に、可哀かわいそうだネぇ」

「明日は、黒くろ部べさんと一いつ緒しよに、童どう子じんとこの会長に、会うんだよ」

「黒部ネぇ。相変わらず、頑がん張ばってるネぇ」

「準備不足だと、叱しかられるのはぼくだ」

「大したもんだヨ。公務員の次は、企きぎ業ようコンサルタントかネ。次は、政治家かナ？

　意外と、いい政治をするかもネぇ。何せ、キミに、仕事をやる気にさせてるんだから」

「切るよ」

「切るなヨ。ちょっと、報告だヨ」

「何だよ」

「ワタシ、透くんに、会いに行ってみるヨ。ウフフ」



    

  
    
      三章　距離





　十月を前に、町の光景も徐じよ々じよに変わってゆく。

　家の周りの田んぼの稲いねはどんどん背を伸のばし、そしてそろそろ若い実をつけ始めようとしている。更さらに力を失った太陽の力は、日中になっても夏のさなかの朝夕にすら及およばず、あぜ道の雑草に長い影かげを落としている。

「ちゃんと、前を見て運転しろ」

　自転車の後部、いつもの由ゆ宇うの指定席から、注文がついた。

「分かってるよ」

　余よ所そ見みをやめ、透とおるは前を向いた。自転車を売っているホームセンターまでは、自宅から十五分くらい。総合商業施し設せつ『十とつ葉は商店街』へ行くまでの道の途とち中ゆうだ。

　何十年前からそこに建っている店で、昔は祖父に連れられてよく行った。祖父の後ろに付いて、ずらっと並べられたよく分からない工具や雑貨の数々を、それでも何な故ぜか楽しく見て回ったものだ。しみじみと、昔の事を思い出す。

「余所見をしてコケると、私まで怪け我がする。しっかりしろ」

　言葉と共に、こちらの腰こしに回された腕うでに、ぐっと力が篭こもる。

「……あんまり、力、入れるな」

　透は、力を感じながら、つい、声を出した。

「なぜだ」

　後ろからの声が、不満そうな調子になった。

「今日は、お前の自転車買いに行くんだ」

　それに対し、わざと平へい坦たんな口調で、透は返事する。

「買った自転車は、このまま持って帰る。明日からお前は、それに乗って登校しろ」

「なぜ、そんな事をしなければならんのか、分からん」

　まだ、ちょっと納得できていない様子。

「これまで通り、お前が漕こげばいいではないか。私はここに乗る」

「お前、数日前の鳥と羽ばの話、聞いてなかったのかよ」

　二人分の重いペダルを踏ふみながら、透は後ろ姿で由宇に言う。

「自転車二人乗りなんかで学校へ行っているとだな、色々と、あらぬ噂うわさが……」

　そうでなくても、おれ達は、世間に誤解されてもおかしくない家庭状じよう況きようなんだから。心の中で、付け加える。

「学校も、始まったんだ。その辺の事は、ちゃんと」

「何だ。『数日前の鳥羽の話』とは」

　不満そうな声に、不ふ審しんの色が混ざった。腕に、更に力が篭る。

「私は、そんな話、知らないぞ」

「あ……」

　がくん、と音がして、自転車の前輪が石を噛かんだ。

「そうか」

　無意識のハンドル制せい御ぎよで立て直しつつ、透は短く呟つぶやく。

　そう言えば、そうだった。うっかりしていた。

　あの会話は……数日前の、鳥羽とのやりとりは、二年生の教室で、やってたんだった。

　こいつは、一年生だ。自分とは、違ちがう学年だ。違う教室だ。

　あの時、こいつは、一年生の教室で、一年生のホームルームを、受けていた。

「そう、だな」

　口の中で小さく確認しなおし、小さく一人頷うなずく。

「そうだぞ。しっかりしろ。私は、下の教室にいるんだ」

　なお不満そうな声が、背中越ごしに響ひびいてきた。

「すぐ近くの教室なんだから、お前も……」

　あの日は……そういえば、結局、こいつと、ずっと、顔を、合わせなかった。

　朝、登校の時に別れて……そして放課後、夕方、部室で会うまで……自分と由宇は、それぞれ、別の場所で、別の人間を相手に、別の事をしていた。

「お前も、二年の教室にばかりいないで、」

　今までは……夏休み中は、こんな事は、なかった。だから、つい、思い違いを、した。

「しかし、一年しか違わないのに、完全に別授業というのがそもそも納得できんな……

　学校というものは……おい。聞いているのか。透」

「すまん」

「……どうした？　透。何か、考え事か？」

「いや……」

　首を振ふって、馬ば鹿かな考えを振り払はらう。

　別に、当たり前の事だ。学校が、始まった。学年もクラスも違う。当たり前の、事だ。

　透は、財布をポケットに突っ込みつつ、確認する。

　おれと由宇には、それぞれ、別の世界、別の立場が出来たんだ。

「……自転車、買ってやるから」

　透は、自分の中に響く微かすかな声を封ふうじ込め、口を動かした。

「お前は、これからは、それに乗れ。な」

「…………」

　返事がない。

　代わりに、ぐっ、と腕に力が篭った。

「おい。返事しろ」

「…………」

「いつまでも、おれの後ろに乗ってる訳には、いかないんだよ」

「…………わかった」

　返事と共に、ぐっ、と背中に圧あつ迫ぱく感。

「お、おい。押おすな」

「あと何分くらいで、その店に着く？」

　こちらの背中に、顔を押し付けたまま、由宇は呟いた。

「じ……十分くらい、かな」

「そうか」

　篭こもった声で、返事。

「短いぞ」



　店先にある庭の小物や観葉植物コーナーを抜ぬけ、自動ドアを開けて、店中へと入る。

　十数年ぶりに入るホームセンターの店内は、やはり、十数年前と変わらない。幾いく多たの蛍けい光こう灯とうに明るく照らし出されたコンクリートうちっぱなし構造の壁かべと床ゆか、所とこ狭ろせましとびっしり並べられた各種様々な日用品、レジャー用品、文ぶん房ぼう具ぐの数々。

　入り口の近くにレジがあり、その脇わきに案内板が貼はられていた。

「まず……」

　透はそれを見上げ、とりあえず、行き先のめぼしをつける。

　自転車は、レジャー用品コーナーにある。……あとは、園芸コーナーへもちょっと、行ってみよう。あの家の庭も、長い事ほったらかしだ。少しは手入れした方が、いいかもしれない。

「文房具コーナーにも、行くぞ」

　同じく案内板を見上げていた由宇が、横で断言した。

「何か、欲しいものでもあるのか」

「風船が、いる」

　由宇は、腕うで組ぐみをして、顎あごに手を当てつつ、答える。

「風船？」

「騎き馬ば戦せんで使うから、買っておいてくれと、愛あい華かが」

「ああ……」

　数日前、第二回の会議で、それぞれの担当が決まった。由宇と愛華は、騎馬戦の企き画かくと、その準備担当。既すでに、二人で、用意を進めているらしい。

「じゃ、自転車のあとで、な」

　レジから歩いて一分、青に白しろ抜ぬきの文字で『レジャー』と書かれた看板のすぐ下に、所狭しと自転車は並んでいた。

「適正身長が……百三十五センチ前後……だから、と」

　自転車のカゴの中にある札を見て、大きさを確認。

「二十四インチくらいかな」

　並ぶ人力二輪車の中から一台、赤い自転車を引っ張り出し、値札を確認。

　そう、高くは無い。頷うなずいて、ポケットから財布を取り出す。

「じゃあ、ええと……これで」

　そのまま、片手で財布を開き、お金を出そうとして……

「うむ。お金が、要いるな」

　……透は、手を止めた。

　由宇が、自分のズボンのポケットから、自分の財布を、取り出していた。

「え」

　少女の手に出現した、赤い、可愛かわいい財布。中には、少しばかりのお札が、入っている。

「…………ん？」

　視線に気付き、財布を持つ少女は、こちらに顔を向けた。

「ああ……この自転車は、私のだからな」

　えへん、と胸を張るように、財布からお金を取り出す。

「私が、買うのだ」

「ああ…………」

　由宇の手を見て、透は、軽く、息をついた。

「そうだった、な」

　思い出した。透は、財布をしまった。

　こいつは……『自分のお金』を、手に入れていたんだった。

　つい先日、振ふり込まれた『八月末の謝礼金』。

　それなりの金額があった、そのお金。その半分は、そのまま、こいつの口座に、入った。高校編入の為ために作った、『紅くれない由宇』の個人口座、そこには、既に、それなりの数字が、記き載さいされている。三年分の公立高校の学費を賄まかなって、少し、お釣つりが出るくらいの数字。

　そして……

　今日……こいつは、その『自分の口座』から、『自分のお金』を、引き出してきたらしい。

「今日は、買い物に行くというのでな、午前中に」

　由宇は、こちらの視線に応こたえるように、得意げに胸を張った。

「近くのＡＴＭで、下ろしてきたのだ。この財布は、その帰りに、グランドショップ十葉で、買った」

　どうだ。用意がいいだろう。とばかりに、鼻を鳴らしてみせる。

「…………うん」

　透は、自分の財布を、ポケットにしまった。

「ごめん。忘れてた」

　そう、忘れていた。

『自転車買ってやろう』とか、そんな事、おれが考える必要、なかったんだ。

「うむ」

　赤い自転車のハンドルを左手で掴つかみながら、由宇は頷いた。

「……ん？　どうした。透」

　そして、不ふ審しんそうな顔になり、こちらを見上げる。

「具合でも、悪いのか。変なものでも拾い食ったか」

「いや……」

　首を振って、笑い返す。

「別に」

　そう……別に、普ふ通つうの事だ。

　自分のモノは、自分で買う。自分の学費は、自分で払はらう。自分の旅行費は、自分で払う。こいつは、一人の人間なんだから、本来、それが当たり前だ。今までは出来なかったけど、今になって、出来るようになった。それは、多分、いい事だ。

　遅おそかれ早かれ、そうなっていたんだ。どっち道、じきにアルバイトやら何やらで、そうなる筈はずだった。それが今回、ちょっとした都合で、少し、早まった。それだけの事だ。

　そもそも、今日自転車を買いにきたのも、その辺の事情で……ええと。

「じゃあ……自転車の次は、」

　透は、こんがらかり始めた思考の紐ひもをそのまま投げ捨て、頷いた。

「風船、だな」

　赤い自転車を押おしつつ、由宇は文ぶん房ぼう具ぐコーナーへと進んでゆく。

　その後ろ姿を追いつつ……透は、能面の顔で、思考する。

　思い出す、いくつかの言葉。

『自分と由宇には、それぞれ、別の世界が、別の立場が、出来た』

『学校が、始まった。今まで通りという訳には、行かなくなった』

　自分では、分かっているつもりで考えた、この言葉。

　……自分は、本当に、その意味を、分かっていたのだろうか？

　本当に……自分は、その意味を、分かっているのだろうか？

「……それ……買って、帰ったら、さ」

「ん？」

　前を歩く由宇は、振り返った。

　透はそれに向け、その場に突つっ立ったまま声をかける。

「自転車に乗る練習、ちょっと、やっとこう」

「む」

　振り返ったまま、不満そうに口を尖とがらせる。

「練習など、いらん。私は、そのくらいの事は楽に」

「お前、一人で自転車乗った事、ないだろ」

「大だい丈じよ夫うぶだ」

「コケたら、怪け我がするんだよ」

「大丈夫だと言っているだろうが」



　結論から言うと。

　全然、大丈夫じゃ、なかった。

　ごしゃ。

　買いたての赤い自転車は、派手な打だ撃げき音おんと共に、見事に横90度、すっ転んだ。

「わ！」

　地べたに座っていた透は、思わず叫さけび声を上げて立ち上がる。

「ほら、だから、言っただろうが！」

　そのまま、足下の土を蹴けって走り寄る。

　ここは、家のすぐ近くにある、かなり大きめの空き地。農業生産調整の一いつ環かんとして更さら地ちにされた田んぼだ。広大な敷しき地ちが膨ぼう大だいな量の土で地上げされ、フェンスによって区切られている。野球くらいなら出来そうな空き地、その入り口には低い戸が取り付けられ、『スポーツ広場』の看板が掲かかげられている。本来、使用に際しては自治体の許可が必要、それなくしての立ち入りは禁止……なのだが、近くの子供達は、周りの低いフェンスを乗り越こえ、よく中で遊んでいる。大人たちも、それは、まあ黙もく認にんと、そんな感じのグラウンド。

　という訳で一つ、自分たちも黙認してもらおうという事で、買いたての自転車を持ち込み、練習を始めたのだが……

「一人で乗ってみせる」と夕ゆう陽ひに向かって自信満々に断言し、僅わずか十数メートル。

　いきなりそんなに見事にコケるとは、思わなかった。

「だから、最初は危ないって言っただろうが」

　走りより、倒たおれた赤い自転車を起こす。下した敷じきになっていた由宇は、倒れたまま「むう」と顔をしかめた。半はん袖そでの白い上着に、丈たけの短い黒の下した穿ばき。新品の運動用体操服が、早くも砂塗まみれだ。

「最初は、おれが後ろから押してやるからさ、それで」

「今のはちょっとしたミスだ」

　口を尖らせたまま、立ち上がる。



    

  
    
      「今度は、成功する。ちゃんと予習もしたのだ」

「本当かよ」

「本当だ。自転車というものは人間の筋力をペダルによって回転運動へと変化させチェーンによって後輪に伝える事によって車輪効果による効率的な前方への推進力を発生させる人力装置でその動作方法は」

「今度もまたコケる」

「断言するな」

　めげずに、また自転車に手を伸のばす。

「私は、これくらい簡単だ。要するに、ハンドル操作による前輪制せい御ぎよによって発生する遠心力を利用し車輪中心軸じくのジャイロ効果を保持しつつ」

「力学的考察はいいから」

　透は、その手の前に立ち塞ふさがりながら、言った。

「ちゃんと、基本をやれ。練習しろ。おれはこれでも、自転車の指導経験があるんだ。経験者の話は、聞け」

「自転車の、指導経験？」

　由宇は、伸ばす手を止め、怪け訝げんな顔をする。

「そうだよ」

　透は、頷うなずいた。その勢いのまま、言葉を続ける。

「十年前にもな、こうやって……」

　……教えた、思い出が、ある。

　言葉の先を、静かに飲み込む。

「十年前？」

　由宇の眉まゆが、ピク、と動いた。

「……十年前と言うと、お前、六歳さいだろう。誰だれに教えたというのだ。自転車の乗り方」

「あ、いや……」

　透は、目を逸そらした。

「それは…………」

　つい、余計な事まで、言ってしまった。

　十年前、おれがここで、自転車の乗り方を教えた相手、それは、

　妹だ。二年前に死んだ、家族。今はもういない、家族だ。

　あの時、アイツは……

　……五歳…………だった。

「……とに、かく!!」

　浮うき上がってきた記き憶おくを、力ずくで抑おさえ込むように声を出す。

「危ないからさ」

　記憶は、何の抵てい抗こうもせず、また、沈しずんでいった。

「お前も意地張ってないで、練習を……」

「……むう」

　由宇は不満そうな、ちょっと複雑な表情を作り、不服そうに腕うでを組む。

「透、お前…………今、」

　そして、口を開こうとした、その瞬しゆ間んかん、

　その左ひだ肘りひじから、ぽたり、と、赤い液体が一滴てき、地に落ちた。

「あ」

　地面に付いた、赤い小さな点を見て、透は、初めて気がついた。

「お前、怪け我がしてるぞ。おい」

「む」

　コケて、怪我した。本人も初めて気付いたらしい。腕うで組ぐみを解き、自分の左肘をしみじみと見つめる。肘の関節辺りに、痛々しい数本の裂れつ傷しようと、そこから滲にじみ出してくる、血。

「あ、ち、ちょっと、お前」

　透は赤い自転車のスタンドを立て、慌あわてて言った。

「待ってろ」

　そういえば、こういう時の用意をしてこなかった。これは準備不足。

「今、家に帰って、薬と絆ばん創そう膏こうを……」

　言って、慌てて振ふり返り、スポーツ広場の入り口に視線をやった、

　その、視界の中に、

　男が、立っていた。

「あ」

　スポーツ広場の入口中央、閉まった戸を背に、立ち塞がるように、男が立っていた。

　男は、サングラスを、していた。

　やせ細った、中年の男……一見は、そんな感じだ。細い朽かれ木きのようにひょろ長い背せ丈たけ、薄うすい笑いを常に浮かべているような青白い顔、異様な植物のような紫むらさ色きいろの長ちよ髪うはつを腰こしまで伸のばし、そして、背中辺りで箒ほうきのように無造作に括くくっている。

　右手には黒ずんだ革の鞄を持ち、スーツのような喪も服ふくのような衣装の上から、医者や科学者が着るような診しん察さつ衣い、白衣を羽織って、

　──いや、それは、白衣ではなく。

　紫色だ。薄い、紫がかった上着。紫衣とでも言うべきか──

「えっ」

　透は、思わず、息を呑のんだ。

　男は、サングラスを、していた。

　中の瞳ひとみが確認できないような、濃こいサングラス。そして、その上、その眉み間けんには、

　紫色の、『宝石』が、傾かたむいた夕日の中、深いアメジストのように、輝かがやいている。

　この……

　もう一度、『男』の姿を、確認。

　この、モノは──

　何気ない風景の中、いつもの夕暮れの中、ふと、空白のような、思考。

　────『何だ？』

「あ！　あの、」

『何だ』じゃ、ないだろ。自分の中で、自分にツッコミを入れる。

　何だ。じゃ無いだろ。どこからどう見ても、人間じゃないか。中年の男だよ。そんな事はいい。今は、そんな事、考えている場合じゃない。わけの分からない第一印象を、意識して放り出す。急いで、手当てがいるんだよ。

「すいません、ちょっと、どいて」

　入り口に立つ、見知らぬ中年男に、声をかけつつ近づいていく。

「そこの、子、」

　目の前の人物は、出し抜ぬけに、声を出した。

「怪我を、したようだ、ネ」

　紫色の人ひと影かげが、ヒトの声を、出した。

「え……？」

「ワタシが、診みてあげようか」

　中年男は、言って、そして、表情全体で、にこっ、と笑った。

「ワタシは、紫し暮ぐれ」

　右手に持つ鞄かばんを指し示しつつ、紫暮と名乗ったモノは、笑ったまま、言う。

「紫暮──以後、よろしくネ」



「あァ……軽い擦さつ過かし傷ようと、打だ撲ぼくだネぇ」

　由宇を座らせ、その脇わきに屈かがみこんだ紫暮は、黒い鞄を開けつつ、また笑った。

「大した事は、ないヨ。点数で言うと、そうだネぇ、五〇〇点、ってトコかネ」

　そして、鞄から、道具を取り出す。『アクリノール』とラベルのついた瓶びんの消毒薬、パックに詰つめられた綿球、ピンセット。どこにでもある、別に珍めずらしくもない、ごく簡単の医いり療よう器具だ。透は横に立ったまま、密ひそかに、一つ一つ、確認する。

「あァ……申もうし遅おくれた、かネ」

　綿球をピンセットで掴つかみ、瓶の消毒薬に浸つけつつ、紫暮は言う。

「ワタシは、医者なンだヨ。少なくとも、その免めん許きよは、持っているらしい、ヨ」

「そ、そうですか」

「さっきの『点数』ってのはネ、医療請せい求きゆう点数、の事サ。専門用語って、ヤツだヨ。

　……覚えたてだからねぇ、つい、使いたくなるんだヨ」

「あ。ええと……」

　笑え顔がおに戸と惑まどいながらも、透は頭を下げた。

「あ、ありがとうございます」

　傷口を消毒した綿球を処分し、そして、今度は絆ばん創そう膏こうを取り出す。

「あァ……アレだね、キミは」

　絆創膏のシールをはがしつつ、得心したように、頷うなずく。

「ワタシ、怪あやしい人間に、見えたかネ」

「い、いえ」

「いや、無理もないヨ。先に、言うべきだったよネ」

　絆創膏を貼はりつつ、作業完かん了りよう、というように、また、笑う。

「……どうも、ワタシは『キミたち』の事が、よく分からなくてネ。『キミたち』の目には、ワタシ、常識外れに、映るかも知れないよネ。許して、くれたまえヨ」

「い、いえ……別に」

　紫暮は、黒い鞄を閉めつつ、言葉を続ける。

「黒くろ部べや灰はい人とにもネ、よく、言われるのサ」

「…………灰人？」

　透は、思わず復唱した。灰人。訃ふ山ざん院いん灰人。知った名前。

　灰人は、あの、『欠片かけら同盟』の、一員だ。

　つまり、この人は、

「あァ…………そう」

　こちらの視線をサングラスで受け止め、紫暮と名乗った医者は、また、満面で笑った。

「ワタシは、『欠片同盟』の、一人、だ」

　紫暮は、立ち上がって、また、笑った。

「以後、よろしく、ネ」



「ワタシはネ、普ふ段だんは、四国の国立病院に、勤務しているンだけれども、ネ」

　紫暮は右手に鞄を提さげ、左手を紫衣のポケットに突っ込んで、歩きながら喋しやべる。

「最近、この町……十葉市に、ちょっと、興味のあることができて、ネ。一応、一度、見に来ようと思って、ネ。休きゆ暇うかをいただいたのサ」

「そうですか」

　透は、その横を歩きながら、相あい槌づちを打つ。

「そうだヨ」

　サングラスの向こうで、また、満面の笑み。見た目の年ねん齢れいに、そぐわない笑顔。

　ひょっとしたら、この人は、由宇よりも幼いかも知れない。そんな、根こん拠きよのない感覚。

「で……」

　幹線道路へと続く横断歩道の信号が、赤に変わった。透は、立ち止まった。

「ホテルの場所が、分からなくなった、と」

　怪け我がもしたし、今日の練習はここまで。由宇は今、家で明日の宿題をしている。



    

  
    
      　……そして、自分は、この人を、ホテルに案内中。

「ああ、すまないねェ」

　紫暮は、時代がかった喜劇役者のように、首を振ふった。

「どうも、ワタシは、そういうことには、不得手でネぇ」

「いえ」

「ホテルの予約もサ、黒部のヤツに、全部任せたんだヨ。

　……いやーな顔、してたネぇ、彼。ウフフ」

「大体、ここから二十分くらい歩きますよ。その……十葉国際ホテルは」

　透は、進行方向を指差した。十葉国際ホテル。名に聞こえる童どう子じグループの、系列施し設せつの一つ。場所は、知っている。

「お医者さんを……やってるんですか？」

　信号が、青に変わった。歩き出しながら、話題の接つぎ穂ほに、聞いてみる。

「あァ、そうだよ」

　紫暮は、右手の鞄かばんを、物もの凄すごく乱暴に、振ってみせた。

「ぶっちゃけた話、『ワタシ自身』は、医大を卒業した訳では、ないんだけどネ」

「ええと、それって」

　思わず、ツッコんでしまう。

　彼らは──『欠片同盟』は、隕いん石せき墜つい落らく事故で『行方不明』になった者の戸こ籍せきをいくつかキープし、それを流用する事で、自らの身分を作っている。手に入れた国家権力の片へん鱗りんを使い、『死んで、そして、死体が見つかっていない者』に、成りすましているのだ。

　だから、その身分や立場、戸籍なんかは、『事故前』の人間のものに、依い存ぞんする訳で──

　この人は、つまり、『医者に、成りすましている』わけで──

「危ないんじゃ、ないですか」

　いろんな意味で。心の中で、密ひそかに付け加える。

「ンー。まあ、フィーリングだよ。フィーリング」

「そうですか」

　深くツッコむのは、止やめとこう。

「何しろ、ウチの病院には、真っ当な患かん者じやが、来なくて、ネ」

「……四国、って、あの、四国の、どの辺に」

「最近は、」

　紫暮は、こっちの言葉にかぶせて、口を開いた。

「『ナオヤ』が、入院してきた、ネ」

「……『ナオヤ？』」

　透は、思わず、立ち止まった。ごく最近、どこかで、聞いた名前。

「おヤ、そう言えば」

　紫暮は、軽く、頷うなずいて見せた。

「キミは、『ナオヤ』君と、知り合いだったか、ネ」

「別に」

　思い出した。

　再び、前を向いて、歩き始める。

「別に、知り合いじゃ、ないですよ」

『ナオヤ』。あまり、思い出したくもない名前。

　八月の末、この十葉市に潜ひそんでいた、卑ひ口ぐちのかつての部下。

　あの時……八月の二十六日、グランドショップ十葉の駐ちゆう車しや場じようで蒼あおいにやられ、そして、そのまま救急車で連行されていった、チンピラだ。

「彼、ネ」

　連行されていって……そして、その先は、知らない。

「『白い鉱物』に、なったヨ」

「は？」

　耳に入った言葉の意味が、分からなかった。思わず、紫暮の顔を見る。

「…………オヤ」

　サングラスの奥おくの瞳ひとみは、よく分からない。

「知らなかった、かネ」

「知らないです」

　別に、あんまり知りたくもないが。心の中で、追加する。

「彼はネ、あの後、救急車から、いったん、脱だつ走そうしたんだヨ。

　……で、その先で、『白い人』に、会った、らしい」

　また、知った名前。透は、目を逸そらした。

　目を逸らしても、記き憶おくは湧わき出てくる。

『白い人』とは、『対策室』最優先マークの『発はつ症しよ者うしや』の一人で──

　そして、高質量の、『欠片かけら』だ。彼は一人で、彼にしかわからない理念に基づいて、自らの『宝石』を、他人に……他ほかの人間に、分け与あたえて回っている、という。

「そう。『白い人』だヨ。

　……全てを無くして、あてどもなく逃とう走そうした『ナオヤ』は、『白い人』に会って──

　そして、『白い鉱物』に、された。きらきらと輝かがやく、ヒトの形の鉱物に、ネ。

　朝、とある公園のベンチに、『ナオヤ』の形をした白い鉱物が、安置してあったそうだヨ。で、慌あわてて、我が病院、『発症者隔かく離り施し設せつ』への入院と相成った、と、そういうわけサ」

「そうですか」

　結局──この人の、病院ってのは。透は、足を止めた。

　国家事業による、体ていのいい『発症者隔離施設』か。

「ま、エラい人々の行動理念は、常に、『臭くさいものにはフタ』だから、ネぇ。

　……間ま違ちがっては、いないと、思うヨ。なにしろ、フタをしないと、臭におうからネ。ウフフ」

　周囲の景色から田んぼと畑が姿を消し、道が太くなり、市街地になってきた。

　ホテルまで、あと、五分くらい。

「『きらきらと輝く、ヒト型の、白い鉱物』……キミは、この単語、聞いたこと、あるよネ」

「聞きましたっけ」

　投げやりな返事になってしまったのは、流石さすがに、自分でも悪かったかなとは思う。

　透は早足を止やめ、紫暮の方を向いた。

「栗くり林ばや浅しあ黄さぎが、言っていたんだけれども、ネ」

　紫暮は、同じ調子で、喋しやべった。

「ああ……」

　すぐに、思い出す。

「あれ。ですか」

『ヒトの形をした、白い鉱物』。

　そういえば。言われてみれば、聞き覚えは、ある。

　八月の初めごろ、浅黄さんと始めて会った頃ころ、あの人、そんな事、言ってたような。

『白い人』は、この四月、活動開始直後辺りにも、討とう伐ばつに向かった『対策室』の人間三人を、『白い鉱物』にしてしまった前歴が、あるらしい。

『対策室』の方針が変へん更こうされ、少数精せい鋭えい、専門の『派は遣けん部隊』が作られるようになったのは、その事件がきっかけ。だとか。

「彼ら三人はネ、まだ、あの姿の、ままだヨ」

　紫暮は、断言した。

「そして、これで、四人目。四人目が、『ナオヤ』ってワケ、サ。

　仲良く、病室で『安静に』しているヨ。……まァ、元の姿に戻もどるとも、思えないネ」

「なんで戻らないって分かるんですか？」

　ホテルまで、あと少し。

　紫暮は、遠くに視線をやりつつ、言葉を続ける。サングラスの奥の瞳は、分からない。

「彼ら自身の顔を見れば、分かるヨ……鉱物になった、彼らの顔を、ネ。

　そうだネ。ワタシの見た限り……彼らは…………」

　何か、憧しよ憬うけいのような声色になり、紫暮は、いったん、言葉を切った。

「『とても、幸せそう』なんだヨ」

「『幸せそう？』」

　意外な、単語。

「そう……鉱物になった、彼らの、その表情が、ネ。『とても、幸せそう』なのサ。

　現状に満足しきって、幸せいっぱいで、他ほかのモノになるなど……元の姿に戻るなど、考えにも上らない……そんな感じ、サ。

　特に、『ナオヤ』なんか、凄すごいヨ。形相が変わってる。聖人みたいで、ネ」

　紫暮は、憐れん憫びんのように、肩かたをすくめた。

「キミと対たい峙じした時とは、別人のようだヨ。判別がつかないかも、ネ」

　ホテルが、見えてきた。

「ワタシは、思うんだけどネ──」

「何ですか」

「『白い人』、は、そうだネ。『とても、優しいヤツ』なんじゃないかなア、って、思うのサ」

「何ですかそれは」

　透は、思わず反論した。それは、ちょっと、納得いかない。

「あいつは──」

「まあ──キミの立場からすると、そうかも、ネ。

　でも、それは、結果として、そうなっただけだよ。彼の意思の外で、たまたま、そういう事態になってしまっただけ。そう、彼の真意は、もっと別にある──

　そう、『白い人』の本質、彼が目指しているモノは……

　もっと、とても、『優しい世界』なんじゃないかなァ、って、ネ。思うのサ」

「そうですか」

「大して、興味がなさそうだネ」

　ずばりと言われて、思わずうろたえる。

「あ、いえ」

「まあ、無理もないネ。ウン、……キミには、関係のないことだヨ。『白い人』の企たくらみ、意思なんて、キミが気にする必要は、ない。今のところは、ネ。……けど、」

「けど？」

「これだけは、覚えておきたまえヨ。なに、気まぐれサ。考える必要なんか、ない、サ。記き憶おくの片かた隅すみにでも、入れておくだけでいいヨ」

「……な……」

「じきに出現する、『最後の使徒』は、キミに、問う」

「さいごの……何？」

「『白い人』の数限りない試し行こう錯さく誤ごと実験、そして積み上げられた失敗作の上で、ついに、ようやく、とある僥ぎよ倖うこう、或あるいは運命によって完成し……出現する、『最後の使徒』。

　それこそが、『白い人』の、求めていたモノ。『白い人』の意思を完全に受け継つぎ、そして実行する、『真の使徒』だ。……そして、『それ』は、キミに、問いかける」

「あの……」

　紫暮は、また、顔を歪ゆがませ、口くちの端はしを、吊つり上げた。笑った。

「『君は、なぜ、生きているの？』」



　ホテルに、着いた。



    

  
    
      四章　接触





　いつもの部室に、いつもの時計の音が、いつも通り、響ひびき渡わたった。ぼわーん、ぼわーん、という、穴の開いた鐘かねのような音。四月からずっと変わらない時報の音は、今日もまたやっぱり変わらない音で、鳴り響く。ぼわーん、ぼわーん、と、きっかり、六回。午後六時。

　十月十五日の、午後六時。透とおるは、反はん響きようしつつ消えてゆく音の尻尾しつぽを耳で追いつつ、確認した。あと六時間で、十月も後半。体育祭の準備も、いよいよ大おお詰づめ。

　で……

「ええと……」

　再び意識を、目の前に置かれたノートパソコンに戻もどす。

　部室の中央、長机に置かれたノートパソコンの画面には、体育祭当日の競技プログラム、進行表、それぞれの準備と片付けのスケジュールテンプレートが映し出されている。

　これに、リンテツ、当日限り臨時手伝い参加者の担当配置を割り振ふり、予定表の作成だ。

「ひーちゃん、リンテツの人って、今、何人だっけ」

　長机越ごしの正面パイプ椅い子すに座る七なな尾おが、手に持った書類を見ながら、ボールペンの底で頭をかいた。傾かたむけた頭の下で、長い三つ編みが軽く揺ゆれる。

「昨日の時点では、十人だよ」

「今日、さらに三人追加。合計、十三人な」

　言って、手に持った書類をこちらに見せる。書類は、リンテツの申しん請せい用紙だ。これに名前と学生番号を記入し、申し込んで登録しておく仕組み。

「三人の書類、今朝預かったんだわ。……名前読み上げるからさ、入力しといて」

「分かった」

　マウスを動かし、いったん予定表を保存。『名めい簿ぼ一覧』をクリック。書類を呼び出す。

　当日限り臨時手伝い参加者の名簿。そこには既すでに、十人の名前が登録されている。

「まだ、追加あったのか」

　言いながら、カーソルを移動。こんなに直前になって増えるとは、思わなかった。正直、この十人で打ち止めかと思っていた。

「ええと……」

　七尾はパイプ椅子に凭もたれ、書類をめくる。

「三人とも、一年生の男。……まず、一人目。名前は、赤あか城ぎ、剛つよし……」

「おお、赤城のヤツか」

　部屋の床ゆかでフーセンを膨ふくらましていた由ゆ宇うが、フーセンを口から離はなし、声を上げた。

「そうか。あいつも、我が部活の手伝いか」

　フーセンの口を縛しばって、一いつ杯ぱいに膨らんだものを床に置きつつ、軽い調子で言う。

「由宇さん、赤城さんと知り合いなんですか？」

　由宇の横に座る愛あい華かが、新聞紙を丸めた棒を右手に持ち、振りながら、口を開く。

「赤城さんて、確か、隣となりのクラスですよね」

「アイツは確か、二組だったかな」

「一体、何い時つの間に、どこで知り合ったんですか」

「ああ、」

　ひゅん、と、愛華の新聞紙棒が空気を切った。

　ぱん、と、床のフーセンが割れた。

「昨日な、そいつに、またラブレターを貰もらった」

「またですか」

　割れたフーセンを片付けつつ、愛華は呆あきれた声を出す。

「確か、これで、二通目ですよね。あの人からは」

「三通目だ」

　何な故ぜかこちらの顔をチラ、と見つつ、確認するように、もう一言。

「三通目」

　…………ああ。そうか。

　なるほどね。機械的にキーボードを操作しつつ、透は密ひそかに納得する。

　この……今日になって、いっせいに申請してきた三人は、一年生。

　一年生の、男子生徒。つまり、由宇の、同学年の、男だ。

　つまり、この三人は、そういう狙ねらいがあって、申し合わせて近づいてきた訳だ。

「皆みんな、自分の部活もあるでしょうに、元気な事ですね」

「まったく、元気なものだ。その熱意だけは認めるが」

「転校生属性、ってヤツですか。まったく、皆、そういうのに弱いんだから」

「転校生属性？」

「物もの珍めずらしさです」

「ふむ」

　考え込むような、少しの間。

「な、おい。透。私は、転校生属性とかが、あるらしいぞ。で、クラスの連中に」

　えへん、と鼻を鳴らさんばかりの勢いで胸を張りつつ、ポケットから封ふう筒とうを取り出す。

「今日も、こんな感じで、らぶれたーを、だな」

『得意満面』を絵に描かいたような笑え顔がおで、こちらに向けて見せびらかす。

「だからな、お前も、もう少し私の事を見直して、一年生の教室に、顔を」

　また、パン、と、音がした。

　音に機械的に反応し、つい、キーボードを打つ指を止める。

「うーん……ちょっとこれだと、まだ、フーセン割れやすすぎですね……」

　愛華が、また、フーセンを割った音。

　止めた指を、殆ほとんど自動的な動作で、再び動かし始める。

「…………愛華。今、私が、喋しやべろうとしていただろうが。邪じや魔まを」

「知りません」

　袋ふくろから新しいフーセンを取り出しつつ、愛華は唸うなった。

「由宇さん、小細工は感心しませんね」

「対たい抗こう扇せん動どうは効果的と言ったのは、お前ではないか」

「最後に本人確認しちゃったら、意味ないじゃないですか……」

「ふむ、奥おくが深いな」

　素す直なおに頷うなずいて、封筒をポケットに戻もどす。

「もっと、強きよ烈うれつにやった方がいいか」

「そういう問題じゃないです。ちゃんと、正々堂々と戦いましょうってば。これで」

　言葉を切り、またフーセンを膨らませる。

「……騎き馬ばの上の者がこれを頭につけ、割られたら負け、だったよな」

「そうです……でも、あんまり割れにくいと、騎馬戦が危険になるし……ふむ」

　愛華は、膨らんだフーセン片手に、再び、由宇の方へ、顔を向けた。

「で。ラブレターの返事は、出したんですか？」

「返事？　いるのか？」

「そりゃ、まあ」

「どれも、一方的に意見を言って終わりの内容だったぞ。返事のしようがない」

「まあ、十五歳さいの男なんて、まだそんな感じですよね」

「手紙は、用件を伝えたら終わるものではないのか」

「ラブレターの場合は、その先を期待しますね。皆」

「なら、なぜ下げ駄た箱ばこに入れるのだ」

「その辺は、様式美です」

「返信用封筒を入れて郵送した方が、より確実に」

「そんな事をする人は、あんまりいないですね」

「難しいな。ラブレターとは」

「本当ですね」

「…………おい」

　正面からかけられた低い声に、透は、やっと、我に返った。

「ひーちゃん。何してんだ。手、動いてねーぞ」

　七尾の不ふ機き嫌げんな顔が、パソコンの向こうにあった。

「とっとと入力しろよ。何、ボーっとしてんだ」

「ご、ごめん」

　慌あわてて、パソコンに視線を戻す。七尾は、小さく息をついた。

「赤城と、あと二人な。秋あき茂しげと、池いけ村むらだ。同じく、一年生の男だ。ほれ、とっとと入力」

　七尾は放り投げるように言い、書類を長机の上に投げ出した。

「………………………………」

　七尾の横に座る蒼あおいが、その書類に、少し、視線を送る。

「あ。ごめん。みーちゃん」

　みーちゃん。美み空くだから、みーちゃんか。

「……………………」

　蒼美空は、七尾の方に微かすかに頷き、そして、また、自分の仕事に戻る。

　今、部屋の中にいるのは、以上五名。透は、キーボードを操作しながら、何となく確認した。由宇、愛華、蒼、七尾。そして、自分。

　……灯あか璃りは、外にいる。他ほかの連中と一いつ緒しよに、校庭で当日配置道具、入退場門セット場所のチェック中。

「ま…………」

　七尾は椅い子すから立ち上がり、窓の外を眺ながめつつ、大きく伸のびをした。

「何とか、なりそーね。当日までには」

「そうだな」

　リンテツ名前入力、完かん了りよう。『保存』をクリックしながら、透は頷いた。

　……何はともあれ、当日限り臨時手伝い人員は、揃そろった。これだけの人数がいれば、当日の進行も、比ひ較かく的てきスムースに行く筈はず。

「十三人……か」

　もう一度人数を呟つぶやき、データをＵＳＢメモリにバックアップ。

　そして、密ひそかに、床ゆかに座る赤あか髪がみの少女を、見下ろす。

「ところで、そろそろ夕食の時間なのだが」

　由宇は、今日も呑のん気きに、いつも通りの台詞せりふを吐はいた。

「ああ……もう、六時半、ですね」

　脇わきにおいてあった自分の携けい帯たい電話を開き、愛華が答える。

「そろそろ、買出しに行きましょうか」

「うむ」

「……由宇ちゃん、さー」

　窓まど際ぎわの七尾が、喋しやべりながら振ふり返る。

「由宇ちゃんてさ、ケータイとか、買わないの？　自分のヤツ」

「ケータイ？」

「携帯電話ですよ」

　愛華が自分の携帯電話を閉じ、由宇の前に掲かかげて見せた。

「クラスの人とも、連れん絡らくが取りやすいですよ」

「ふむ」

　由宇は、頷うなずいた。

「クラスの人と、か」

　クラスの人……ね。

　クラスの人……例えば、ラブレターの、差出人とか。か。

　透は、無表情のままパソコンのマウスを動かし、再び予定表テンプレートを呼び出した。

「なるほどな。携帯電話か。で、それは、どういう仕組みで、他のと通信が……」

「いや。それは、分からないですけどね、けど…………」

「ふむ…………」

「ここを、こうすれば……こんな機能も…………」

「ほお。メールとか何とかは、これの事か……ふむ…………」

「これを使えばですね、ちょうど、置き手紙みたいに……」

「なら…………の場合も、スムーズに情報交こう換かんが…………」

　二人の声を遠くに聞きつつ、パソコン画面の予定表に、担当候補者の名前を入力していく。

「……授業中は、使っちゃダメですよ」

「授業中、か。そういえば、金曜日の三時間目、池村のヤツが…………」

「…………あの人は、いつもあんな……」

　……ええと、この三人には……どこを、担当してもらおうかな……と。

「おい、ひーちゃん」

　まず……秋茂と赤城には、女子八〇〇メートルの、ゴールテープを持ってもらって、

「…………なるほど、そういう理由で、秋茂のヤツは、あんなに理り屈くつ屋やになったのか」

「そうですよ。ちょっと、度が過ぎることも多いですよね。……で…………」

　で……次は…………ええと、なんだっけ。あと一人、何だっけ。

「……赤城さんは、まあ、人気がありますよね。皆みんなに」

　ああ。赤城だ。……赤城って誰だれだっけ。ええと、そうだ。一年生の、男だ。

「おい、聞いてんのか、…………おい」

　由宇と、同学年だ。

「じゃあ…………そろそろ、買出しに……」

「うむ。私は、唐から揚あげを買う事にする」

　こいつらは、由宇の同学年で、そして、

　この一ヶ月、九月の間、学校での由宇を、自分の知らない由宇を、知っていて……

　おい。何考えてんだ。自分。思考が脱だつ線せんしてるぞ。集中しろ。仕事中だろうが。

　そう。ええと、じゃあ、赤城には、等賞旗の搬はん出しゆつと片づけを、

「おい！　ひーちゃん！」

「わ！」

　遠くの声が、自分の名前を呼んでいた。やっと、気付いた。

「な、何？」

　慌あわてて、声の発生源へと、窓の方へと、顔を向ける。

「おー。やっと気がついた」

　七尾は、また不ふ機き嫌げんな声を出した。

「さっきから、呼びまくってるだろーが。ちゃんと聞け」

「ご、ごめん」

「何かひーちゃん、今日、ボーっとしすぎ」

「ちょっと、今、パソコンに、熱中でっ」

「私の声はいつも届かないのね」

「何言ってんだ」

「別に。

　……私らさ、ちょっと、これから買出しに行ってくるけど」

　由宇と愛華も、いつの間にか立ち上がっている。

「ひーちゃん、どうする？」

「あ、ええと」

　パソコンに視線を戻もどす。さっきから、作業は進んでいない。何一つ。

「ごめん、ちょっと今」

　七尾に答えながら、チラ、と、美空の方を見る。

「………………………………」

　蒼美空は、相変わらず無表情で、自分のノートに向かい合っている。

「みーちゃんは、要いらないってさ」

　七尾は、フォローのように言った。

「じゃ、おれもいいよ。何か今、食欲がなくて」

「相変わらず、枯かれてるねー……」

「余計なお世話だ」

「はいはい、っと」

　おどけたような返事と共に、ひらひらと手を振ふる。

「むう……透は、残るか…………」

「んじゃ、行こっか。二人とも」

「分かりました。七尾先せん輩ぱい」

「…………しかし……ここはあえて……が……効果的か…………」

「由宇ちゃん、何ブツブツ言ってるんですか？　行かないんですか？」

「……いや、行く。腹が減った」

「灯璃さんとかにも、声をかけましょうか」

「そーね。他ほかの連中にも、ついでに」

「あ。コンビニまでなら、自転車置き場から行った方が」

「私は、今日も徒歩で来たぞ。自転車は無い」

「まだ、自転車乗れないんですか？　由宇ちゃん」

「忙いそがしいから、練習出来ていないだけだっ！　体育祭が終わったら、すぐに」

　女三人、まさに姦かしましい音が、廊ろう下かを遠ざかってゆく。

「…………はあ」

　透は、何となくため息をついて、パソコンから目を離はなした。ついでに、指で眉み間けんを押おさえる。目が痛い。ろくに、作業は進んでいないのに。

　ちょっと休きゆ憩うけい。作りかけていた予定表を『保存』し、パソコンの電源を、一いつ旦たん、切る。

　ぱたむ、と音をたて、パソコンを閉じる。

「さて」

　頬ほお杖づえをつき、瞳ひとみだけで壁かべの時計を見て、そして、その流れでそのまま、右みぎ斜ななめ前、座っている美空の方を、何となく、見る。

「………………」

　美空は、相変わらず無表情で、シャーペン片手にノートと向かい合っている。

　彼女の仕事は、競技ごとのチーム配点の調整だ。当日は、一年、二年、三年の三チームに分かれ、総合得点を競い合う形になる。あまり序じよ盤ばんで差がついてもいけないし、といって終盤競技配点ばかり高くすると、前半だれる。微びみ妙ような数値バランスが要求される仕事。

「………………」

　ノートには、何やら複ふく雑ざつ怪かい奇きな数式やら公式やらが描えがかれている。

　どうやら、持てる知能と知識の全てを総動員し、得点配置を計算している模様。

「………………」

　蒼あおい瞳は、真しん剣けんそのものだ。

「………………」

　ある程度、適当に決めても、いいと思うんだけど。

「………………」

　……期待値とかその暫近線とかカオス理論とか、よく分からんがそんな感じの高等数学研究所みたいな物もの凄すごい計算を、してるんだろうか。

「…………？」

　視線に気付いたのか、蒼い瞳が、ノートから外れた。

「…………なに？」

　こっちを、見てきた。

「あ、ごめん」

　思わず、目を逸そらす。

「……………………」

　目を逸らした、その視界の片かた隅すみで、こっそり、確認。

　蒼い瞳は、そのまま、じっと、こちらを見つめている。

「……………………」

　そのまま、真まっ直すぐ、動かず、こちらを見つめている。

「……………………」

「……ち、ちょっと、さ、あの」

「……………………」

「き、休憩を、してたんだよ」

　上ずった自分の声を自覚しつつ、目を逸らした言い訳に、再びパソコンを開く。

「……………………」

　蒼い視線を感じつつ、起動スイッチを、押す。

「……………………」

　じゃーん、と起動音が鳴った。

「……………………」

　画面に、光が灯ともった。

「……………………」

　中央に、『ようこそＷｉｎｄｏｗｓへ』の文字が表示される。

「……………………」

　カーソル位置に、砂時計が出現。

「……………………」

　一いつ瞬しゆんだけカーソルが矢印になり、そして、フェイントのように、また砂時計化。

「……………………」

　相変わらず、起動は遅おそい。

「……………………」

　美空は、ずっと、こちらを、見つめている。

「……………………」

　やっと、起動。

　そ知らぬ顔で、キーボードを叩たたく。

「……………………」

　かた、かた、というキーボードの音が、静せい寂じやくの中、静かに、室内に響ひびく。

　美空は、ノートをそっと閉じ、そして、静かに、立ち上がった。

「あ、美空さん」

　トイレ行くの？　思わず口に出しかけ、喉のど元もとで何とか思いとどまる。

　トイレじゃ、なかった。立ち上がった美空は、そのまま、こちらの正面に、移動した。

「な、」

　そのまま、至近距きよ離りで、引き続き、じっ…………と、見つめてくる。今度は、正面から。

「…………なん、ですか」

　緊きん張ちようする。

「…………」

「えと、何か、用…………」

「…………」

「け、計算は、もう、終わった…………の？」

「…………」

　散々間を空け、そしてやっと、口を開いた。

「……………………………………………………二人」

「は？」

「……………………」

　何を言ってんだ……一体……

「……………………？」

　その無表情に、ほんの少し、感情の色が混じる。

　非常に、分かりにくいが……透は、密ひそかに、眉まゆをひそめた。

　これは……ひょっとして、困こん惑わく、してるのだろう、か？

「あの……何か、分からない、事でも…………」

「…………」

　美空は、こちらの言葉には答えず、そのまま、長机越ごしに、身を乗り出してきた。

「わ」

　思わず上げた仰ぎよう天てん声に怯ひるむ事なく、その細く白い右手の人差し指を立てて、

　そして、そのまま、こちらの右みぎ頬ほおを、

　その人差し指で、つんつん、と、突つっつき始める。

「…………」

　無表情のまま。

「…………」

　長机の向こうから、身を投げ出すように乗り出して。

「……………………」

　経過観察をする科学者みたいな真しん剣けんな面おも持もちで、つんつん、と、突っついてくる。

「……………………」

　透は、画面の方を向き、キーボードを操作した。

「…………」

　かた……かたかた。軽い音が、静かに部室に響く。

「……………………」

　蒼は、突っつくのを止やめない。つんつん、と、規則的に。

「……………………」

　ＳＯＳモールス信号を打つ潜せん水すい艦かんソナー手のように、つんつん、と。

「…………」

　……ヒマ、なんだろうか？

「あの、美空さん」

「……………………なに？」

　ひと時指を止め、不思議そうな瞳ひとみ。

「……何、やってんですか？」

　何だ。この会話は。

「…………」

　蒼は、答えずに、また指を動かした。さっきより、ちょっと強く。

　つんつん、ではなく、ぷにぷに、って感じになった。

「あの、指……」

「……………………」

　ぷにぷに。規則的な動作は、変わらない。

「……冷たいん……ですけど」

　少女は、頬ほおを突っつくのを止めた。

　今度は、摘つまんだ。親指と人差し指で、こちらの頬を摘んだ。

　そして、ムニっと、引っ張る。

「……………………」

　繰くり返すが、彼女は、通じて無表情のままだ。

「痛いです」

　引っ張る。

「…………痛いです」

「……………………」

　無表情のまま、ただ、ひたすら引っ張る。

「ひたひでふ」

　人にやられて、初めてわかる。確かにこれは喋しやべりにくい。

「はほ、みくひゃん」

「……………………」

　なんで、そっちは無言なんだよ。

「さっきから、はひを、ひてるんですか」



    

  
    
      　引っ張られる頬の痛みが、そろそろシャレにならなくなってきた頃ころ、

「………………」

　やっと、美空は、ボソッと、口を開いた。

「……………………すきんしっぷ」

「はひ？」

「……………………？」

　不思議そうな瞳をするなよ。

「はひほ、ひっへふんでふか？」

「……………………………………ちがう」

「はひ？」

「……………………違ちがう…………これは……」

　落らく胆たんするように、やっと、指を離はなした。

「これは……何かが…………違う…………」

　それはこっちの台詞せりふです。ひりひりする頬を意識しながら、透は心の中で言い返した。

「……………………」

　前のめりの姿勢のまま、また、じっと、見つめてくる。

　どうしろって言うんだ。一体。

「指」

　透は、それでも、何とか、口を開いた。

「？」

「……冷たい、ですね」

　何を言ってるのか、自分でも分からん。

「つめたい…………」

　美空は、何な故ぜか、納得するように頷うなずき、

　そして、変わらず無表情のまま、ずいっ、と、さらに身を乗り出してくる。

「…………三十五・七」

「な、何が？」

　心持ち仰のけ反りながら、透は尋たずね返す。ええと、その、あんまり、前のめりになられるとですね。セーラー服とはいえ、服の隙すき間まから色々と、その、見えたり、見えなかったり、するんですけど。その、そうですか。白ですか。なるほど。

「わたし…………」

　美空は、構わず……というか、多分、気付かずに…………言った。

「わたしの……体温」

「ああ」

　ああ、なるほど。体温ね。うん。透は、大きく頷く。体温ですか。体温が、三十五・七度。と。うん。『指が冷たい』って言ったから、それに返事をした訳ですね。うん。

「低い、ですね……」

「……………………………ええ」

「……冷たい、ワケです」

　いや、もう、何が何だか。

「…………なんで、頬を突つっついてくるんですか？」

「…………」

　美空の瞳ひとみの感情が、また、変わった。

「……………………すきんしっぷ」

「スキン……」

　ああ、アレか。やっと思い当たった。カタカナで書く、アレだ。スキンシップ。

「本に、書いてあった……こみゅにけーしょん…………」

　あ。そうか。やっと分かった。分かりましたよ。スキンシップ。よく、育児書とか教育書とか専門書とかに、書いてありますね。スキンシップ。二十世紀半ばくらいに作られた和製英語で、親と子なんかが、その肌はだと肌同士を触ふれ合わせて心の交流をする行こう為いの事です。転じて、最近では、子供が友人同士で互たがいに突っつきあって友情を深める、そんな意味でも使われる事もある。そんな、言葉です。

　……なるほど、スキンシップですか。コミュニケーションの一いつ環かんとして、それを、たった今まで実じつ践せんしていた、と、そういう事ですね。なるほどなるほど。

「あなたは…………」

「へ？」

「……………………何度？」

「……何が？」

　…………分かりにくいんだよなあ…………本当に……………………

「わたし…………三十五・七度」

　ああ。体温。なるほど、そっちがまず言ったんだから、こっちも言うのが、礼れい儀ぎですかね。うん。

「おれは……三十六・五度……くらい、ですかね」

「そう…………」

「はい」

「……………………高い…………」

　何だか、少し、満足そうな顔。

「え……、と」

　この子は……すぐ目の前に迫せまる青い髪かみと白い肌を見つつ、透は思った。

　この子は、他人との会話の経験が、コミュニケーションの経験が、少ないんだ。

　いや、ほぼ、皆かい無むだったんだ。今の、今まで。この学校に、来るまで。今まで半年間、一人で、孤こ立りつした知性として、ただ存在していたんだ。

　ずっと本ばっかり読んでいたらしいから、仕方ないといえば、仕方ないんだけど。

　で……初めて、学校へ来て、他人のいる所へ入ってきて、こうして『本で読んだ、様々なコミュニケーションの知識・手段』を、実践しようとしてるんだ。

　うん……多分、そうだろう、な。うん。心の中で、確認。

　じゃあ……

　こっちからも、ちょっと話題を、振ふってみよう。

「あ、あの……」

　体温情報の交こう換かんより、もう少し広がりのある話題。えーと。

「あの、さ、」

　何を言おうか。目の前にある美空の瞳を見つつ、考える。

「く……栗くり林ばやし、浅あさ黄ぎさん、……さ」

　あ。これは、いい感じの題材だ。

「浅黄さん……元気？」

　蒼あおい瞳が、瞬まばたきをした。

「…………元気…………って？」

「あ、あの、健康？　病気とか、してない？」

「……………………知らない」

　そりゃそうだよな。

「美空さん、今は十とつ葉は市に住んでるしね。浅黄さんは東京だし、なかなか、会えないよね」

「……………………会った……」

「え、会ったの？」

　お。何だか、話題が広がって行きそうですよ。

「へえ……会ったの。……いつ頃ごろ？」

「今朝……………………学校へ、行く前…………」

　意外と、最近だ。

「…………どこで、会ったの？」

　何だか、尋じん問もんみたいになってきた。

「わたしの…………家で」

　家…………って、ええと、この子が一人暮らししてる、マンションだな。

「あ、近くまで、来てたんだ」

「来てる…………」

「一体、何の用で来てるんだろうね」

「いえ、大した用では、ないんですけれども」

「ぎゃああああああああああ！」

　突とつ然ぜん、何の予告もなく、『真後ろ』から掛かけられた声に、透は椅い子すから飛び上がった。

　絶ぜつ叫きようの尾おを引きながら振り返り、声の主、背後に突然現れた人ひと影かげを、確認する。

「あ」

　背後霊れいのような至近距きよ離りに、女の人が、立っていた。

　流れるような金きん髪ぱつ、年ねん齢れい不ふし詳ようの丸っこい童顔、微びみ妙ような背せ丈たけ。

「く」

　透は、人物の名を呼んだ。

「クリリンさん！」

「栗林です」

『欠片かけら同盟』の一員、栗林浅黄は、平和に笑いつつ右手を上げた。

「なっ……」

　パイプ椅子から立ち上がり、一歩後ずさりつつ、その全身を視界に収める。

「なんですか、その服装は……」

　胸元をリボンで飾かざった白いブラウス、紺こん色いろのスカート。

　学生服だ。十葉高校女子生徒の、制服。

　女子高生の制服を着た栗林浅黄は、両手を後ろで組み、満面の笑えみを浮うかべた。

「着てみました」

「なんでまた」

「潜せん入にゆ捜うそ査うさです」

　言っちゃあなんだけど、それなりに似合っている。

「何を捜査してるんですか」

「いえ、特に」

　ただ、着てみたかっただけだな……これは…………

「蒼さんの戸こ籍せき設定は、十六歳さいです」

「はあ」

　実じつ年ねん齢れいも、そのくらいだと思う。

「私の戸籍より、ほんの少し、年下の設定ですね」

「そうですか」

「実年齢は、大して変わらないのに」

「……そうなんですか」

「そうです」

　……ひょっとして、ちょっと、納得していないのだろうか？

　いや、そんな事は、いい。

　気を取り直し、女子高生コスプレ公務員に、声をかける。

「何い時つ、入ってきたんですか？」

「そうですね。ちょうど、あなたが蒼さんの服の隙すき間まを覗のぞいてる時くらいですかね」

「ああああああああああああああああああああ」

「嘘うそです」



    

  
    
      「ああ良かった」

「中の布は、黒かったでしょう？」

「いえ、白でしたけど」

「これが『誘ゆう導どう尋じん問もん』というヤツですね」

「何しに来たんですか」

　透は、意識して話題を変えた。

「蒼さんの様子を、見に来ましたのです。『設定上は』まだ、未成年ですので」

　台詞せりふの一部を、やけに強調した。

「そうですか」

「さっそく、夕方の教室で二人きりですか。そうですか」

「帰ってください」

「あとは若い二人に任せるわけですね」

　どこでそんな事を覚えるんだ。

「保健室にはベッドがありましたね」

「別に今はまだ眠ねむくないです」

「成程。まだ、これからですか」

「帰ってください」

「挿さしつ挿されつの関係に」

「漢字が違ちがいます！」

　言いながら、美空の方を、チラ、と見る。蒼あおい少女は、不思議そうに首をかしげていた。何の事を話しているか、分からない様子。うむ。それがいい。

「蒼さんは、五感がかなり優すぐれてます。特に、聴ちよう覚かく周辺は凄すごいですよ」

「それが何か」

「その癖くせ、御ご多分に漏もれず実体験が少なくて、未体験の感覚にはてんで弱くて」

「そうですか」

「だから、少し工夫すれば、もう、物もの凄すごい事に」

「……………………」

「何を、想像しているんですか？」

「いえっ別にそんなっ脳内シミュレートなんか別にしてないですっ」

「なんで丁てい寧ねい語ごなんですか？」

　こつっ、と音を立て、女子高生コスプレは、足を動かした。

「まあ、助言に来ただけですよ。今日は」

「何の助言ですか」

「いえ、蒼さん、学校で、少し、不安じゃないかなーと、思いまして。ええ」

「不安？」

「知らない所へ行くのは、不安でしょう」

　……そりゃ、そうかも知れない。透は、思わず納得した。この子はいつも無表情だし、発想も特とく殊しゆだし、つい、別モノの存在みたいに考えてしまうけど、そんな事はない。

　ちゃんと、自分で考えて、人間に近づこうと、している。

　だから、『新しいクラス』に不安になるのは、むしろ、当然かも知れない。

　むしろ……知能と知識が並外れている分、余計に、不安かもしれない。

「この子、システマチックな考え方に、慣れてますからね。というか、それ以外、知らないですからね。ええ」

「それは……」

　それは、確かに、不安だろう。

「答えの出ない問題に無理やり公式を当てはめて、答えが出ないからと公式を複雑にして、その繰くり返し。で、延々考えて、結果、オーバーヒートします」

「それは…………無理もないですね」

　フタを開けられない箱の外見だけを見て、その箱の中身の可能性を延々探って行くようなものだ。いくら頭がよくても、いや、頭がよければいいほど、不幸な中身、悲ひ惨さんな事態の可能性はどんどん膨ふくれ上がって、手に負えなくなる。それは、多分、恐おそろしい事だ。

「この子、その辺が、弱いんですよ。以前は、転校の前日に、ぶっ倒たおれましたね」

　こちらに背を向け、そのまま、部室の出口へと、歩を進めていく。

「……ま、身体に支障は無いですし、安静にしていれば落ち着くし、大だい丈じよ夫うぶなはずですが」

「そうですか」

「はい、……ま、見れて、良かったですよ」

　浅黄は、部屋の出口で立ち止まり、後ろ姿で、声を出した。

「ところで」

　声が、変わった。

　思わず、その後ろ姿を、見る。

「透さん。ちょっと、個人的な質問が、あるんですが」

「何ですか？」

「最近、身の回りや自分の身体に、異常は無いですか？」

「え」

　後ろに回された浅黄の右みぎ腕うでは、いつも通り、黒い長手てぶ袋くろに、包まれている。

「あなたの近くで、妙みような事が起こったり、していませんか？」

　振ふり返らず、浅黄は、静かに、質問してくる。

「……いえ、別に…………」

「愛華さんの事を、知っていますね？」

「え？　いや…………知って……ます、けど」

『破片』である愛華には、特技がある。透は、思い出した。彼女は、近くにいる『宝石』の場所を、感知する事ができるのだ。まさに、アンテナみたいに……って。

「それが、どうかしたんですか？」

「『宝石憑つき』には、低い可能性で、彼女のような個体が発生します。……『宝石』と融ゆう合ごうした事により、新たな感覚、新たな能力を、身に着けた個体ですね」

「はあ」

「ウチの所の紫し暮ぐれは『欠片かけら』ですが、それに近いですね」

　何を、言いたいのだろうか。

「たいていの場合は、『宝石』と融合して、二、三ヶ月経過で、最初の兆候が、出ます」

「そう……ですか」

　ちょっと、計算。自分が『宝石憑き』になったのは、今年の四月だ。

「……もうすぐ、十一月、ですね」

　自分には、妙な体質変化や新しい感覚は、発生しなかった。

　良かった……と、思っておこう。

「そうですね」

　浅黄は、言いながら、左手でガラッ、と、戸を開く。

「……ま、彼の勘かん違ちがいだと、思うんですけれども」

　こつっ、と足音を響ひびかせて廊ろう下かへと一歩踏ふみ出し、やっと、振り返った。

　笑え顔がおで、振り返った。

「平和に、やってくださいね」



「おい！　今さ、廊下で、スゲー可愛かわいい子とすれ違ちがったんだけど！」

　帰ってきた鳥と羽ばは、開口一番、コンビニの袋を振りかざしつつ叫さけんだ。

「制服からして、ウチの生徒だよな、あの子！　いやー気付かなかった。こりゃ失態だな！さっそく明日にでも、我がネットワークを利用してあの子の所属クラスをっ

　ああっあの童顔グラマー！　好みだー！」

「あーもう」

　七尾が、その後ろでため息をつく。

「また、この男は。そういう事を」

「うるせー！　青春だ！　『月刊ソサエティ』青春十か条、その一！　『友人が恋こい人びとを作ったら、キミも一ヶ月以内に恋人を作ろう！』ＯＫ！　明日は、あの子を捜そう索さくするっ！」

「……………………」

　蒼は、叫ぶ鳥羽を瞳ひとみに映し、確認するように、単語を吐はいた。

「……………………………………………………恋人……」

　そして、また、こちらを見る。

「……………………」

「な、…………何？」

「……………………わたし…………」

「わたし？」

「…………仲良く、なりたい…………」



    

  
    
      五章　肉迫





　パソコン画面の右下に表示されているデジタル時計が、「00：‥00」を表示した。

　数秒遅おくれ、脇わきに置いてあった携けい帯たい電話の日付表示が「十一月一日」へと、変化する。

　十月が、終わった。

「……ふう」

　小さく息を吐き、透とおるはキーボードを打つ手を止めた。そのまま身体を後ろに倒たおし、畳たたみの上に仰あお向むけに寝ね転ころがって天てん井じようを見つめる。目に入るのは、数十年の威い厳げんでこの家を支える大きな梁はりと、それに吊つり下げられた家庭用の蛍けい光こう灯とう。

　この天井を見るのは、久しぶりだ。何となく、思う。自分の家の、居間天井。

　数日前から始めた体育祭の予定表作成は、部室での活動時間だけでは追いつかず、こうして家にパソコンを持って帰って続きをやっている。

　コタツ机の上にパソコンを置いて、今の今まで作業をしていた訳だが……

「…………疲つかれた」

　寝転がったまま、息を吐く。最近、頑がん張ばりすぎている気が、しないでもない。

　まあ、いいや。すぐに思い直す。あと数日で、本番だ。体育祭。それが終わるまでの、辛しん抱ぼうだ。体育祭が終わったら、我が部活も暫しばらくは暇ひま。それぞれ適当に部室へ出たり出なかったりして、おのおの部室の中で好き勝手にダラダラしているだけ。

「ふっ」

　息を吐いて気合を入れ、もう一度起き上がる。

　パソコンの画面に表示されている予定表を、もう一度、見る。当日の用具配置の予定は、もう出来ている。次は、各部署の準備担当者を決めなくては。ええと、午前の最終競技、女子八〇〇メートル。この時間、暇なヤツは、と。

　秋あき茂しげ。

「…………」

　名前を見たら、何な故ぜか一気にやる気がなくなった。

　またかよ。理り不ふ尽じんな感想と共に、ため息をつく。

　まあ、いいや。今日はこれまでだ。パソコンのマウスを操作し、『保存』をクリック。もう、大半は完成している。明後日の最終調整会議までには、充じゆ分うぶん、間に合う筈はずだ。

　いつものＵＳＢメモリにもバックアップし、パソコンの電源を切る。もう既すでに風ふ呂ろには入って、歯も磨みがき終わっている。後は、電気を消して寝に行くだけだ。明日も早いし、とっとと寝てしまおう。

　今日は月も出ない、闇やみの夜。辺りはシンと静まり返り、動いているものは、自分だけ。こんな闇の中、一人で起きて物事を考えていたら、碌ろくな事にならない。

　洗面所とトイレは、離はなれへの廊ろう下かの途とち中ゆうにある。透は、トイレを済ませ、離れの奥おくの部屋、自分の部屋に向けて廊下を歩き出した。

　手前の部屋、由ゆ宇うの部屋は、既に豆球を残して真っ暗になっている。閉まった障子越ごしに、くかー……くかー……という、平和な寝息が聞こえてくる。既に熟じゆ睡くすいしている模様。

　自分の部屋の障子を開け、足探りで布団に入って、枕まくらもとの目覚ましを手に取る。

　明日の起床時間は……と。

　由宇は、まだ、自転車に乗れない。二人で歩いて登校しなきゃならないから、少し早く起きる必要がある。

　時刻を合わせ、目覚ましをセットし、布団に入る。

　そのまま……暗い闇の中で、天井を、見つめる。

　隣となりの部屋から入ってくる豆球の光が、欄らん間ま越ごしに影かげ絵えを映している。

　変わらない。透は、思った。変わらない、夜の天井。

　確か十年前も、眠ねむれない夜は、ここで、こうして、天井の影絵を、見ていた。

　眠れない夜は、天井の影絵が怪かい物ぶつになって、襲おそってきた。

　夜の闇、一人で物事を考えるのは、良くない。

（もうすぐ……体育祭。……か）

　透は、一人、考える。

（あと…………三日後には、本番……）

　大道具も、予定表も、ほぼ完成している。

　自由参加騎き馬ば戦せんも、そこここで参加表明の声が聞こえている。

（まあ……無事に、終わる、だろう）

　無事に終わって…………そして。

（終わったら……）

　終わったら、暫くの間、部活も休きゆう憩けい期間だ。それぞれ、適当に部室へ来て適当に喋しやべっている程度の暇な日々が、暫く、続く。

　日々の時間にも少し余よ裕ゆうが出来、由宇の自転車の練習の続きも、始められるはずだ。

『紅くれない由宇』自身の国民健康保険も、そろそろ手続きをして、手に入れる事になるだろう。

　そして……

（携けい帯たい電話…………か）

　半月前の、部室での会話を思い出す。そう、携帯電話。由宇の、携帯電話……そりゃあ、あった方がいいだろう。今の由宇なら、もう、ちゃんと使いこなせるはずだ。

（いや……携帯電話は、駄だ目めだろ）

　自分の中で、何な故ぜか、反対の声が上がった。小さく。

（なんで、駄目なんだよ）

　小さな反対の声に、自分が反論する。

　小さな声は、小さく、言い返してきた。

（だって……由宇は……由宇は……ええと…………身分証明書、持ってないし）

　だから、携帯電話入手の手続きが、出来ない。小さな声は、おずおずと、意見を述べる。

（何、言ってやがる）

　小さな声の反対を、力任せに論破する。

（身分証明書なら、あるだろうが）

　大きな声に、小さな反対の声は、しょんぼりして、後ずさっていった。

　そう……由宇は、身分証明書を、持っている。学生証。十とつ葉は高等学校の、生徒の証あかし。

　あれを使えば、由宇は、「紅由宇」を、自ら、証明できる。

　紅由宇は、紅由宇として、もう、そこにいる。

　もう、誰だれに頼たよらなくても、誰にも文句の無い形で、由宇は、由宇として、そこにいる。

（…………）

　夜の闇、一人で考え事をするのは、良くない。

　でも、考えは、止まらない。

　紅、由宇は…………彼女は……

　突とつ然ぜん、

　ガラッ、と、障子の開く音がした。

「あ」

　考え事の地平に、穴が開いた。

　開いた穴に吸い込まれ、思考の塊かたまりは、いったん頭から消え失せる。

　今の、音は…………

　一時の空白地帯となった地平で考え、そして、すぐに思い当たる。

　今の音は、隣の部屋の障子が、開いた音だ。由宇が、廊ろう下かに出た音。

　そのまま、とっ、とっ、という小さな足音が、覚おぼ束つかない足取りで、廊下を遠ざかってゆく。洗面所の電気がつけられる音、ドアが開けられる音が、遠くに聞こえてくる。

（トイレ…………か）

　暫しばらくして、水の流れる音。そして、再び、ふらふらと……覚束ない足音。

　夢遊のような足音を聞きつつ、透は、また、考える。

　考え事の地平に開いていた穴が塞ふさがり、黒い思考の塊が、また、穴から這はい出してくる。

（そう……由宇は）

　思考の怪物が、また、その姿を、現し始める。

（由宇は、今まで……）

　今まで……この家に、おれの近くにいて、そして……

　そして……人間に近づいていって、そして、学校へ行って…………

　そして…………

　どすん！

「うわあっ！」

　唐とう突とつに、超ちよ至うし近きん距きよ離りからの重い音と、衝しよ撃うげき。透は、思わず声を出した。

　何かが、墜つい落らくして来た。すぐ近くに、布団の上に。何かが。

（な…………！）

　仰ぎよ天うてんしつつ、墜落してきたものを、すぐ近くに出現したものを、確認する。

（……!!）

　すぐ近く、目の前、布団の上に、出現したもの。

　闇やみの中、微かすかに見えるＴシャツの生き地じ、そして、そこから生える、細くて白い。人の肌はだ。

　って。

（…………人の）

　人の、肌。

　透は、目を瞑つぶって、そして、開いた。

　目の前の光景は、変わらない。

　自分の部屋。自分の布団。そして、すぐ近くに出現した、人の身体。背中。

　人の身体が、布団の中で、こちらに背を向け、横たわっている。

　人の身体、つまり、

　由宇の、身体。

「え」

　くかー……くかー……という平和な寝ね息いきが、身体越ごしに、聞こえてくる。

「ち、ちょっと……」

　蚊かの鳴くような声が、自分の口から、漏もれた。

　くかー……くかー……という平和な寝息は、止まらない。

「お、おい…………」

　くかー……。…………

　止まった。

「お、お前、寝ぼけて…………」

　寝ぼけて、帰ってくる部屋を、間ま違ちがえてるぞ。全てを口に出す前に、

「んむ…………」

「！」

　由宇は、目の前の女の子の身体は、息と共に、そのまま、寝返りをうった。

　トサッ、という軽い音と共に、その身体が、こっちを向く……

「……お……お…………い」

　口を開いたけど、言葉が出なかった。

　目の前に、由宇の顔が、

　身体が、ある。

「ちょ…………」

　大きめのＴシャツと、ハーフパンツ。無防備な寝間着を、身に着けて、

　夜の闇の中、目の前で、女の子が、寝ている。

　くかー……くかー……という寝息は、まるで、世界の、全ての音のようだ。

「…………由」

「……ぁ……ふ…………」

　こちらの声、吐はいた息が肌にかかったのか、由宇は少し、顔をしかめた。

　しかし、目を、覚まさない。

「……………………ぅ…………」

　由宇。

　透は、唇くちびるを舐なめた。

「…………ん……くふ……」

　目の前の由宇を、見つめる。

　今は……今は、すぐ近く、こんなに近くにいる、由宇。

　明日になったら……夜が明けたら、こいつは、学校へ、行く。

　学校へ…………一年生の教室へ、おれの知らない部屋へ、行く。

　明日、おれは、こいつに、会えるのだろうか。

　そして…………三日後。体育祭が、終わって、そして、その後。



    

  
    
      　由宇は、その後。

「…………由宇」

　布団の中で、狭せまくて暗い世界の中で、名前を、呼んでみる。

「い……いい……加減に、起き…………」

　くかー……くかー…………という寝息は、止まらない。

　湿しめった、体温の高い息が、世界を、満たしていく。

「起き……ろ…………よ」

　起きないと……その、

「……………………」

　自分と、由宇は、同居している。

　それは、七ヶ月前から、そうだった。七ヶ月前の、あの日から、ずっとそうだった。

　七ヶ月間、そうだった。

　……そして…………これからは？

　由宇は、だんだん、人間へと、近づいていく。

　自転車にも乗れるようになって、携けい帯たい電話を手に入れて、

　そして…………

（それを、使って）

　自分の居場所を広げて、自分の身分を作って、

（それを使って……どこへ行く？）

　ラブレターを貰もらって、自分の世界を広げて。

　そして…………

（…………………………いなくなる？）

　思考の怪かい物ぶつは、いつの間にか、世界の全てを、満たしていた。

　怪物の額には、文字が、深く刻み込まれていた。

　そこには、こう、書かれてあった。

『お前は、もう、要いらない』

「そんな！」

　思わず叫さけび、そして、慌あわてて、その先に細々と言葉を繋つなげる。

「そんな事…………あるわけ、ないだろうが」

　そう。そんな馬ば鹿かな事が、ある筈はずが無い。そう、そんな事、可能性の一つとして挙げるのすら、馬鹿馬鹿しい。

　その…………筈…………だ。

（だって）

　自分の中の卑ひ屈くつな場所が、怪物に向かって、上目を使った。

（こいつは……ここ以外に、行く所なんて、ないんだから…………）

　透は、自覚した。今、自分は、物もの凄すごくイヤな発想をした。

（馬鹿が！）

　イヤな発想は、怪物の一いつ喝かつで、跡あと形かたもなく吹ふっ飛んだ。

（お前は、まだそんな呑のん気きな事を、言っている）

　怪物は、卑屈な発想を指差し、嘲ちよう笑しようした。

（もう、そんな状じよう況きようでは、ない。由宇は、もうそんな状況じゃないんだ）

　そう。透は、怪物に向かって、頷うなずいた。

　由宇は、既すでに、自分の身分と、自分のお金を、持っている。

　七ヶ月前は、七ヶ月間は、由宇は『ここに、この家にいなければ、生きていけなかった』

　でも、今は、違ちがう。もう、アイツは、どこにでも、行けるんだ。

　どこにでも、行けるんだ。

　この家の外へでも、他ほかの者の所にだって、行けるんだ。

（…………）

　さあ、どうする？

　怪物は、物分かりのいい笑え顔がおで、こちらの顔を覗のぞき込んだ。

　さあ、どうする？

　怪物は、自分自身だった。

　怪物となった自分は、物分かりのいい笑顔で、自分の顔を、覗き込んでいた。

　お前は、今、どうする？

　くかー……くかー…………という寝ね息いきは、途と切ぎれる事なく、続いている。

　目の前に…………由宇の身体が、ある。

　七ヶ月前より…………多分…………成長した…………身体、が。

　お前は、今、何をする？

　怪物は、確信した。

　今、目の前にいる『由宇』に向けて、お前は、今、何をすればいい？

　そう…………

　分かっているだろ？　分かっていたよな？　ずっと、前から。

　鳥と羽ばも、言っていただろ？　雑誌とやらにも、書いてあったんだろ？

　大した事じゃ、無いさ。皆みな、やってることだ。

　びびる必要なんて、無い。大げさに考える必要なんて、無い。

　仲良くなる為ための、仲を深める為の、一つのステップさ。それだけだ。愛の行こう為い、だ。

　さあ…………



「ん…………」

　由宇は、小さく鼻を鳴らし、薄うす目めを開けた。

「ぅ……………………うに……」

　そのまま、幸せそうに、左手で、自分の頬ほおを掻かく。

「うにゃ…………」

　そして、そのまま、陽ひだまりの猫ねこみたいに、また、幸せそうに、目を閉じる。

「……………………くぅ……」

「……………………」

　くかー……くかー…………という寝息が、また、聞こえてきた。

　透は、身体を止めた。

「…………やめろよ」

　小さく、声に出して、呟つぶやく。

　やめろ。

　そういう風に考えるのを、やめろ。

　こんな風に、そういう事をするのは、やめろ。

「……………………」

　そうか。やめるのか。

　心の中の怪かい物ぶつが、余よ裕ゆうの笑みで、言葉を返してきた。

　今日の所は、やめる、か。まあ、それもいいさ。

　じゃあ、また、会おう。

　また、すぐに、な。



    

  
    
      六章　衝突





　前日の夕方から降り始めた雨は明け方には止み、日が高くなる頃ころには、雨雲は全て遥はるか彼方かなたへと消えてしまった。

　スコンと穴が開いたような青空から秋の太陽が爽さわやかな全力を持って降り注ぎ、十とつ葉は高校のグラウンドは秋晴れの空気に満たされている。足下に僅わずかに残る水みず溜たまりが光の断片をきらきらと反射し、まさに、秋日和びより、体育祭日和。

「もしもし。こちら透とおる」

　グラウンドには数十本の鉄製杭くいがトラックの外側に円形に打ち込まれてあり、それに渡わたされたロープが内側と外側、競技場と観覧席を区切っている。

　競技場と観覧席の境には三つの手作り入退場門が設置され、そして観覧席の中央にはテントが設置されている。テントの中には部室から持ち出された長机とパイプ椅い子すが配置され、長机の上に、部員それぞれの荷物や各種機材、当日用の書類、給水用の二リットルペットボトルなどが用意されている。

「こちら透、ＩＮ本部テント。女子八〇〇メートル、準備できたか？　羽は幌ほろ」

　そのうち一つのパイプ椅子に座ったまま、透は携けい帯たい電話に向けて、喋しやべる。

「よし、準備完かん了りような。じゃあ、」

　電話の向こうにいる羽幌に頷うなずきつつ、左の席に座る灯あか璃りに手で合図。

　灯璃は静かに頷き、目の前に置かれたレコーダーに指を伸ばした。

「入場音楽、鳴らすぞ。音楽スタートと同時に入場な」

　言って電話を切り、灯璃に向けてもう一度、頷く。灯璃は頷きを返し、レコーダーのスイッチを入れた。

　代々使い込まれたレコーダーの中で、ＣＤが静かに回転を始める。僅かな間を空け、グラウンドの各所にセットされていたスピーカーから、勇ましいアニメのテーマソングが流れ始めた。ちなみに選曲は羽幌。中学三年生の彼女は、こういう趣しゆ味みらしい。なるほど。

　選手がスタート地点に並び、スタート台に立つ羽幌が、銃じゆうを構える。パン、という音と共に、女子生徒がトラックを走り始める。一年生から三年生まで、各五人ずつ。計十五人。

　それを確認し、透は携帯電話を閉じて長机に置いた。携帯電話外側の小さな窓に、現在時刻が映し出される。

「十一時……二十分…………か」

　口に出して、読み上げる。

　八〇〇メートル走は、このトラックを二周。女子の足だから、それなりに時間はかかるだろう。その間、こっちはやる事は無い。暫しばらくは、休きゆう憩けい時間だ。

「あー…………」

　テントの天幕に張られた予定表を確認するついでに、透は大きく伸のびをした。

「……ふぁ」

　ついでに、腹の底から欠伸あくびが出た。全体重を預けたパイプ椅子が、ぎちっ、と音を立てる。

「どうしたの？　透」

　レコーダーのボリュームをいじりながら、灯璃が声を出した。

「まだ午前の競技、終わってねーぞ。気を抜ぬくなよ」

　後ろのパイプ椅子に座る鳥と羽ばが、声をかけてくる。透は、首だけで振ふり向いて、頷いた。

「すまん」

　現在テントの中にいるのは、この三人だけ。他ほかの連中は、それぞれ自分の仕事、競技、準備をこなしている。

「…………なんか……最近、頭、重くてさ」

　言い訳をしながら、左手で携帯電話を取り、もう一度、画面を見る。

　今のところ……一時手伝い、リンテツ連中からの非常連れん絡らくも、無い。皆みな、それなりに順調に、持ち場をこなしている模様。

「一年の奴やつらも、頑がん張ばってるみたいだな」

　鳥羽が、こちらの動作の意図に気付いたのか、満足そうに頷いた。

「遊び半分かと思ったら、結構真ま面じ目めに仕事してるじゃねーか」

「まあ……ね」

　わざと無感情な声を出し、前を向いて、また、携帯電話を長机の上に置く。

「午前中は……無事に…………終わりそふ……は」

　台詞せりふの途とち中ゆうで、また、大きな欠伸が出た。

「…………終わりそう……だな」

　目に涙なみだが浮うかぶほどの大あくび。我ながら、たるんでいる。

「透、お前」

　鳥羽の声が、後頭部に飛んできた。

「ここ数日、やたら眠ねむそうだな。疲つかれてるのか？」

「そ…………ふぁふ」

　また、欠伸。三連発だ。思い切り口を開けてしまい、顎あごのあたりがじわっと痺しびれる。

「……ごめん」

「最近、忙いそがしかったしね」

　灯璃はレコーダーから手を放し、こっちを見て、笑った。

「でも、夜はちゃんと寝ねないと駄だ目めよ」

「あ…………うん」

　思わず目を逸そらして、生返事。忙しかったのは、確かだけど。

　ここ数日、寝不足なのは、そのせいじゃない。心の中の言葉を、奥おく底そこへと飲み込む。

「…………」

　あくび涙に翳かすむ視界で、顎に手を当てて、何気ない姿勢のフリ。

　おれが……マトモに眠れなくなっているのは…………

　あの日から……だ。三日前の、あの日。

　三日前、由ゆ宇うが寝ぼけて人の布団に入ってきた、あの日。

　あの日から、眠れない夜が、続いている。夜のたびに、考えてしまう。

　勿もち論ろん、あの日はあのまま何もなかったし、朝も、無事に迎むかえた。

　そして、今のところは……何もない。何も、していない。

　一昨日も、昨日も、何も、なかった。何も、しなかった。「体育祭が終わってから、考えよう」。もっともらしい理由での、その場限りの、その場しのぎの、保留。それで、今日まで来た。

　そして…………今日。

　今日が、その日。今日が、「体育祭が終わる日」だ。

　自分は、何をすべきか。何をすべきでないのか。その答えは、まだ、出ていない。

「ま、青春だな」

　青春…………か。

　頬ほお杖づえをついたまま、トラックを走る女子生徒を視界に入れつつ、何となく、考える。

　青春……高校生の、青春、か。

　それって…………やっぱり、そういう事も、普ふ通つうの事、なのだろう。か。

　もう高校生……なんだから、皆、そのくらいの事、気軽にしている……んだろう、か。

「青春ですか」

「そうだよ。鳥羽君」

「遊ゆう也やさんにも、高校の頃ころの思い出とか、あるんですか？」

「あるとも」

「彼女とか、いたんですか？」

「ふむ。それは黙もく秘ひする」

「そうですか……今は？」

「ノーコメントだ」

「おっと」

　やっと、気付いた。透は、頬杖を止やめた。

　かなり遅おくれて振り返り、鳥羽と喋しやべる男の姿を見る。

「七なな尾お、遊也さん」

　テントの中、鳥羽の横に、新しい人ひと影かげが出現していた。長身の、二十歳はたちくらいの青年。俳優か政治家みたいな胡う散さん臭くさい美形に、胡散臭い笑え顔がお。だらしないのかそれともオシャレなのか微びみ妙ような感じのだらっとしたＴシャツとジーパンを着て、右手に、これまた高そうなのかそれとも安物なのか絶妙なラインの所にいる鞄かばんを提さげている。

「帰ってたんですか。こっちに」

　この人は、七尾の兄だ。夏休みの海旅行の時、保護者としてついてきてもらった。そのときの話では、確か、東京の大学へ行っているとか言ってたけど。

「ああ、帰ってきた。先日な、我が妹に、この体育祭の事を聞いて」

「あ、そこの椅い子す、座ってください。どうぞ」

「すまんな鳥羽君……という訳で、こうして出向いてきた、という訳さ」

「そうですか」

　速すみやかに座る遊也に、透は細い目を向けた。

「何をしに、きたんですか？」

「それは勿論、由宇君の体操服姿をこの目に」

「帰ってください」

　二ヶ月ぶりに会ったのに、この人はまったく変わらない。

「無論、半分は冗じよ談うだんだ」

　言いながら、右手に持っていた鞄から、何やら小さな箱を取り出す。可愛かわいい布に包まれた、小さな弁当箱。

「妹のヤツが、弁当を忘ていったのでな、それを届けに」

「なるほど」

　透は、振ふり返った姿勢のまま、言葉を続ける。

「てっきり、届けに来るフリして女子生徒の写真を撮とりに来たのかと」

「お前、遊也さんに厳しいな」

「なぜ分かったのだ」

　ごと、と音を立てて、長机の上にデジカメが出現した。

「図星かよ」

「君にも使わせてやるぞ」

「使わんでいい」

「ブルマを使う高校は、最近とんと見かけなくなって」

「あの、遊也さん」

　目に見えない遊也の声を手で押おし留とどめながら、灯璃の方を、チラッと見る。

　彼女はマイクの用意と、ＢＧＭフェードアウトの準備にかかっている。こっちの会話は、多分耳に入っていない。

「……そういう話を、ここで、大声でしないでください」

「ここではない所で、小声でならいいのか」

「そういう問題じゃないです」

「ちゃんと被ひ写しや体たいには許可を貰もらうぞ」

「そういう問題でもないです」

「さすがは透くん、将来、私をも凌しのぐ逸いつ材ざいに」

「人の話、聞けよ」

「我が妹の体操服姿も、一つの青春のメモリーに」

「だからあなたは身内の事をそういう風に」

「あいつの体操服は、サイズがやや小さくてな」

「…………ほお？」

「ああ。高一の時、自らの成長予測をミスってな。最近はもぐはウッ」

　頭ず蓋がい骨こつが長机に激げき突とつする鈍にぶい音とともに、遊也の言葉が途と切ぎれた。

「よし」

　兄の脳天にエルボーを食らわせた七尾は、仕事を済ませた殺し屋のような声を出した。

「死んだか」

　眼鏡の奥おくの瞳ひとみが、恐おそろしい光をたたえる。

「…………七尾」

　ゴキブリみたいに痙けい攣れんする遊也を無視し、透は、その姿を、まじまじと見つめる。

　体操服か、

　……うん。

「何見てんだ。ひーちゃん」

　恐ろしい瞳が、こっちに照準をあわせた。

「いえ、別に、なんでもないです」

「なんで丁てい寧ねい語ごなんだよ」

「お。七尾。そっちはもう終わったのかよ」

「終わった」

　声をかけた鳥羽に、羽幌の声が返事をした。二人で帰ってきたらしい。

「まーね。終わったよ」

　兄の頭をエルボーでぐりぐり掘くつ削さくしつつ、七尾は普ふ通つうに喋しやべる。

「今回は、文化祭の時と比べて、だいぶ楽。一年の女子も、真ま面じ目めに働いてくれてるし」

「一年生の女子高生だとグハァッ」

　遊也さんは頑がん丈じようだなあ。

「で、」

　トップを走る女子生徒が、ラスト一周に入った。そろそろゴールだ。確認しつつ、透はそっと、声を出した。

「……由宇は？　一いつ緒しよじゃないのかよ」

「由宇ちゃん？　一年の所にいたけど」

　七尾は、即そく答とうした。

「男子生徒に囲まれて、何やら楽しそーにしてたよー。いやー人気者だねー」

「そ……そう……」

「うわあああああやっぱり同世代がいいのかああああグバアッ」



　トップランナーが、ゴールテープを切った。

　最後のランナーも、最終コーナーに差し掛かかっている。八〇〇メートル競技終しゆう了りようまで、あと、五分かからないだろう。

　あと五分で、午前中のプログラムは、全て終了する。

　我が部員は、このテントで昼飯を食べる。

　五分……経たてば、由宇は、ここに、戻もどってくる。

　戻ってくる……。けど…………

「ねえ」

　マイクのスイッチを入れながら、灯璃は小さく声を出した。

「何か、悩なやみでもあるの？　透」

「いや……」

　目を逸そらし、頭を掻かく。

「別、に…………」

「…………本当？」

「……うん」

「…………ま……」

　マイクを指で突つっついて、音の調整。灯璃は、言葉の続きを言った。

「色々、あるだろうけど、さ」

「何も、別に」

「ちゃんと考えて、結論を出さなきゃ駄だ目めよ」

「……何も、悩んでないって」

「やって後こう悔かいする事も、やらなくて後悔する事も、両方、よくある事だけど」

「…………だから、何も」

「するなら、なぜするのか。しないなら、なぜしないのか。

　……考えとくべきだと、思うよ」

「……………………」



「はい、それでは、以上で、午前中の全ての競技を、終了しまーす」

　灯璃は、マイクに向かって、愛想のいい声を出した。

「今から一時間、午後一時半までは、お昼休みとなります。各自、好きな場所で昼食を取り、午後からに備えてください。午後からの競技は、騎き馬ば戦せんとフォークダンスです。それぞれ自由参加となっておりますので、皆みなさん、誘さそい合わせての参加を、お願いしまーす。尚なお、気分の悪い方は、今のうちに保健室へ。では、また、午後から、お会いしましょう」

　ぴーん・ぽーん・ぱーん・ぽーん。マイクのオフチャイムと共に、グラウンドにいる人間たちがワラワラと動き始める。教室へ帰るヤツ、観覧席シートの上でそのまま弁当を取り出すヤツ、様々だ。我が部活の部員は、午前中の総そう括かつを兼かね、一応、本部テントに全員集合。

「なかなか、順調ですね」

　パイプ椅い子すを無視し、地べたに座り込んだ愛あい華かが、嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「ああ。順調だ」

　同じく座り込んだ由宇が、弁当箱を開けながら答える。

「私は、四〇〇メートル走の三位を取れた」

「三位ですか」

「『人間並みの力』には、まだ慣れていない」

「私は、二〇〇メートル走で一位でしたけどね」

「……二〇〇など、四〇〇の半分しかないではないか」

「そういう問題じゃないような……ま、いいです。本番は、この次、騎馬戦ですからね、由宇さん」

「負けん」

　大きく、頷うなずく。

「なあ、透？」

「なんで、おれに聞くんだよ」

「分からなくてもいいから、頷いておけ」

「そういう行こう為いは、反則ですよ。由宇ちゃん」

　仲がいい、のだろうか。この二人は。

「本当に、順調だな」

　パイプ椅子に腰こし掛かけた部長が、しみじみと言った。

「私も、そろそろ引退しても大だい丈じよ夫うぶか」

「いや、もう少しの間、部長でいてくださいって」

　鳥羽が、割り箸ばしを割りながら声をかける。

「アンタ、自分が部長やりたくないだけでしょ」

「うるせー。だったらお前がやれよ、七尾！」

「うん。断る」

　爽さわやかに頷きつつ、七尾は自分の弁当箱の包みを解く。小さな弁当箱に、ちんまりとしたおにぎりと、色とりどりの細かいおかず。結構マメなやつだ。

「それ、自分で作ったんですか？」

　地べたの愛華が、自分の弁当箱を開けつつ、質問した。

「そーよ」

「七尾先せん輩ぱいって、中学の時から、そういうの得意ですよね」

「うるせー」

　何な故ぜかブスッとした顔になり、弁当箱を持ってそっぽを向く。蓋ふたで弁当箱の中身を隠かくし、『まるで』内気な女子高生みたいな食べ方。

「見とれているな、透くん！」

「ぎゃああああああああ！」

　自分の弁当箱を、とり落としかけた。不意に声をかけてきたのは、勿もち論ろん、

「見とれていたな」

　遊也だった。

「何言ってんですか」

「見とれていた」

「見とれてません」

「うっさい！　兄貴！　余計な事言ってんな！」

「なぜ怒おこる。妹」

「黙だまれ」

「怖こわいぞ。昔は『カリンはねー。将来は、おにいちゃんのお嫁よめさんに』などとグボォッ」

　内臓を射い貫ぬく鋭するどいボディブローを食らい、遊也は撃げき沈ちんした。

　音もなく、崩くずれ落ちる遊也。しかし、透は、それを、見なかった。

「かりん…………？」

　思わず、声を出した。

「お、知らなかったのか。透」

　鳥羽が、卵焼きを食いつつ、口を開く。

「まあ、そう言えば、コイツ、中学辺りから、名前言わなくなったな」

「おい！　鳥羽！　余計な事言うな！」

　七尾の鋭い声を無視し、鳥羽は言った。

「こいつの、名前」

「へ？」

「七尾、花か梨りん」

「言うなっつってんだろ！」

　叫さけびと共に、七尾は鳥羽の喉のどに、見事な地じ獄ごく突づきをキメた。「ぐほぉあああああ」と篭こもった悲鳴と共に蹲うずくまる鳥羽の後頭部を、そのまま右手でグイっと押おさえこむ。

　その顔を見つつ、透は、しみじみ、呟つぶやいた。

「かりん……ねぇ」

「何だよ！」

「かりんちゃん」

「ちゃんつけんな！」

　力ずくで鳥羽の頭を押さえたまま、そっぽを向きつつ、また、いつもの乱暴な言葉遣づかい。

「いや、可愛かわいくていいじゃん」

「うるさいっつってんだろ。だからヤなんだよまったくどいつもこいつも」

　何かあまり、本人は気に入ってないようだ。

　結構、似合ってると思うんだけど。勿論口には出さず、透は思う。

「そっ…………それより！」

　鳥羽を投げ捨てつつ、七尾は、焦あせったように、隣となりに座る蒼あおいに声をかけた。

「それより、さ。えーと……みーちゃん！」

「………………………………なに？」

「えーと。そ、そのお弁当さ、」

　蒼の弁当は、サンドイッチ。三角定規のようなパンの中に相似形のような中身が挟はさまった食物が、規則的に五つ、並んでいる。

「それさ、自分で、作ったの？」

「……………………」

　返答を考えるような間を空け、ゆっくり、頷うなずく。

「……パンは……買った…………」

「へー！　具は自分で？」

「………………………………そう」

「す、凄すごいよねー。まだ、日本の料理とか、あんまり知らないでしょーに」

「……………………」

「どうやって、作り方習ったの？」

「本で…………読んで…………ノートに、勉強…………」

「ノートを自由に使えるようになったら、初めて『自分の勉強』が、始まるのだ」

　遊也が、また性しよ懲うこりもなく復活した。

「『ノートの取り方』を教わっているようでは、まだ、勉強とはいえんな」

「どこの受け売りですか」

「ウチの教授だ」

「言い切るところが凄いですね」

「いや、それ程でも」

「褒ほめてないです」

　さっきまでぶっ倒たおれてたくせに、まったくダメージがない。

「私も、来年は、三年だ」

　七尾兄は、鼻を鳴らしながら、確認するように言った。

「教職課程も、始まるのでな。いろいろと、勉強する事も、増えていく」

「あ」

　七尾（花梨）は弁当箱を閉めつつ、小さく呟いた。量が少ないので、あっという間だ。

「やっぱ、今の大学で教職取るの？」

「ああ」

　大学二年生の青年は、妹の言葉に大きく頷いた。

「来年は、ここに実習に来るかも知れん。今日は、その下見もかねてな」

「頼たのむから、問題とか起こすなよ」

「君は兄をどう思っているのだ」

　遊也は、憮ぶ然ぜんとした顔で言い返した。

　そして、そのまま、こちらを、すっ、と、見つめてくる。

「…………何ですか」

　真ま面じ目めな顔をすると、この人は絵になるなあ。余計な事を考える。

「透くんの父は、」

　透は、つい、目を逸そらした。

「立派な教師だった、そうだな」

「なんで、そんな事知ってるんですか」

　嫌いやな感じの言い方をしてしまった。少し、反省。

「大学の仲間が、そう言っていた」

　遊也は、構わずに断言した。

「氷ひ見みま誠こと先生の、中学での教え子だ」

「…………そうですか……………………」

「……おい、透」

　由宇が、自分の弁当を食べながら、小さく声を出した。

「…………」

「何を、黙だまり込んでいる」

　立ち上がり、大おお股またの足取りで、ずかずかと近寄ってくる。

「…………いや……………………あのさ」

　そして、問答無用。こちらの弁当箱から、おにぎりを一つ、奪うばった。

「あ！」

　そのまま、流れるような動作で自分の口に突っ込む。

「わー！」

　一気に、咀そし嚼やく。即そく座ざに飲み込む。

「何すんだお前！」

「要いらんと思ってな」

「要らん訳ないだろうがっ」

「返事がなかった」

「速そつ攻こうすぎる！　おい、返せっ」

「これは私の弁当だっ取るなっ」

「なんて奴やつだっまず他人のから食うってそれ酷いだろっ」

「お前がぼーっとしているのが悪い」

「………………………………」

　蒼が、小さく、静かに、呟つぶやいた。

「……………………仲良し……………………」

　

　長机の脇わきに置いてあった誰だれかの携けい帯たい電話が、ぴぴっ、と音を立てた。午後一時。

「総合得点は、今のところ……」

　電でん卓たく片手に得点集計表と向かい合っていた灯璃が、静かに声を出した。

「一年生が四九八点、二年生が五〇三点、三年生が、五〇七点、ね」

「接戦、だな」

　横に立つ透は、表を覗のぞき込みながら声をかける。どこが総合優勝するか、まだ全然分からない。騎き馬ば戦せんは四人一組、一位、二位、三位のチームの構成員一人ずつに、それぞれ一〇点、五点、三点の配点が与あたえられる。騎馬戦の結果、配点によって、総合優勝はどこにでも転がってゆく。なかなか、盛り上がる展開だ。

「さすが、美み空くさん」

　灯璃は、テントの隅すみに座る美空に、笑え顔がおを向けた。

「……………………」

　美空は、弁当箱をしまう手を止め、無言で顔を上げる。

「……………………」

　灯璃の顔を見て、数回、瞬まばたき。

「……………………」

「よかったね、美空さん」

　その、何か、戸と惑まどったような瞳ひとみに向け、透は、重ねて声をかけた。

「…………？」

　蒼あおい瞳は、声に反応したように、そのまま、こっちを見た。

「いや……ほら、美空さん、配点計算やってたろ」

「……………………してた…………」

「やった甲か斐い、あったじゃない」

「…………………………わたし…………」

　美空は、確認するように、静かに頷うなずいた。

「……………………よかった？」

「う、うん」

「………………そう」

　無表情のまま、また、瞳に僅わずかな意思。

「………………………………好感度は？」

「は？」

「……………………」

　時々突とつ拍ぴよ子うしもない単語を吐はくのは、チャームポイントってヤツだろうか。

「………………………………フラグ」

「旗？」

「…………イベント？」

「企き画かく？」

「………………………………」

　なんで、悲しそうな瞳をする。ワケが分からん。

「あ、ええと、だからさ、これで、騎馬戦も、盛り上がるし……」

「そうか！」

　やっと弁当を食い終わった由宇の声が、下から力強く響ひびいてきた。

「いよいよ、騎馬戦だな！」

　弁当箱を大おお雑ざつ把ぱに鞄かばんに突っ込み、力強く、握にぎりこぶしを立てる。

「今、何時だ、愛華！」

「え、えーと……」

　同じく鞄の口を閉めていた愛華が、長机の上の携帯電話を覗き込んだ。

「一時、十分ですね」

「あと二十分か！　よし！」

　元気に立ち上がり、体操服についた砂を払はらいつつ、宣言。

「一年の所へ、行ってくる！」

「え？　由宇ちゃん、行っちゃうの？」

　灯璃が点数表をしまいつつ、寂さびしそうに言う。

「午後の競技が、ある！」

　既すでに走り出していた由宇は、後ろ姿で叫さけんだ。

「あいつらと、キッチリ打ち合わせをしておかなくては！」

「あ！　由宇さん、ずるいですよ。前もってなんて！」

「特に、秋あき茂しげと池いけ村むらのヤツには、よく言っておかなければな！」

　透は、お茶二リットルペットボトルの、フタを開けた。

「秋茂は理り屈くつ屋やで、池村は脳みそ筋肉だ。あの二人、対照的ゆえに仲はいいのだが」

「池村くんて、そんな人なんですか？　意外！」

「前の練習の時もな、秋茂のフォーメーション談義に『力ずくでいいだろ』などと、やらんでいい諍いさかいを始めて、まったく進歩が」

「練習？　ちょっと由宇さん、いつの間にそんな！」

「ふふん。毎日の昼休みにな、やっていたのだ」

「あー！　もう。じゃあ、私もこれから」

「ふ！　今いま更さらやっても遅おそい！　赤あか城ぎとのハンドシグナルは、もう完かん璧ぺきなのだ！」

「ずるい！」

「私が勝つぞ！　私が一位になってみせる！」

　二人の姿が、遠ざかってゆく。

　透は、ペットボトルを、口の上で垂直に立てた。

「……では、いよいよ…………決戦…………」

「…………じゃ…………私は……で！」

　二人の声が、遠ざかってゆく。

　二人で、一年生の観覧席へと、走ってゆく。

　ペットボトルの口から溢あふれてきたお茶は、思いっきりこぼれ、体操服を濡ぬらした。

「……………………」

「おい、透、何やってんだ」

　鳥羽が、濡れた体操服を見て、呆あきれたような声を出した。

「お前、何、無茶な飲み方を」

　バン！

　長机の打だ撃げき音おんが、鳥羽の言葉を遮さえぎった。

　長机を叩たたいた左手は、物もの凄すごく痛かった。

「…………どうした」

　透は、立ち上がった。

　静かに立ち上がって、空になったペットボトルを、脇わきに投げ捨てる。

「……決めた」

「何を？」

「出る」

「は？」

　横にいた羽幌が、キモを抜ぬかれたフグみたいな声を出した。

「何に？」

「騎き馬ば戦せんに、出る」

「え、あの…………」

「倒たおす」

　空のペットボトルが倒れ、こん、と、音を立てた。



「それでは午後の競技その一、本日のメインイベント、自由参加の騎馬戦を執とり行います」

　グラウンドに据すえ付けられたスピーカーから、部長の落ち着いた声が響ひびいてきた。

「競技は、四人一組で行われます。三位までのチーム構成員が属する学年にそれぞれ点数が与あたえられますが、方式はバトルロイヤル、学年での敵味方の区別はありません。

　なお、点数配点はありませんが、卒業生の方々のご参加も、受け付けております。皆みな様さま、こぞってご参加の上、日ごろ言いたくてもいえないこと、やりたくてもやれないことなどを、この機会に大いに発散してください」

　突とつ然ぜんのアナウンサーのピンチヒッターも、そつなくこなしている。

「さすがだな」

　透は、大おお股またで入場門を目指しつつ、呟つぶやいた。

「さすが部長」

「さすが部長、じゃ無いだろっ」

　後ろから、どうにか付いてくる鳥羽が、息も絶え絶えの声を出した。

「ねえ、私、まだ、仕事残ってるんだけど」

「部長が、代わってくれただろっ」

　同じく灯璃の声に、振ふり返りもせず、足も止めず、返事。

「大だい丈じよ夫うぶ！　心配はないっ！」

「あの、透っ！」

「ノープロブレム！」

「おい、何かコイツ、変だぞ」

　息一つ乱さぬ羽幌が、ぼそっと呟く。

「積もった寝ね不ぶ足そくが、いよいよ脳活動に悪あく影えい響きようを」

「ＮＯ！」

「……だめだ……こいつ…………」

　構ってなどいられない。振り返らず、ただ前を向きながら、どかどかと二年生用入場門に向かって突つき進む。

「自由参加だから！　大丈夫！」

「おい、お前、何か、ナチュラルハイが入って……」

「ハイってる！」

　最も早はや、自分で何を言ってるのかもわからない。

「ダブルミーニング！」

　怒ど鳴なりながら、観覧席に敷しかれている座席シートのど真ん中を、どんどんふんづけて進んでゆく。適当にだらだらと座っていた連中がビクッと後ずさり慌あわてて道を空ける。今、多分、自分は物凄い形相をしているのだろう。

　知った事か。ささやかな理性を、鼻息が吹ふき飛ばす。知った事か。そう、知った事か。とっとと入場門へ言って、そしてとっとと準備だ。自分と、灯璃と、羽幌と、鳥羽。ちょうど四人で、一チーム。ちょうどいい。このチームで、参加する。そして、

　奴やつら、を、倒す。

「ち……ちゃんと……説明…………」

　灯璃が、肩かたで息をしながら、言った。

「……ちゃんと……説明しろっ…………透」

　もう既すでに瀕ひん死しの顔色となった鳥羽が、灯璃の台詞せりふの後を引き継つぐ。ええい、なんてヤワなヤツだ。そんな事で戦場に立てると思ってんのか。

「言ったろ」

　第二入退場門に、着いた。

　透は、ぴたっ、と足を止め、ぐるん、と、一八〇度、振り返った。

「騎き馬ば戦せんに、参加する」

「…………おい、お前、目が怖…………」

「いいから、準備！」

　叫さけびつつ、本部テントからガメてきた騎馬戦参加アイテム、フーセン帽ぼうと新聞棒を取り出す。

「騎馬の上は、灯璃だ。左は羽幌、右は鳥羽、そしておれが正面だ」

「お…………おい……」

　透は、入退場門越ごしに、グラウンドを見た。

　グラウンド越しに、第一入退場門を、見た。

　その向こうで、一年生が集まり始めている。一年生が、騎馬を作り始めている。

「目標は」

　その中の、一組。透は、その中の一組を真まっ直すぐ目に捉とらえ、

「アレだ」

　そして、真っ直ぐに、指差した。

「アレを、倒たおす」

「え」

　灯璃が、短く言葉を吐はく。

「由宇ちゃん？」

　指差したその先、一年生の入場門の奥おくでは、由宇が、三人の男と、騎馬を作っている。

　由宇の前の、三人の一年生……アレが……そう。たしか、池村と、秋茂と、赤城。

　上等だ。

　透は、片かた頬ほおを吊つり上げて、笑った。

　ブッ倒してやる。由宇ごと。

「な、なあ……」

（多分、こちらの笑え顔がおに）怯ひるみながら、鳥羽が聞いてきた。

「なんで、わざわざ、お前…………」

「アイツは、別のチームだ」

　透は、笑ったまま、断言した。

「おれとは、別の学年で、別のチームだ」

　口に出したら、余計に笑えてきた。

　今にも爆ばく発はつしそうな、噴ふん火かのような笑いを抑おさえつつ、透は断言する。

「だから、倒す。当然だろ」

「そ、そうだけど」

　フーセン帽を持った灯璃が、珍めずらしく気弱な声を出した。

「『だけど』、じゃない」

　透は、それに新聞棒を渡わたしつつ、真っ直ぐに言う。

「『だから』だ。『だから』倒す。文句はあるか？」

「あ…………あの、透」

　うわ。ヤバイ。意味不明の笑いに満たされた心の中、残されたほんの僅わずか冷静な箇か所しよが声を出す。ヤバイ。今の自分のこの顔は、本当にヤバイ。お前、寝ね不ぶ足そく爆発ハイテンションも大たい概がいにしろ。引いてる。灯璃がちょっと引いてるだろうが。

「…………」

「透？」

「……合宿しよう」

　脳の中が、一〇〇パーセント、笑顔で満たされた。

「は？」

「年末に、期末テスト、あるだろ」

「あ、あるけど」

「ウチで、勉強合宿しよう。皆みんなで」

「あの、何、言って」

「その時、由宇の布団、貸してやる」

「…………」

　灯璃の顔が、ぴく、と動いた。

「おい、灯璃……」

　おそるおそる声をかける羽幌の前で、

「おっしゃ！」

　灯璃は、声を上げた。

「行くよー！　鳥羽！　羽幌！　用意しろー！」

「うわ！　伝染した！」

「諦あきらめろ……鳥羽」

　二人の男は、諦めたように首を振ふる。

「よし…………」

　透は、組まれ始める騎き馬ばの下で、見つめる。

　正面に相対するは、一年生。

「行くぞ！」



「騎馬戦……スタート！」



「…………あ！」

　スタート合図の直後、それぞれの門から、まさに雪崩なだれのように各チームが溢あふれ出す。バトルロイヤルとはいえ、入り口近くでいきなり始めるヤツはいない。皆、まずはグラウンドの中央へと突とつ撃げきする。

「あ！」

　由宇が声を上げたのは、スタートより三秒後、混戦に紛まぎれて突とつ進しんしようとするこちらの姿を、その視界の片かた隅すみに入れた、その瞬しゆ間んかんだった。

「ちっ！」

　両手に握にぎる鳥羽と羽幌の片手をそれぞれ強く握り、足を止める合図。ぐわん、と背中から来る慣性の力を足で踏ふん張ばって消し、軽く舌打ち。

　早くも、気付かれた。なかなか目ざとい。気付かれない間に忍しのび寄って不意打ちの案は、早くも、これで封ふうじられた。

　──が。

　由宇騎馬は、まだこちらに側面をさらしている。依い然ぜん、有利！

「──あか」

「方向！」

　こちらが、騎馬の上の人物の名を呼ぶより先に、

「方向転てん換かん!!」

　由宇は、指揮者のように新聞棒を掲かかげ、即そく座ざに叫さけんだ。

「右だ！」

　力強い叫びに応こたえ、下の騎馬がスムーズに重心移動。こちらが接近するまで、僅か数秒。その間に、ざっ、という美しい音を立てて由宇の騎馬が九〇度、見事に方向を変えた。刹せつ那なの時間で状じよう況きよう判断、迎げい撃げき態勢。見事なコンビネーション。二の手も、失敗だ。透はまた合図を送り、騎馬の足を止めた。

　また、心の底から、笑えみの感情が、湧わき上がってくる。

「どういう、つもりだ」

　一年生の騎馬の上、まさに武将のように得え物ものを構えて、由宇は静かに言った。

　周りの喧けん騒そうの中、ほんの一瞬だけ出現した、錯さつ覚かくの静せい寂じやく──

　──を、遮さえぎり、透は、叫んだ。

「戦うんだよ！」

　喧騒が、戻もどった。名も知らぬ騎馬隊が早くも崩くずれ落ちる音が、びゅんびゅんと風を切る新聞棒の音が、割られたフーセンをアナウンスする声が、世界に戻って来る。もう、全体の三分の一くらいは、早くも脱だつ落らくした。早い。

　この競技は、開始直後の乱戦がまず最初の一番の難所だ。

　だが、こいつらは、生き残りやがった。

　透は凶きよ暴うぼうな目つきで、目の前の一年生チームを見つめる。生き残った。大したもんだ。最初に不意打ちロックオンされ、しかし生き延びて、こうして、正面に敵を捉とらえた。

　大したもんだ。でも、ここまでだ。ここで、ブッ倒たおす。改めて、決意。

「行くぞー！」

　透は、叫んだ。

「望む所だ！」

　応える由宇の声に、騎馬が動く。

「愛華！」

　突撃の形相で、右手に新聞棒を振ふりかざしたまま、由宇は叫ぶ。

「一時休戦！　灯璃を倒すぞ！」

「なっ…………」

　誤算。気づいた時は、遅おそかった。

「敵の首しゆ魁かいは、灯璃だ！　灯璃を、倒せ！」

　左に、愛華の騎馬。視覚情報が脳に到とう達たつしたときは、手て遅おくれだった。

「了解っ！」

　愛華の声が、左から響ひびく。

「しまった！」

　伏ふく兵へい。すぐ近く。すぐ左に──もう、一騎き。なんで、こんな所に！

　避よけ────

「避けない！」

　透は、叫んだ。自分と由宇は激げき突とつ寸前、それに、愛華が左から。つまり、

「退ひかない！　突撃！　前へだ！」

　退いても避けてもいけない。このまま突撃。由宇と一対一、これが、ベストだ！

「正面！　電でん撃げき戦せんで決着！」

「おい！　無茶すんな、透！」

「戦いってのは、無茶なんだよ！」

「今のお前とは、会話が成り立たん！」

「成り立たせようとすんな！　灯璃！」

「なに！」

　怒ど号ごうと歓かん声せいの中、灯璃は、確かな答えを返してきた。

「構えろ！　得物！」

「お──!!」

「負……」

　こちらの気き迫はくに、一瞬の戸と惑まどいも見せず、

「負けるか！」

　由宇も、叫び返してきた。そして、長い赤あか髪がみを振り乱し、にやり、と、笑みを浮うかべる。

「池村！」

「ＯＫ！」

　由宇の下で、池村とやらが、力強く返事した。

「迎げい撃げきだ！」

「分かった！」

　接せつ触しよく、交こう錯さく。

　ズバッ！　と、空気を切り裂さく新聞棒の鋭するどい音、そして──

「まだッ！」

　上から、灯璃の声。まだ。まだ、やられてない、か。それとも、まだ、仕留めてない、か。どっちだ。どっちでも、同じだ。

「羽幌！」

　名前を呼んだだけで、反応は返ってきた。後ろから、左方向の力が加えられる。力に身体を預ける。騎き馬ばが、無理矢理な動きで重心移動、左へ、

　ひゅん──左耳の近く、すぐ傍そばを、何かが掠かすめていく。由宇の一撃。間かん一いつ髪ぱつだった。重心移動が少しでも遅おくれれば、仕留められていた。大したものだ。あの直後、こちらより早く体勢を立て直し、そして、もう一撃を繰くり出してきたのか。

　だが…………

　透は、笑いの息を、吐はき出した。

　だか、届かなかった！

　その、決死の一撃は、今、こうして空を切った！

「もらった！」

　由宇は、次の攻こう撃げきまで、数秒かからない。それは、知っている。

　由宇は、次の攻撃まで、数秒かかる。それは、知っている。

　そして、灯璃は、その隙すきを逃のがさない。それも、知っている。

「や──」

　ばーん！　という、鋭い、小気味のいい音が、すぐ上で響いた。

　やった。耳と、そして身体全体でその音を感じつつ、心の中でガッツポーズ。

　やった。灯璃の新聞棒が、今、まさに、由宇の……

「透！」

　そんな事を、考えていたせいで──

「避けて！」

　灯璃の声に反応するまでに、数すう瞬しゆん、時を要した。

　すぱーん！

「あ！」

　灯璃の、悲痛な叫さけびと共に、

　彼女の頭上の風船が、割れた。

「あ…………」

　透は、それを、自分の耳で聞いた。

　知らなかった。

　由宇が、更さらにあそこから灯璃の一撃をかわし、反撃してくるなんて、知らなかった。

　由宇の騎馬が、それ程の機動性を持っているなんて、知らなかった。

　由宇に、それほどの事が出来るなんて、知らなかった。

「やっ…………」

　頭上から響ひびく歓かん喜きの声は、由宇の声。

「やった────！」

　その声を、落ち着いて聞いている余よ裕ゆうは、なかった。

　騎馬の上から、妙みような方向の力が、かかってきた。何かが、上から、降ってきた。

　灯璃の身体だった。由宇の新聞棒の直撃を食らい、バランスを崩くずした騎馬が、崩れる。

「わ」

　上から降ってくる、灯璃の体を支えようとして──

　透は、上を見た。

　その、一いつ瞬しゆんの光景は、多分、一生、忘れないだろう。

　秋の日、太陽の中、右手に新聞棒を掲かかげて、満面の笑えみを浮うかべる、由宇の姿。

　そう……

　知らなかったんだ。

　その一瞬から、四人一いつ緒しよに地面に墜つい落らくするまで、ほんの数秒間も、なかっただろう。

　その、僅わずかな時間で、透は、確信した。

　…………大した、ものなんだ。

　由宇は、大したものなんだよ。

　ばしゃっ、と、背中が、水みず溜たまりに触ふれた。

　体操服越ごしに、冷たい泥どろ水みずの感覚。泥に、汚よごれた。

　けど、そんな事は、気には、ならない。

「二年生、灯璃グループ、敗退！」

　山やま田だ先生のアナウンスが、グラウンドに響く。

　それを、透は、地べたで聞いた。

「あー」

　灯璃が、フーセン帽ぼうを外しつつ、ため息をつく。

「負けちゃった」

「ったく……わざわざ出てきて、一いち撃げき死かよ……」

　鳥羽が、ぶつくさ言いながら、起き上がる。

「けど」

「楽しかったよ、ね」

「…………まあ、な」

「ああ」

「うん」

　三人で、頷うなずいて──

　そのまま、由宇の方を、悠ゆう々ゆうと去っていく由宇の騎き馬ばを、見る。

　そう──

　透は、その後ろ姿を見て、更に、笑った。

　あいつは、もう、あれくらいの事は、出来るんだ。

　学校へ行って──高校生になって──

　そして、友達も、出来たんだ。

　ああして、元気に、高校生に、なっているんだ。

　よかった。

　心の底から、思う。

　由宇が、学校へ行けて、本当に、よかった。

「何、笑ってんのよ、透！」

　こちらの背中を、灯璃が後ろから思い切り叩たたいた。

「痛いよ」

「ごめん」

「………………でも、いい」

　透は、呟つぶやいた。

「よかった」



「一年生チーム、まさかの大だい健けん闘とう！　総合優勝は一年チームに決定か？　しかしいよいよ競技はこれからがクライマックス！　この戦いの場に最後に立っている者は、一体！」

　グラウンドの生存者がその数を減らすに反比例して、山田先生のアナウンスがだんだん熱を帯びてくる。

「では、これにて、休戦は終わりだ！」

　由宇はフーセン帽の緒おを締しめ、新聞棒を振ふりかざしつつ、叫さけぶ。

「行くぞ！　愛華！」

「きなさい！」

　敵を屠ほふった由宇騎馬だけを見つめ、正面、愛華騎馬が吠ほえる。

「突とつ撃げきー！」



　すぱーん！

　二位の風船が、割れた。優勝が、決まった。

「……………………」

　数秒の、沈ちん黙もく。

「そこまで！」

　そして、アナウンスが、グラウンドに、響ひびく。

「勝者は……！」



    

  
    
      七章　密接





「ねえ、コレって、どこに片付ければいいんだっけ？」

　今日一日の勤めを終えたレコーダーを右手に提さげて、灯あか璃りは言った。

「あ……それ多分、東校舎の音楽倉庫だよ」

　本部テントを固定する紐ひもを解きつつ、羽は幌ほろが答える。

「そう。ありがと……ついでに、何か持っていく物とかある？」

「音楽ＣＤ、持って行ってくれ。灯璃君」

「分かりました」

　レコーダーを右手に提げ、部長から渡わたされたＣＤケース入れを左ひだ腕りうでで抱かかえ、灯璃は本部テントを後にしてゆく。

「この長机は、どこから出したんだよ」

　テントの中では、鳥と羽ばが長机を持ち上げている。

「全部、部室の備品だよ。ちゃんと机の脚あし、雑ぞう巾きんで拭ふいてから入れろよ。砂がついてる」

「相変わらずこまけーな。七なな尾お」

「うるせー！　お前はいつも大おお雑ざつ把ぱ過ぎるんだよ！」

「あ、由ゆ宇うちゃん、二人でこの机、運びましょう。そっち側、持ってください」

「む……こんなもの、『私の力』を使えば、一人でも楽に」

「学校では『制限回路』の解除はダメです。約束ですよね」

「むう」

　唸うなる由宇に向け、愛あい華かは軽く口を尖とがらせた。

「……さっき、解除しようとしたでしょ？」

「あ…………いや、あれは……」

　珍めずらしく、気まずそうに目を逸そらす。

「総合得点発表の、少し前です。騎き馬ば戦せんのあと」

「あれは…………少し……」

「まったく、もう高校生なんだから、聞き分けてくださいよ」

「し、しかし愛華、アレは」

「最初の約束は、約束でしょ？」

「し、しかしっ」

「ダメです」

「くっ…………」

　由宇と愛華が、二人で一つの長机を担かついで、部室へと歩いていく。

「ほら、グラウンドのここ、由宇ちゃんの足の跡あとが残ってますよ。これ、もう溝みぞになってるじゃないですか。まったく、子供なんだから……」

「お前が無茶な引きずり方をしたからだ」

「由宇ちゃんがあまりにもくずったから、力ずくで引っ張ってくしかなかったんです」

「わ、私は、」

「勝敗でわめくなんて、子供ですよ……勝負ごとってのは、もっとクールに」

「あ、愛華！　だいたい、勝敗は……」

「ほれ、鳥羽。お前も、そっち持て」

　七尾と鳥羽も、二つ目の長机を持って、二人の後に付いて行く。

「あと片付けって……」

　透とおるは、観覧席に敷しかれたシートを畳たたみつつその光景を見て、しみじみ呟つぶやいた。

「めんどくさい……な」

　午後の競技、騎馬戦も、その後のフォークダンスもつつがなく終わり、体育祭は終しゆう了りよう宣言。時刻は午後四時を回った。

　見上げる西の空は橙だいだ色いいろに染まり、遥はるか遠山の峰みねからは少しばかり雲が湧わき出し始め、雲間からの落日の光がグラウンドに長い影かげを落としている。汗あせと埃ほこりに夕暮れが染み込み始めた空気の中、部員と有志たちによるあと片付け。

　膨ぼう大だいな量の用品・道具の整理と始末は、結構時間がかかる。

「私は、関係ないはずなのだが」

　シートの向かいの端はしを持つ遊ゆう也やが、真顔で声を出した。

「午後の競技、参加してたじゃないですか」

　バサッ、と音を立て、大きなシートを捲まくり上げる。

「騎馬戦に出たのは、単なる成り行きだ」

「フォークダンスも、出てたでしょう」

「アレは、妹のヤツに無理やり引っ張られた」

　フォークダンス開始宣言から音楽スタートまで、人々に与あたえられた時間は五分間。

　何よりも長く、そして何よりも短い、さり気ない策さく謀ぼうと何気ない欲望が渦うず巻まく、そして或あるいは特に何モノでもない、ごく普ふ通つうに経過し消えていく五分間。

　七尾は、その五分間の開始直後、いきなり兄を引っ張って行った。

「あいつは、男子と一対一というのが、苦手でな」

「そうですか」

　さっさと安あん牌ぱいを取って、いち抜ぬけた、って事なんだろうか。

「断じて、兄の目付け役を買って出た訳では無いぞ」

「分かってるんなら話は早いですね」

「何だか、引っかかる物言いだな」

「気のせいです」

「体操服女子とのフォークダンスなど、卒業したらそうそう出来んというのに」

「そりゃまあ」

「金を出さねば、出来ん」

　どこの店で、どういう金を出すつもりなんだよ。

「なんで、妹などと踊おどらねばならんのだ」

「妹と踊れただけでも、僥ぎよ倖うこうだと思いますが」

「君は、まったく歯に衣きぬを着せないな」

　捲り上げたシートを、二人がかりで二つ折り。それぞれシートの両端を掴つかんで、近寄っていって端を合わせる。モノがでかいから、一人だとうまく畳めない。

「特に、十五歳さいの少女とのフォークダンスなど、金を出してすら」

「アンタもういいから帰れよ」

「由宇君の姿が、見えなかったな」

　聞き流しやがった。

「フォークダンスの時、由宇君はどこへ行っていたのだ」

「さあ」

「何やらぐずって、愛華君になだめられていたようだが」

「どこ行ったんでしょうね」

「最後は、力ずくで引っ張っていかれたな。グラウンドに足で溝をゴリゴリ掘ほりつつ」

「何やってたんでしょうね、二人で」

　シートに、二つ折りの折り目をつけつつ、透は口を開いた。

「始まる時はいたから、どっかで参加はしてたと思いますよ」

「折角、楽しみにしていたのに。初めはまあ妹で我が慢まんするとして、その後の相手変へん更こうローテーションを計算してうまいこと」

「あいつは、一年生ですから」

　二つ折りの更さらに両端を、二人で掴んで四つ折り。そろそろ、小さくなってきた。

「同じ学年の付き合いも、あるんですよ」

「ほお」

　遊也は、四つ折りシートの端を持ち、八つ折の準備をしつつ、息を吐いた。

「クラスの友達だって多いんですから、誘さそわれる事だって、あるでしょうよ」

「まあ……な」

「総合優勝は、一年生だったし」

　騎き馬ば戦せんの得点により、総合優勝は、一年生が持っていった。

　一位が一年生、二位が二年生、三位が三年生だ。何だかんだ言っても毎年三年生が強く、一年生が優勝というのは珍めずらしいらしい。そのおかげで、一年生フォークダンスは、まさに祝勝会みたいなノリだった。

「一年の方は、楽しそうでしたね」

「ふむ。楽しいのは、いい事だな」

「本当です」

　八つ折りを、更にもう一回。十六つ折り。そろそろ、一人でも折れるサイズになってきた。

「由宇君と愛華君の、騎馬得点のおかげか」

「最終的には、それが決定点でしたね」

「由宇君は確か、二位だったな。なかなか、取れる順位では無い」

「順位なんか、殆ほとんど運絡がらみですって。即そく席せきチームが、するっと一位を取っちゃったりもするんです。でも、アレですよ、アレ。『参加する事に意義がある』って、ヤツです」

「そうか」

　そうだ。透は、一人、頷うなずく。

　由宇は、参加した。それは、とても、意義のある事だ。

「そう言われてみれば、大体皆みな、同学年同士、近くの者同士で踊っていたな」

「こういう場って、皆の目もありますし。特別な相手を誘うとかは、難しいですよ」

「何か、思い当たる節でも？」

　聞こえなかったフリ。

「結局、友人同士で踊ろうかって感じに、なるんじゃないですか？」

「ああ、成程。それで、透君の相手は……」

「……………………」

　ざりっ。

　遊也の台詞せりふの途とち中ゆう、背後に土を踏ふむ足音を感じ、透は振ふり返った。

「………………………………」

「あ、美み空くさん」

　青いポニーテールの子が、背後に立っていた。

　いつも通り、無言だけど、足音や存在は、ある。

「………………………………」

　立ったまま無表情で、でも、何かを訴うつたえかけるような瞳ひとみ。

「どうしたの？」

「……………………これ……」

　その手には、束ねられたロープが握にぎられている。運動場の鉄杭くいに通され、競技場と観覧席を仕切っていた、長いロープだ。

「……………………」

「あ、そのロープ、片付けに行くんだね」

「……………………」

　僅わずかに、頷く。最近、この子とのコミュニケーションが、少し取れるようになってきた。

「それさ、確か、体育倉庫にあったヤツだよ」

「……………………体育倉庫」

　蒼あおい瞳が、瞬まばたきをした。

「そう。体育倉庫。……場所、知らない？　ええと、あの」

「…………知ってる……」

「あ、そうだっけ」

　思い出した。そう言えば、そうだった。この子は、体育倉庫の場所を、知っていた。

「八月に……八月の、終わりに…………」

　そう、八月の末。あの、『タクミ』とかいう男は、そこに、潜ひそんでいた。

　それを、この子が、撃げき退たいした。もう、ずっと昔の記き憶おくだ。

「……………………あなたと、わたしが…………一いつ緒しよに、戦った……」

「そうそう。そこだよ。あの倉庫」

「……………………覚えてる？」

「あ、いや、勿もち論ろん」

「……………………」

　美空は、やっぱり無表情のまま、何な故ぜか、軽く頷いた。

　そして、唐とう突とつに踵きびすを返し、足早に去ってゆく。

「……あの子は」

　折おり畳たたんだシートを両手で担ぎ上げつつ、遊也は呟つぶやいた。

「いつから、この学校に？」

「あ、九月からです。二年生ですよ。おれと、同じクラスで……

　えーと、帰国子女でして、まだ、あまり、日本には慣れてなくて」

「そうか」

「まあ……日本に慣れてない、ってのは、本当です」

「確かに、そのようだな……ところで、このシートも、体育倉庫でいいのだな？」

「そうですけど。あ、いや、おれが、片付けて来ますけど」

「いや、私が行ってくる！」

　両手でシートを抱かかえたまま、器用に右手の親指でガッツポーズ。

「私が、体育倉庫に、な！」

　すげえ元気だ。

「ポニーテールは、いいぞ」

　やっぱりですか。

「君だって、ポニーテールは好きだろ」

「いや、無論、嫌きらいという訳では」

「清純さと活発さの絶ぜつ妙みようなバランスを感じるだろう」

「セーラー服との取り合わせが、また最高なんですよね」

「いい目の付け所だ。やはり、君は違ちがうな」

　最近、この人とも会話が成り立ち始めた気がする。

「特にあの子は、あんな華きや奢しやな体で、素す晴ばらしい運動神経と状じよう況きよう判断力だ。そこがまた」

「それは……そうでしょう、ね」

「下で騎き馬ばになっていたから、よく分かった。あの子の動きは物もの凄すごかったぞ」

　遊也さんは、蒼あおい騎馬の下の一人として、騎馬戦に参加していた。

「……格かく闘とう技ぎでも、やっているのか？　あの子は」

「いえ、格闘技という訳では、ないですが」

「しかし、フォークダンスはぎこちなかったな。まるで、本で学んだ事の実技教習みたいな按あん配ばいだった」

「よく見てますねえ。妹と踊おどってたんじゃないんですか」

「妹越ごしに、君の背中に向けて嫉しつ妬とと憎ぞう悪おの視線をずっと向けていた」

「真ま面じ目めな顔で言わないでください」

「ポニーテール少女とフォークダンスだと。何と羨うらやましい」

「発言がストレート過ぎですってば」

「覚えていろよ！」

「なんで捨て台詞ぜりふ」

　そう……そういう事に、なった。

　シートを抱え、走ってゆく遊也の後ろ姿を見つつ、透は思い出す。

　騎馬戦の終しゆう了りよう、総合得点の発表、そしてフォークダンスの開始アナウンス。ある者はそわそわと、あるものはいそいそと、互たがいを牽けん制せいしつつ、何となく浮うき足立った時間と空間。自分は、その中、ごく落ち着いた動作で──ごく落ち着いてるように見えそうな動作で──多分、そこにいる他ほかの全員と同じような動作で──

　少し、周りを見回してみたりしていると……

　いつの間にか、正面に、蒼美空が立っていた。真まっ直すぐに、こちらを見ていた。

　いつもみたいに、真っ直ぐに立って、真っ直ぐな瞳ひとみで、こちらを見ていた。

「……………………」

　そう、ちょうど、今みたいな、こんな感じで。

　そして、そのまま、フォークダンスが始まって……

「……………………」

　って。

「あ。お帰り。美空さん」

　蒼美空が、目の前に立っている。ロープを、片付けてきたらしい。

「ご苦労さま。ちゃんと、場所分かった？」

「……………………」

　微かすかに、頷うなずく。

「遊也さんは？　会わなかったの？」

「……………………知らない」

　今度は、誰だれの後を付いていったんだろう。

「……………………」

　ま、いいや。

「こっちも、シートは終わったし、次はさ」

　辺りを見回す。次の仕事は……と。

「本部テント、片付けようか」

「…………………………………………ん…………」

「えっと、それじゃあさ」

　言って、先導するように一歩、本部の方へ近づく。

「……………………」

　美空は、付いてこない。

「……………………」

　ずっと、突つっ立っている。

「…………美空さん？」

　足を止め、振ふり返って、美空の顔を覗のぞき込む。

「どうしたの？」

　なんだか。声をかけながら、思う。

　何だか──いつもに比べ、さっきに比べ。視線がボーっとしているというか、

「ねえ、ちょっと、美空さん」

　身体ごと振り返り、その全身を見る。

　……そういえば、さっきは気付かなかったけど、何となく、立ち方というか、姿勢が、いつもと違うような。

　いつもはスレンダーな体でスラッと、まるでモデルみたいに真っ直ぐ立っているのに、今は……なんだか、ちょっと、芯しんが崩くずれているというか……

「……………………大だい丈じよ夫うぶ」

　蒼美空は、熱っぽい息を吐いた。

「え、大丈夫、って」

「大…………」

　その瞳が、目に見えてぐらついた。

「あ、ちょっと！」

　一歩近づき、湿しめった瞳の上、小さな額に、そっと、左の手のひらを当てる。

「…………！　っ！」

「うわ！」

　思わず、声を出す。手のひらに、異常な感覚。熱い。異常に、熱い。あの時は、冷たかったのに。

「ち、ちょっと、美空さん」

　体温が少し高くなってる、ってレベルじゃない。まるで、オーバーヒートした機械みたいな、普ふ通つうじゃない、異常な高熱。

「あの、ちょっと、美空さん、具合が」

「…………大丈夫」

「で、でも」

「わたし…………」

　ぐら、と、額の位置が、低くなった。

「あ！」

「……………………」

　足が、もつれた。

「美空さん！」



　携けい帯たい電話は、本部のテントに置きっぱなし。音楽倉庫や部室へ片付けに行った皆みなは、まだ、帰ってこない。周りに知った顔はいない。先生もいない。

　とりあえず、保健室へ連れて行こう。力の抜ぬけた蒼の体を支えつつ、透は決断した。

「……ねえ」

「……………………大……じょ…………ぶ」

「今、保健室に」

　そのまま、よっこいしょ、とばかりに背中に背負う。結構、重い。密ひそかに、思う。身長の割りに、かなり重い。中身が詰つまっている感じ。

「あ、あの……」

　背中で、体温を感じる。長い髪かみの毛が首筋に触ふれ、少しくすぐったい。

「わたし…………」

「ちょっと、声も、変」

「……わたし…………身体……大丈夫」

　声が、物もの凄すごく弱々しい。全然大丈夫じゃないぞ。急いで校舎へと走る。何でだろう。さっきまで元気だったのに。ほんの二時間ほど前、騎き馬ば戦せんで大だい活かつ躍やくしていたのに。

　騎馬戦で一位を取ったのは、この子だ。

　この子が、この子の騎馬が一位になった。

　騎手である美空と、そして、それに緊きんき急ゆう招集をかけられた三人の騎馬（無言で、ぐいぐい引っ張って行ったらしい）七尾兄妹と、そして部長。

　急ごしらえの寄せ集め軍は、騎手である美空の指示に従って、まるでゲリラのように気配をたくみに喧けん騒そうに紛まぎれて消し、潜ひそみ、そしてチーム数が少なくなって場が落ち着き始めた頃ころ絶ぜつ妙みようのタイミングで動き出し、ちょうど場に残った最後の一チーム……崩れ落ちる愛華騎馬の前で勝利の雄お叫たけびを上げる由宇騎馬に向けて、完全な死角から、さながら人外の特とく殊しゆ部隊のように、強きよう襲しゆうした。

　由宇が二位、愛華が三位。両者の撃げき墜つい時間差は、数秒もなかった。

　途とち中ゆうからアナウンスが山やま田だ先生に代わっていたのは、そういう理由だったらしい。

　山田先生による終しゆう了りようアナウンス後、「折角勝ったのに勝ったのにフォークダンスが」とか何とか全力でぐずる由宇を、何な故ぜか勝ち誇ほこった表情の愛華が「はいはい最初に『一位を取ったら勝ち』の約束でしたからね今回は引き分けですほらこっち来て離はなれて離れて」と笑いながら、全力で引っ張っていった。

　その光景を背中にしれっと受け流し、この子は、フォークダンスの場に、出現した。

　その頃ころは……まだ、元気だったのに。なんで、こんなに、急に。

「あ、ほら、もうすぐ保健室だから」

　保健室は、西校舎一階。昇しよ降うこ口うぐちをくぐり、下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえ、廊ろう下かを右へ曲がった突つき当たり。

　美空をおぶったまま「すいませーん」と声を出し、戸を引く。

　戸は、あっさりと開いた。鍵かぎは、かかっていない。

　中へと入る。中は、当たり前だが、ごく普通の保健室。事務机、医いり療よう品ひんの入った棚たな。後ろの病室を仕切るカーテン、視し診しん用の椅い子す、脇わきにある洗面所と、上に置かれた洗面器。

　だが、部屋の主は、いない。

「あれ？」

　部屋は、無人。保健の先生が、いない。

「どこ、行ってるんだよ」

　後ろ手に戸を閉めつつ、呟つぶやく。ひょっとして、もう体育祭は終わり、仕事は終わり、って事で、とっとと帰ってしまったのだろうか。

　とはいえ、このままＵターンして出て行くわけにも行かない。とりあえず病室のカーテンを開け、中の病びよう床しようスペースへと入る。カーテンと間仕切りで仕切られた病床スペースには、白いシーツをかけられたパイプベッドが一つ、置いてある。

　そこに美空の体を横たえ、そして、射さし込む西日を避さけるため、窓のカーテンを下ろす。

「ちょっと、待ってて」

　声をかけ、仕切りカーテンをくぐって診しん察さつ室しつへと戻もどる。棚を勝手に開け、救急箱を取り出す。ええと、額に貼はり付ける冷れい却きやくシートは……と、

「ない」

　口に出して言い、救急箱を元の位置に戻す。人もいない、道具もない。どうなってるんだ、一体。救急箱を突っ込む棚のその隣となりには、白いタオルが置いてあった。

　いいや。これで。

　思ってその腕うででタオルを取り、脇の洗面所の蛇じや口ぐちを捻ひねって水を出し、タオルを濡ぬらす。これでとりあえず額を冷やしておいて、そしてその後、誰だれかを探しに行こう。決めて蛇口を閉め、タオルを絞しぼって病室へ戻る。

　パイプベッドの横に立ち、右手にタオルを持って、寝ねている美空の額に、左手で触ふれる。

「熱っ……！」

　何だか、さっきより更さらに体温が上がっているような。なんで、こんなに急に、一気に。

　これは、いよいよ一刻の猶ゆう予よもなさそうだ、一刻も早く……

　そこまで、考えて、美空の額から手を離し、

　そして、やっと、気付いた。

　美空は、パイプベッドの上で、シーツを上に掛かけられ、仰あお向むけに寝ている。

　白い肩かたが、むき出しになっている。

　シーツから首と肩を出した美空、その両肩の、肌はだ色いろが、見えて、

「ごめん！」

　こっちがタオルの準備をしている間に、上着を脱ぬいだらしい。

「気付かなかった！」

　右手のタオルを、べしん！　と音を立てて額に置き、慌あわてて後ろを向く。網もう膜まくに残る、まさに新雪のような肌はだの色。あわてて記き憶おくから消去しようとして、更に、気付く。

　むき出しの肩……って、事は、

　下着も。

「…………」

　なんで、そんなに熱いんだよ。最初は、そう思った。

　そんなに熱が高くなったのか。そんなに熱くなったのか。そんなに熱いのか。服を着ていられないくらい、熱いのか。ここにおれがいるのに、脱いでしまうくらい熱いのか。

「い…………」

　引きつった声が、やっと、喉のどから絞り出た。

「急がない、と」

　口に出して言わなければ、自分が、物もの凄すごい事を、考えてしまいそうだった。

「以上で、第三十一回十とつ葉は高校体育祭、全ての後片付けを終わる」

　校庭のスピーカーから聞こえる部長のアナウンスが、ここまで響ひびいてくる。

「なお、本日の放課後部活は全て休みとなり、午後六時には下校となる。各人、それぞれ高校生の自覚を持って行動し、また、明日、元気な姿で登校しよう」

　芝しば居いがかったアナウンスが、保健室にまで響いてくる。

　透は、聞いていなかった。

「大丈……夫…………」

　白いシーツだけに包まれている、蒼あおい少女の声だけを、聞いていた。

「わたし……身体…………」

　何を、言い出すんだよ。

「……………大だい丈じよ夫うぶ…………」

　少女に背を向けた姿勢のまま、何な故ぜか身体がこわばって動かない。動かない身体の代わりに、頭だけが異様な速度でカラ回り。

　何を、言ってるんだよ。

　身体は……大丈夫……って、何だよ。

　あ。そういえば。突とつ然ぜん、思い出した。浅あさ黄ぎさん、前に言っていたような。この子は、考えすぎるとオーバーヒートしちゃうとか。ひょっとして、今のコレはそういう事なんだろうか。何か、慣れない事を、答えの出ない事を、公式や知識ではどうしようもない事を一人で考え、そして、ぐるぐるしてオーバーヒートして、そして、熱を出してぶっ倒たおれた。

　い、いや、そんな事、どうでもいい。思い直す。

　そう、身体が、大丈夫。つまり、『わたしは健康だ』って言ってるんだ。きっとそうだ。断じてそうだ。それ以外の意味など、ありえる筈はずがない。

　……でも、そんなの、本人が言ってるだけだからな。うん。もしかしたら、単なる、急な病気なのかもしれない。服を着ていられないほどの高熱が、いきなり出る病気。聞いたことないけど、そういう病気だって、きっと、世界のどこかにはあるだろう。うん。そうに違ちがいない。だから、一刻も早く、保健の先生を、

　そう、一刻も早く、捜し出さないと、捜しに行かないと、ここを出ないと、

　とても、まずいことに。とんでもないことに。取り返しのつかないことに。

「じ、じゃあ、おれ、先生、捜してっ」

　絡からまる舌で何とか言葉をひねり出すと、初めて身体が動いた。

　震ふるえる足をそっと動かし、ベッドから、この場から、遠ざか……

「ほっ、保健の先生を、すぐにっ」

　遠ざか…………れなかった。

　左手に、そっ…………と、温かい、熱い、肌の感かん触しよく。

　掴つかまれた！

　左手を、掴まれた！

　頭ず蓋がい骨こつの内側、ヒートした脳の中心で更に、灼しや熱くねつした溶よう岩がんのような叫さけび。そして、超ちよう巨きよ大だいな警告音。なんに対する警告なのか、どんな意味の警告なのか、わけの分からないまま、警告音は鳴り響く。世界を破は壊かいするような、自分を破壊するような、物凄い警告音。

　掴まれた。掴まった。柔やわらかい肌はだ。左手を掴まれてる。服は。大丈夫って、身体が。

「……………………」

　手は、離れない。離さない。なんで。どうして。突然。そんな、

「……………………透さん」

　なっ……

「あ、あの、」

　名前を、呼ばれた。

「何、ですかっ」

　想像する。

　左手に触さわる、華きや奢しやな指の感覚。滑なめらかな肌の感触。体温の感触。そして、その先。その先、指の先、腕うでの先、その先。真っ白なシーツ、それに包まれた身体、熱っぽい顔。

　まるで、あまり人に言えない漫まん画がか何かの、都合のいい状じよう況きようみたいに、女の子……が、

「透さん…………」

　他ほかでもない、おれの名を、

「………………………………」

　この世界で、おれは、名前を、呼ばれている。

「……………………わたし…………」

「はっ、」

　自分が、この場で声を出しているのが、信じられない。

　なんで、おれは、こんな世界に、いるんだろう。

「わたし…………仲良く…………なりたい……………………」

「あ、あ…………」

「…………三ヶ月」

　三ヶ月。何が。ああ、そうか。出会って三ヶ月。確かに、三ヶ月。

「もう…………いいって、…………本に」

　何が、もういいって。出会って三ヶ月経たったから、何が、もういいって。

「部活も……………………した」

　部活した。確かに。だから、何だ。

「フォークダンスも…………」

　フォークダンスも、した。したから、どうした。

「次は……………………」

　次は、

　出会って三ヶ月、話して、同じ部活に入って、フォークダンスをして、

　そして、その次に、何を、しようって言うんだ。

「本には…………そう」

　書いてあったのか。

　だから、自分も、それをしようと、思っているのか。

「わたし……………………」

「は、はい……っ」

「……………………」

　沈ちん黙もく。重くて熱い、凝ぎよう縮しゆくされた沈黙。背中に感じる、蒼あおい視線。自分は、混乱している。自分でも分かる。混乱している。自分のものでは無いかのような脳の中で、自分のあずかり知らぬ大勢の小人たちが、統制も取れずにワイワイガヤガヤと混乱している。

「耳…………」

「は、はいっ」

　空白の脳に、不意に入ってきた音声情報は、混乱した小人たちを一気に統率した。

「わたし…………耳は……」

「はい！」

　気付いたら──

　正気に、返ったら──

　振ふり返って、右手で、美空の左耳を、掴つかんでいた。

「……………………」

　美空は、シーツに身を包んだまま、ベッドから上半身を起こしている。

「……………………」

　静せい寂じやく。

「………………………………」

　何、やってんだよ。

　見つめ合って、一拍ぱく置いて、我に返る。

「はい…………耳です」

　何、言ってんだよ。

　夕日の中、ベッドの上の女の子と、その横に立ち、その耳を摘つまむ男。

　シュールだ。シュールな光景だよ。何をやってるんだよ。

「……………………」

　掴んで……

「……………………」

　…………んで、どうするんだよ。冷れい酷こくに、自分にツッコミを入れる。

「え、ええ……と」

　とっとと、離はなせよ。

「……………………透…………さん」

　とっとと離して、部屋を出て行けよ。

「……………………と、透さ…………」

　ほら、間ま抜ぬけな構図だろ、コレ。

「……………………」

　分かってるから、もう止やめとけ。今いま更さら場を取り繕つくろおうとか、思うな。

「……………………と……」

　右手を、離せよ。

「………………………………さん…………」

　蒼い瞳ひとみが、微かすかに、潤うるみを帯びた。

「……わたし………………耳…………」

　ほら、離せ。いつまで、触さわってるんだよ。

「……………………っ……」

　ほら、嫌いやがってる。これは、いやがってる瞳だろ。いつまでも、何やってんだ。

「………………………………やめ…………」

　ほら。嫌がってる。口でも、そう言ってる。

「………………………………やめて…………」

　ほら、今、確かにそう言った。何だか、切せつ羽ぱ詰つまって……る。

「…………耳……………………」

　切羽詰って…………る、だろ。

「……………………摘まないで…………」

　さっきから、お前は、何を、やってるんだよ！

「………………わ……わたし……………………」

　お前は、さっきから、何を、してるんだよ！

「わたし…………駄だ目めって、…………言おうと…………」

　なんで、お前は、いつまでも、そこにいるんだよ！

「…………だめ……………………！」

　お前、何、するつもりなんだよ！

「………………………………わたし…………！」

　なんで、

「…………………………は」

　な、

「………………………………………………………………恥はずかしい…………」



　──ぷつっ。



「む？」

　一年生の更こう衣い室しつで、体操服を脱ぬぎながら、紅くれない由宇は、呟つぶやいた。

「どうしたんですか？　由宇ちゃん」

　隣となりで、式しき津づ愛華が、スポーツバッグのファスナーを開けつつ怪け訝げんな声を出す。

「何か、気にかかることでも？」

「いや……」

　視線を上方に彷徨さまよわせ、曖あい昧まいな返事。

「何だか、妙みような予感が」

「へえ」

「いや、根こん拠きよは、ないのだが」

「そうですか」

　じわわわわっ、と音がして、ファスナーが全開になった。

「……着き替がえたら、部室の方へ、顔を出してみましょう」



　ポニーテールを右手でわし掴つかんで、引っ張る。

「なに…………？」

　ほら、もう、予想外の顔。

「なにを……………………？」

　ほら、もう、予想外の事態。

　この子は、何も分かっていないんだ。さらさらとした髪かみの感かん触しよくを右手に感じつつ、透は、白熱した頭で、思う。何も分かってないまま、自分が何をやろうとしているのか、その意味も分からないまま、自分が何をされるのか分からないまま──何も、知らないまま、『仲良くなる為ため』には、これが一番だとか『仲のいい男女』は、絶対にこれをやっているべきだとか、そんな知識だけを鵜う呑のみにして、

　そして、

　その危険性も、その結果も、想像しないで。

「……………………わたし…………！」

　分からないまま、そういう事をして、

「…………こんな…………事……………………！」

　そんな事をしていると、そういう風にしていると、

「…………………………………………わたし…………仲良く、な」

　それで、傷つくのは、

「……………………透さん…………！」

　取り返しのつかないことになるのは、

「……………………………………………………！」

　お前だ！

「……………………………………………………いたい……………………！」





「透は、帰っていないのか？」

　部室の戸を開けて開口一番、紅由宇は、中の人物に向けて、口を開いた。

「帰ってないねー」

「帰ってきてないよ」

　中の人物、灯璃と七尾は、異口同音に応こたえる。

「ひょっとしたら、そのまま帰っちゃったんじゃねーの？　電話、かけてみる？」

　自分の携けい帯たい電話を取り出す七尾に、愛華は声を出した。

「あ、いえ、ほら、そこに、透さんの鞄かばん、ありますよ」

　部室の隅すみに、鞄が置いてある。四人の視線が、それに集中した。

　その場に忘れ去られ、置き去りにされたような、『高校生』の、鞄。

「……むう。どこへ、行ったのだ」

「あ」

　七尾が、手を打った。

「そーいや、兄貴が、何やら、言ってたような」

「へ？」

「ええと…………保健室……が、どうとか」





「駄だ目めだ」

　ポニーテールを掴んだまま、力ずくで、美空の体を、ベッドへと押おし付ける。

「駄目だよ」

「……………………」

　シーツに包まれた美空の身体、蒼あおい瞳ひとみが、下から、じっと、見つめてくる。

「………………………………なぜ？」

「なぜ、じゃない」

　透は、美空の身体から、目を逸そらした。

「そういう事は、駄目なんだ」

「……………………」

「駄目、なんだよ」

「………………………………どうして？」

「それは…………」

　それは……

「君は、分かってないんだ」

　透は、口に出した。

「何も、分かってないんだ……その行こう為いは、『よっぽどの事』なんだよ。手軽に手段として使っていいものじゃない。手軽に、仲良くなる為ために……他ほかのヤツに、差をつける為に……そんな動機でするのは、間ま違ちがってるんだ」

　言い聞かせている、みたいだ。自分で、思う。

「勿もち論ろん、おれだって、分かってない。おれにも、まだ、その行為の意味は、分からない」

　言い聞かせている相手は、自分自身だ。

「やってみれば……案外と、ごく普ふ通つうの、行為なのかも、知れない。……それこそ、本に書いてあるみたいな、『高校生ならごく普通の、平へい凡ぼんな行為』なのかも、知れない。

　けど……駄目だ。おれは、今、それをしちゃあ、駄目だと思う」

「……………………」

「駄目なんだよ。君は……まだ、そんな事しちゃ、いけない。

　……おれもだ。遊也さんも、浅黄さんも言ってた。おれには、まだ、何もない。だから、それは、間違ってるんだ。おれは、そう思う」

「でも、……………………」

　蒼い子は、いつも通り、平へい坦たんに呟つぶやいた。

「本には…………」

　その瞳は、決して、平坦な感情じゃ、ない。

「本なんか、どうでもいい」

　だから、透は、真まっ直すぐに答えた。

「そりゃあ……気には、なるけど。……けど。でも、おれは、そう思うんだ」

「………………………………」

　美空は、ベッドの中で、何度か、瞬まばたきした。

「………………………………」

　こちらの顔を見つつ、ゆっくりと、口を開く。

「………………………………わたしの、事」

「…………何？」

「………………………………」

「…………」

　そっと、おずおずと、声を出す。

「……………………………………………………どう、思ってる？」

「転校生」

「……………………………………………………」

「高校生。由宇と同じ」

「……………………………………………………」

「で、ちょっと、人より、喧けん嘩か強い、かも」

「…………わたし…………」

「なに…………？」

「……………………………………………………………………嫌きらわれて……ない？」

　不安、だったんだ。

　分かった。今、はっきりと、分かった。

　この子は、不安だったんだ。

　おれも、不安だったんだ。

「大だい丈じよ夫うぶだよ」

「……………………………………………………」

「だからさ…………その、」

　照れ隠かくしに、頭を掻かく。この先の言葉は、ちょっと、恥はずかしい。

「君は……まだ、ここへ来て、二ヶ月、なんだから」

「…………」

「もう、転校生属性は、なくなったけど……これからだよ。体育祭は頑がん張ばったし、これから、どんどん友人も出来るし、みんなとも、きっと仲良く、なれるから」

「…………」

「だから……不安にならなくても、大丈夫」

「…………」

「そんなに…………焦あせらなくても、大丈夫、だよ」

「…………」

「これから、祭りとか、期末テストとか、予定もいっぱいあるし、」

「……………………」

　美空は、黙だまって、シーツをかぶった。

「ちゃんと…………皆みなの一員に、なれるから。君も」

「……………………」

　そして、そのまま、向こうを向いて、

「………………………………」

　小さく、呟いた。

「………………………………………………………………………………………………ばか」



　ガラッ。

　保健室の扉とびらが、開いた。

「あ」

　透は、開いた扉を、保健室の扉を、見た。

「あ」

　扉の外に立っていた全員も、透の方を、見た。

　廊ろう下かから、扉越ごし、診しん察さつ室しつ越しに、開いたカーテン越しに、病室がじかに見える。

「え」

　全員の視線が、そこに集中した。

　ベッドに横たわる蒼美空と、それに覆おおいかぶさるように立つ、氷ひ見み透。

「……………………」

　時間が、止まった。

　ベッドに寝ねかされた蒼美空と、それを押おさえつける氷見透。

「ちょ」

　裸はだかで横たわる女子生徒と、それに襲おそいかかろうとしている男子生徒。

「ち、ちょ……っと……」

　光景は、明確に現状を示し唆さしていた。どう考えても、そんな感じ。

　透は、小さく声を出した。

「誤か」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

『誤解』の『か』で、時間が、動き始めた。

「あああああああああああああああああああああああああああいやああああああああ」

「あ、ちょっと待って愛華さんっ痛いですっ痛いですっはなしをっ」

「ちょっと透ッアンタ何やってんのよッちょっとなんでそんな事になってんのよッ」

「あ、その、灯璃さん、は、話をっ痛いマジやめてっ話をっ聞いてっ」

「うっ…………」

「おい何泣いてんだ七尾っ」

「……ひーちゃん……高校生なのにっ…………ぐす……」

「おい泣くなっ泣くような事なんか今は何にもっ」

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

「お、おい何だどうしたっ灯璃愛華七尾っ何があった見えないっお前らどけっ透は何をやっているっ私に見せろっ私に説明をっ」

「ちょっと離はなれなさいっちょっとこっち来てっ透っちょっと言いなさい何をここでっ」

「灯璃さんっちょっとなんでそんな馬ば鹿か力でっあっちょっとあなた本気出してる本気出してますね止やめてちょっと全力出すのやめてっマジで死ぬからっその力はヤバイからっ」

「……………………」

「ね、ほら、美空さんっあなたの口からっ真実をっ早くしてっ命とかに関わってくるからっほらっ証人ですっ証人の証言がっこの一方的で理り不ふ尽じんな裁判をッグブッ」

「あああああああああああああしまったああああああああああ」

「おいっ愛華っ一体何が起こっているおい何を騒さわいでいるっちゃんと説明しろっ」

「ああああああああああああああああああまさかこんな伏ふく兵へいがあああああああ」

「愛華っそこをどけっおいっ見えないっお前らどけっ透は何をしているっ私に見せろっ何が起きたんだおいっ！」

「ちょっと早くっ早く美空さんっおれの身体がっ大だい丈じよ夫うぶじゃなくなるから早く証言をっ」

「……………………」

「あっ美空さんっ気をしっかり持ってっ今コイツにしかるべき刑けい罰ばつを与あたえてそれから」

「ねっおれは別に何にもしてないしっちょっとやめてっマジ死ぬからっぎゃあああああ」

「…………………………………………………………………………」

「あっちょっと何なんですかその沈ちん黙もくは何ですかその瞳ひとみはちょっとマジであなたひょっとして面おも白しろがってますね笑ってますねなんでちょっといや冗じよ談うだんとか抜ぬきでちゃんと証言を身の潔白をいやああああああああああああああああああ」

「………………………………………………………………………………知らない」

「なあああああああああああああ！」





　こうして──

　高校二年生の秋は、何事もなく、

　平和に、過ぎてゆく。



    

  
    
      エピローグ・白





「八月、十三日」

　声と共に、パソコン画面のウィンドウが、開かれる。

「神かみ代しろ島しまで回収された、ネコちゃんの写真よ。ウフフフフフフ」

　画面に表示されているのは、『ネコのようなもの』。

　ネコではない。やりすぎたボディービルダーのように、異常に膨ぼう張ちようした全身の筋肉。それに耐たえ切れなかったかのようにパンパンになって破け、それでも張り付いている道化の着物のような皮ひ膚ふ、不精のように伸のび放題の全身の黒い体毛、大きくなりすぎて、自ら仕し舞まう事すら出来なくなっているに違ちがいない、前足の爪つめ。形相の変わった顔。

　かつて、ネコであった、野やじ獣ゆう。

　その額には、埋うめ込まれた『白い宝石』が、静かに、輝かがやいている。

「そして……半月、経過」

　声の主が、マウスを動かした。

　パソコン画面が切り替かわり、新しいウィンドウが表示される。

「九月、一日。『タクミ』ちゃんが、入院してきた時の、ネコちゃんの様子……ウフフ」

　ウィンドゥの中、『ネコだったもの』は、既すでに、元の姿を、留とどめていない。

　更さらに膨張するように発達した全身、既に色も分からなくなった毛皮、空腹と欠損に、苛いら立だちと憎ぞう悪おを撒まき散らす瞳。

　そして…………白く、硬こう質しつ化かし始めた、右後ろ足。

「身体の硬質化が始まったのは、この時期からネ。ウフフフフフフ」

　パソコンを操作する女は、嬉うれしそうに、笑った。

「ウフフフフフフ」

　その姿は──二十代半ばくらいの、女。女そのもののような、女。

　平へい凡ぼんな白いブラウスと黒いスカートを身につけてはいるが、その身体は、むしろその姿が扇せん情じよ的うてきにすら見えるラインを描えがいている。羽織った診しん察さつ衣い──白衣、では無い。薄うすく紫むらさきがかった紫衣──の上からですら、それが見て取れる。

「ウフフフフフフ。フフフフフ」

　男を骨ほね抜ぬきにしそうな、湿しめった唇くちびるで、女は笑う。

「笑ってないで」

　隣となりに立つ少年は、呟つぶやいた。

「続けろ。紫し暮ぐれ」

「ウフフ。灰はい人とちゃんは、せっかちネぇ。ウフフ」

　紫暮と呼ばれた女は、空いている右手で、少年の頭を撫なでた。

「止やめろよ」

「ウフフ。そんなこと言って、何だか、心しん拍ぱく数すうが上がってるヨ？」

「気色悪いんだよ」

「ン？　悩なやみ事があるなら、お姉さんが聞いてあげようかネ？　ウフフ」

「二ヶ月前は、ガキだったくせに。変態野や郎ろうが」

「フフフフフ。仕方ないよネ。オスの身体の、生理作用ってヤツかネ。ウフフフフフフフ。

　不便ネぇ。『キミたち』は。自分を辞める事も、出来ないなんてネぇ」

　笑いながら、紫暮と呼ばれた女は、更に、マウスを動かす。

「で、これが、一ヶ月前。十月一日の、ネコちゃん」

　三つ目のウィンドウに映る『ネコだったもの』は、既に、獣けものですら、なくなっている。

　その身体はほぼ白い鉱物に変質し、その瞳ひとみは、何も、映していない。

「そして……現在」

　ウィンドウを閉じ、紫暮と呼ばれた女は、視線を前に向けた。

　前…………診しん察さつ室しつには、標本室には、

『ネコだったもの』が、『置いてある』。

　獣の形をした鉱物が、ライトに照らされ、白く、きらきらと光っている。

「また、これか」

　少年は吐はき捨て、その腕うでを顎あごに当て、顔を歪ゆがめた。

「『白い鉱物』」

　この病院に、これで、『白い鉱物』は、計、五つ。

　最初の三体と、発見された『ナオヤ』。そして、これ。

「『白い人』に接せつ触しよくした者は、『白の使徒』か、『白い鉱物』になる。

　そして、『白の使徒』も、最終的には、『白い鉱物』に、なる……」

　灰人は、瞬まばたきしないまま、『ネコの形をした鉱物』を、瞳に映しつづける。

「…………『白の使徒』と、『白い鉱物』は、同じ意図で、作られている……？」

「ウフフフフフフフフフ。いい考えよ、ネ。その可能性は、高いネぇ」

「『白い鉱物化』は、彼の攻こう撃げきだと思っていたけど、違ちがうのか……？」

「ネぇ。彼は、差なんか、つけていないヨ。ただ、『白い宝石』を、渡わたしているだけ。

『白い宝石』を受け取って、ある者は『白い鉱物』に、ある者は『白の使徒』に。

　それは、受け取った者の差だヨ。ある者は『使徒』になり、そうでない者は、『鉱物』に、なる。まァ、最終的には、時間の問題。どっち道、『鉱物』が、ゴールなんだヨ、ネ」

「何で、そんな事を？」

「ウフフ。灰ちゃん、知りたい？　フフフフフフ」

「想像が付いてないなら、別にいい」

「ウフフフフフフ。でもネ。まだ、出で来き損そこないばかり。自分の事しか考えない、出来の悪い『使徒』ばかりヨ。愚おろかな出来損ないが、好き勝手に行動してるだけ。……誰だれ一人、彼の意図通りの存在には、なってくれないの。今のところは。ネ。

　彼の望む、『白い世界』は、まだまだ、遠いのヨ。道のりは、遠いのネ。ウフフフフ。

　ウフフフフフ。フフフフフフフフフ。親切が、届かないってのも、大変よネぇ。ウフフフフフ。でも、気持ちは、分かるのヨ。ウフフフフ。あなたたち、大変よネぇ。

　あなたたち、可能性が、少なすぎるのよネ。フフフ。何者にもなれないで、何も成す事が出来ないまま、死んでいくのよネ。ウフフフフフフ。あなたが成せない事は、余りにも、多いのヨ。馬ば鹿か馬鹿しいほど、何も、成せやしないのヨ。ウフフフフフフフフフ。

　ま、ワタシは、彼ほど優しくは、ないけどネ。ワタシは、見てるだけ。ウフフ」



    

  
    
      エピローグ・透





　スポーツ広場周辺の田んぼの稲いねが、頭こうべを垂らし始めた。

　朝あさ露つゆを纏まとう黄金色の穂ほが十一月の日の光にきらきらと輝かがやき、稲刈かりの季節。

　もうすぐ、収しゆ穫うかくの季節だ。春に蒔まかれた種が、実を結ぶ季節。

「いくぞー！」

　光の中、透は、赤い自転車の後ろを持って、叫さけんだ。

「ちゃんと漕こげよ！　途とち中ゆうで手、離はなすからな！」

「わ、分かっている！」

　自転車に乗った由ゆ宇うが、おっかなびっくりの声を出す。

「さっさと、進ませろ！」

　自転車は、ゆっくりと、ふらふらと、走り始めた。湿しめった地面に、ちょっと頼たよりない、でもしっかりとした直線の車輪跡あとを残し、前へと、進んでゆく。

「ま、待て！」

　サドルの上で身体を動かしてバランスをとりながら、由宇は前を凝ぎよ視うししたまま叫ぶ。

「まだ、離すなよ！　今離すと、バランスが」

「もう、離してる」

　透とおるは、声を出した。由宇の耳には、この声は、遠くから聞こえているはずだ。そう、スタート地点から。最初から、手は、離している。

　自転車は、もう、一人で、走っている。

「お、おい……ちょっ…………」

　相変わらず、ふらふらと……しかし、倒たおれる事無く、進んでゆく。

「なんという騙だましを！」

　広場の端はしに、到とう着ちやくした。

「透！」

　到とう達たつした自転車を止め、降りて振ふり返りつつ由宇は抗こう議ぎの声を上げる。

「怒おこるなよ」

　透は、笑いながら、その姿に近づいた。

「自転車の教習は、こういう風に仕上げるんだよ」

　…………思い出す。

「おれも、十年前、こうして、な」

　こうして、両親に、教えて、貰もらった。

「そんでさ、」

　由宇は、こちらの顔を、見上げた。

「そんでさ、その翌日さ、錫すずが……妹が、さ、私にも、って」

「……透」

「私にも、教えてって、言うから、ここでっ」

「透」

「ここで、こうして、こんな風、に」

　視界が、滲にじんだ。鼻が、ツンとなった。

　涙なみだが。

「透」

「こんな、風に」

　声が、出なくなった。

「…………泣いて、いるのか？」

「うるさいっ」

　右みぎ腕うでで、目を押おさえる。ひっ、ひっというしゃっくりのような嗚お咽えつを、止められない。不覚。もう、大だい丈じよ夫うぶと思っていたのに。もう、平気になったと思っていたのに。由宇が自転車に乗れたってのに、おれは、もう、いつまでたっても、

「泣いて、ない」

「泣いてる」

「うるさい」

　もう、あの日は、帰らない。あの日の家族は、帰らない。

　今いま更さら。今更、何を。言ってるんだよ。もう、泣くなよ、畜ちく生しよう。

「お前、もっ、早く、学校にっ」

　涙が、止まらなくなった。

「行けよ、なっ。今日もっ。早く、しないと、遅ち刻こく。折角」

　もう、止まらない。

　人前で泣くのは、二回目だ。

　前は、灯あか璃りの前で泣いた。そして、今度は、由宇の前だ。

　おれは、いつまで経たっても、子供のままだ。

「透」

　ふわ…………と、温かいものに、包まれる感かん触しよく。

「私は、お前の涙を、初めて見る」

　由宇の、腕うでだった。

「もっと、泣け」

　由宇が、両手で、こちらの身体を、抱だきしめている。

「泣いて、ないって」

「私は、お前にかける言葉を、持ち合わせないが」

　そのまま、声をかけてきた。

「お前の家族は、お前の幸せのために、生きた」

　…………。

「だから、お前が幸せになれば、お前の家族も、幸せだったはずだ」

「ひっ」

　また、しゃっくりだ。みっともない。

「どこの、受け売りだよっ」

「さあ？　……本で、読んだのかもな」

　平気な顔で、笑いを含ふくめて、言う。

「学校は、いいぞ」

　朝の光の中、由宇は、すぐ近くにいる。

「様々な者が、いろいろな話を、私にしてくれる」

「あっ、当たり前だろっ、だから、お前は」

「だが、私は今、お前の話を聞きたい」

　紅くれない由宇は……すぐ近くに、いた。

「私は、どこにでも行ける」

　こいつの背も、少し、高くなった。

　不意に、そう思った。

「だから、私は、ここにいる。

　…………これからも、よろしくな、透」



    

  
    
      エピローグ・夢





　ざざーん……ざざーん……

　波の音が、世界に、響ひびいている。



「……え？」

『その場所』の中心で、氷ひ見みと透おるは、ふと、気がついた。

　ざざーん……ざざーん……

　耳に入るのは、規則正しい、波の音。

「へ？」

　目に入るのは、雲の断片すらない、青い空。

　足下は、砂地の広場。広場の向こうは、太陽の下、緑に輝かがやく林。

　木々の隙すき間ま、眼下に見晴らすのは、遥はるかな海原と、その中に浮うかぶ、小さな世界。島。　海を臨のぞむ、遠望の景色。

「な…………？」

　ざざーん……ざざーん……

　遥かな海から、波の音が、途と切ぎれる事も絶える事もなく、響いてくる。

　島だ。氷見透は、唐とう突とつに確信した。自分は、とある島の、遠望の場所……

　……山の頂上に、いる。

「え？」

　山の頂上。それなりの面積がある広場の周りに、原生林が生おい茂しげっている。

　我知らず、広場の端はしへと歩き、木々の間から、下界を見下ろす。

　下の世界が、島が、見み渡わたせる。

　車道越ごしの白い砂すな浜はま、バーベキューハウス、林に挟はさまれたグネグネ道。

「ここは……」

　何となく……見覚えの、ある景色。

「神かみ代しろ島しま…………？」

　そう、神代島だ。透は、一人、頷うなずいた。

　数ヶ月前……八月の半ばくらいに、皆みなで旅行に行った島。皆で旅行へ行き、一泊ぱく二日をそこで過ごした、とある離り島とう。

　もう一度……見下ろす。

「いや」

　違ちがう。声に出して、確信。ここは、神代島じゃない。

　あの島は、人が住んでいた。外の世界と、繋つながっていた。関東地方各地から、日に三便、船が就航していた。

　この島は、神代島じゃない。

　眼下の景色。砂浜、バーベキューハウス、グネグネ道。

　船着場が、ない。

　他ほかの全てはあのままに存在し、だが、唯ただ一つ、他の世界へと繋がる施し設せつだけが……まるで、都合よく削けずられたかのように……『消されている』。

　ここは、神代島じゃない。似ているけど、違う世界だ。

　そう……例えば、テレビゲームの、地図使いまわしの手て抜ぬきみたいに……

　大おお雑ざつ把ぱで、適当な発想によってコピーされて流用された、『神代島もどき』。

「なん、で」

　勿もち論ろん、そんな推測なんか、役に立たない。



　『理想の』

　音が、聞こえた。

『理想の世界』

　機械音声ですらない、感情の欠片かけらもない、伝達の為ための道具のような音。

『まずは、愛あい華かがこの世界に』

　静かな、音。

『続いて、由ゆ宇う、蒼あおい、紫し暮ぐれ、浅あさ黄ぎ…………そして、灯あか璃り。

『宝石』が、六人。この世界に』

　後ろから、静かな音。

『これから、増える。────の意思で、いくらでも』

　静かな、鈴すずのような響ひびきが……聞こえてくる。

『理想の空想と、現実が、交こう錯さくする世界』

　静かな音。虚うつろな音。色のない音。

『ようこそ、────の、世界へ』

　透は、振ふり返った。

『全てを、成す世界へ』



    

  
    
      あとがき





　こんにちは冬樹です。たまなま一巻の発売よりちょうど一年、たまなまの五巻発売です。ここまで来れたのも皆様のおかげです。ありがとうございます。



　考えてみれば去年の今頃もちょうど一巻の仕上げをしていた頃でして。それからちょうど一年経った今、こうして五巻の仕上げをしているというのも中々考えさせられるものであり、またこの件に及ばずそう言えばこの一年間は常にその更に一年前との比較によって過ごした一年間であったなあとも思うわけであります。二巻を書きながら「ああそういえば去年の今頃は初めてＨＪ新人賞の事を知ったなあ」。三巻の第一稿を上げながら「ああそういえば去年の今頃に投稿作を書き始めたんだなあ」。三巻の仕上げをしながら「ああそういえば去年の今頃に投稿したんだよなあ」。四巻のあとがきを書きながら「ああそういえば去年の今頃にＨＪ編集部から初めて電話をいただいたんだよなあ」。店に並んだ四巻を見ながら「ああそういえば去年の今頃は初めてＨＪ編集部にお邪魔させてもらった日だよなあ」。そして今、こうして一年、一周回ってきた次第であります。ああそういえば去年の今頃は一巻の仕上げしてたよなあ。おおむねソコソコな一年だったなあ。



　さてそういう訳で去年の今頃はそろそろ二巻の開始を意識し始めた時でもありまして、とはいえ実はその時点では、私の頭の中には続刊の案はたった一つ、投稿直後に殆ど発作的に作ったプロットそのたった一つしかありませんでした。その状況の中、まあとりあえずこれで二巻を書こうという事で執筆を始めさせていただいた訳であります。



　という訳で三巻以降の事は正直あまり考えてはいなかったのですが、不思議なことに二巻執筆の終了辺りで何かこう「ああそうか。たまなま世界はこんな感じの世界で、そしてその世界にいるこいつらはこんな感じの奴らなんだ」みたいな、イメージというかそんな感じのものがモロモロっと湧いてきまして、そしてそれを使って三巻、四巻、そして続いてこの五巻、と書かせていただくことになった次第であります。



　という事情ですので、この辺で断言しておきます。「たまなま世界は『どこかに存在します』」。この世界では無いどこかの世界、皆様や私たちが存在している「この世界」とは別の場所の「どこかの世界」に、たまなまの世界は存在しています。



　いや作者自身がこんな事を断言するというのは多少というかかなり気恥ずかしいのですが、まあアレです。作者が断言しないと誰も断言してくれないし、作者が断言しないで一体どこの誰が断言するんだ作者なら断言するしかないだろ。とも思いますので断言しちゃいます。「たまなま世界は『どこかに存在します』」。作者自身は「この世界」と「たまなま世界」を繋げる媒介に過ぎずたまなま世界の主人公もまたそうです。ご了承ください。



　いやしかし流石にもうちょっと自分の作品とは距離を置いておいた方がなんか色々と都合がいいような気がしてこないでもないです。が、そんな事は知ったこっちゃあないです。若気の至りというのは若い時にしかできないものなのです。だからもう一回断言します。「たまなま世界は『どこかに存在します』」。三回も言った。もう完璧だ。



２００８年　５月　19日

冬樹　忍



　次は六巻です。そろそろ……ですかね。



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

冬樹 忍 先生／魚 先生



    

  OEBPS/nav.xhtml

    
      
        
          		（目次）



		目　次





		一章　対面


		二章　接近


		三章　距離


		四章　接触


		五章　肉迫


		六章　衝突


		七章　密接


		エピローグ・白


		エピローグ・透


		エピローグ・夢



		あとがき





        
      

    

  

OEBPS/a_1_40.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/img/o_p000-00-90-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-84-1.jpg





OEBPS/fontw4_1/ec_000000_png_07618.png





OEBPS/a_1_5.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_6.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_7.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/img/o_p000-00-52-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-5-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-61-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-6-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-30-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-45-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-4-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-7-1.jpg
EFROBE

~THbVHBDIEFHDHERTH ? ~

HIX






OEBPS/img/o_p000-00-67-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-8-1.jpg
O$8 - KB NK = &





OEBPS/a_1_1.xhtml

    
      （表紙）



[image: ]




    

  

OEBPS/a_1_2.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_3.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_4.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/img/o_p000-00-1-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-150-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-100-1.jpg





OEBPS/a_1_19.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_21.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/img/o_p000-00-163-1.jpg
—-PROFILE

%ﬁ E ARELOXK

BB/ NVY+) KRR KRERE. BES [CEOBE) 18~78, (8

NEXFEDHRALE] 18~38. [TRTOEETDCERARSH SHLDUE
500

)

[eEOBE] (HIXE) . [FADBD—&] (R—/\—Fv¥aX@E) .
[FAlEDH. BREL 1] (MFX@J) . [CANVAS) YU—X (F&C) REi
1Bt

1ECLE~chbuborkb) The ~
20084E7H1H  WIMIZAT

BH— LB R

HR=AFA b

#*T—— WIDE

RATE—AA TR
FATHT—HASHAE =Y ¥ 8>  F1510053 HOLHBARI 4 A2158
(©2008 Shinobu Fuyuki






OEBPS/img/o_p000-00-157-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-3-1.jpg





OEBPS/img/o_p000-00-2-1.jpg





OEBPS/a_1_16.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_12.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_14.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_8.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_33.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_36.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_26.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_29.xhtml

    
      [image: ]




    

  

OEBPS/a_1_24.xhtml

    
      [image: ]




    

  

